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お客様へ…お買い上げ年月日、お買い上げ店名を記入されますと、修理などの依頼のときに便利です。 

電話番号 

お買い上げ店名 

お買い上げ年月日 年 月 日 

Printed in Korea
13H  T(TINSJ2597BHZZ) ⑤

はじめてご使用になるときは、
この説明書の「消費税の設定」
（☞124ページ）をお読みのうえ、
消費税の税率を設定してください。

本　　　　　　　　　社 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町22番22号
ビジネスソリューション事業推進本部 〒639-1186 奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

お問い合わせ先 お問合わせの前にもう一度｢故障かなと思ったら｣（☞165ページ）をご確認ください。

よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 30）

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～18 : 00

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～17 : 40



電子レジスタ XE-A270/XE-A280

この製品は、こんなところがエコロジークラス。

ロール紙節約機能

レジスタの操作記録を、ジャーナル用紙の代わりに、レジスタのメモリーに記録することができます。（電子ジャーナル機能）
この機能によりロール紙を節約することができます。

省電力機能

あらかじめ設定した時間の間レジスタ操作をしないとき、省電力機能によりスリープ状態になります。スリープ状態に
なると待機時の無駄な消費電力を抑えることができます。

省エネ

省資源
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	 	この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのいろいろな表示をしています。その表示を無視し
て誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。

	 内容をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

	
警告	 人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています。

注意	 人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内容を示しています。

	 図記号の意味

	 記号は、してはいけない
4 4 4 4 4 4 4

ことを表しています。

	 記号は、しなければならない
4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことを表しています。

	

100V以外の電圧で使用しないでください。
またタコ足配線をしないでください。
火災、感電の恐れが
あります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工し
たりしないでください。
また重いものをのせたり、
引っ張ったり、無理に曲
げたりすると電源コード
をいため、火災、感電の恐
れがあります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでく
ださい。
感電の恐れが
あります。

万一、発熱していたり、煙が出ている、へん
な臭いがするなどの異常状態のまま使用する
と、火災、感電の恐れがあります。
すぐに電源プラグをコンセントから
抜いてください。	
そして販売店またはシャープお客様
ご相談窓口(☞167ページ)にご連絡
ください。

万一、異物（金属片、水、液体）が機器の内部
に入った場合は、本体の電源プラグをコンセ
ントから抜いて販売店またはシャープお客様
ご相談窓口(☞167ページ)にご
連絡ください。
そのまま使用すると火災、感電の恐れ
があります。

万一、この機器を落としたり、キャビネットを
破損した場合は、本体の電源プラグをコンセ
ントから抜いて販売店またはシャープお客様
ご相談窓口(☞167ページ)にご連絡ください。
そのまま使用すると火災、感電の恐れ
があります。

お客様による分解や修理・改造はしないでく
ださい。
内部には電圧の高い部分があり、感電
の恐れがあります。	
また、火災の恐れがあります。







 警 告

安全にお使いいただくために
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ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場
所に置かないでください。
落ちたり、倒れたり
して、けがの原因と
なることがあります。

この機器の上に花瓶、植木鉢、コップや水など
の入った容器または金属物を置かないでくだ
さい。
こぼれたり、中に入っ
た場合、火災、感電の
原因となることがあり
ます。

濡れた手でこの機器を使用したり、濡れた物
でこの機器をふかないでください。
中に水が入った場
合、火災、感電の
原因となることが
あります。

湿気やほこりの多い場所に置かないでくださ
い。また、調理台や加湿器のそばなど油煙や湯
気があたるような場所に置かないでください。
火災、感電の原因
となることがあり
ます。

この機器の上に重いものを置かないでください。
置いたものがバランスがくずれて倒
れたり、落下して、けがの原因となる
ことがあります。

本機の温度が高くなる部分に長時間触れない
でください。
低音やけどの原因となることがあり
ます。

プラグを抜くときは、電源コードを引っ張ら
ないでください（必ずプラグを持って抜いて
ください）。
コードが傷つき、火
災、感電の原因となる
ことがあります。

この機器を移動させる場合は、必ず電源プラ
グをコンセントから抜いておこなってください。
コードが傷つき、火災、感電の原因と
なることがあります。

連休等で長期間、この機器を使用にならない
時は安全のため必ず電源プラグをコンセント
から抜いてください。

引出し（ドロア）が開いている時に、引出し（ド
ロア）に寄りかからないでください。
落ちたり倒れた
りして、けがの原
因となることが
あります。

引出し（ドロア）が開く際、子供の顔等に当た
らないよう、ご注意ください。
けがの原因となることがあります。

SDメモリーカードを取り出すときは、カー
ドが出てきてもすぐに指を離さないでくださ
い。また、取り付けるときは、カードがスロッ
トに確実に装着されるまでしっかり押し込
み、すぐに指を離さないでください。
SDメモリーカードを装着または取り出すと
きは、SDカードスロットに顔を近づけないよ
うにしてください。
急に指を離すと、SDメモリーカード
が飛び出し、けがの原因となることが
あります。











 注 意


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 ■ お願い
設置上のお願い
この機器を、直射日光があたるところ、湿度が異常に高いところ、水を
使うところには設置しないでください。
変色や変形、故障の原因になります。

お手入れの方法
お手入れには乾いた柔らかい布をご使用ください。
揮発性の液体(ベンジン、シンナーなど)は使用しないでください。
キャビネットの変色または変質の原因になります。

充電式電池のリサイクルご協力お願い
この商品のバッテリーパックにはニッケル水素電池を使用しています。
この電池は、リサイクル可能な貴重な資源です。使用済み商品の廃棄に
際しては、リサイクルにご協力ください。

●	ご使用済みの電池は、「当社は充電式電池のリサイクルに協力してい
ます。」のステッカーを貼ったシャープ商品取り扱いのお店へご持参
ください。

●	リサイクルのときは、次のことにご注意ください。	
・(+)端子と(－)端子にテープを貼る。	
・外装カバー(被膜、チューブなど)を剥がさない。	
・分解しない。

電池仕様	 容量:250mAh	 定格電圧:3.6V

ニッケル水素電池の
リサイクルマークです。

Ni-MH

Memo 電池には寿命があります。およそ3年を目安に交換されることをおすすめいたします。
電池交換されるときは、お買い上げ販売店または最寄りのお客様ご相談窓口（☞167ペー
ジ）に依頼してください。

	 この装置は、クラスA情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこ
とがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。
	 VCCI-A
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 ■ はじめに
	 	このたびは、シャープ電子レジスタをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
	 正しくお使いいただくために、取扱説明書をよくお読みください。
	 	なお、取扱説明書は、保証書とともに必ず保存してください。万一、ご使用中にわからないことや具合

の悪いことがおきたとき、きっとお役に立ちます。

ご注意 ご使用前のご注意
・	この製品はご購入後、最初にリセット操作をおこなう必要があります。リセット操作については
13ページをお読みください。

・	はじめてお使いになるときは、メモリ保持用の内蔵電池の充電レベルが低下しています。電源を入
れた状態（電源プラグをコンセントに接続した状態）にして、24時間以上充電してください。

・	電源プラグをコンセントから抜いた状態で、長期間使用しなかった場合は、メモリ保持用の内蔵電
池の充電レベルが低下しています。ふたたび、ご使用をはじめられるときは、電源を入れた状態
（電源プラグをコンセントに接続した状態）にして再充電し、24時間以上経過してからご使用を
はじめてください。

・本機はコンセントの近くに配置し、電源プラグは抜き差ししやすい場所に差し込んでください。

プリンタについてのご注意
・	この製品をご使用になる際には、必ずロール紙をセットしてお使いください。セットせずにご使用
になりますと、プリンタ故障の原因となります。

・	ご使用の際、プリンタアームはしっかり閉じてください。正しく閉じられてないと正常に印字され
ない場合があります。

・	プリンタ作動中または作動終了直後は、プリンタヘッドおよびその周辺とモーター表面は高温に
なっていますので、けっして手を触れないでください。

・	プリンタアームのレバーは必要時以外、操作しないでください。	
プリンタヘッドが損傷する原因となります。

・	プリンタアームを閉じた状態で、紙を引っ張らないでください。	
プリンタヘッドが損傷する原因となります。

・ロール紙に印字中、ロール紙に触れないでください。紙詰まりの原因となります。
・	次のような場所でのご使用や保管は避けてください。	
・湿気やほこりの多い場所	
・直射日光のあたる場所	
・鉄など金属の粉末がある場所

	 お守りください
	 	ロール紙(感熱紙)の取扱いについては、155ページをよくお読みいただき、注意事項を必ずお守りく

ださい。

	 ●本書の内容の全部または一部を、当社に無断で転載あるいは複製することはお断りします。
	 ●本書の内容および本製品は、改良のため予告なく仕様の一部を変更することがあります。
	 ●	本書および本製品は厳重な品質管理と製品検査を経て出荷しておりますが、万一故障または不具合

がありましたら、お買い上げの販売店、またはシャープお客様ご相談窓口(☞167ページ)までご連
絡ください。

	 ●	この製品を使用できるのは日本国内のみです。海外では安全規格や電源電圧、回線等のインター
フェース仕様が異なるため、使用できません。

	 ●	お客様または第三者が本製品の使用誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合または本製品の使
用によって受けられた損害については、法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その
責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

	 ●	この製品では、シャープ株式会社が表示画面で見やすく、読みやすくなるように設計したLCフォン
ト(複製禁止)が搭載されております。	
LCフォント、LCFONT、エルシーフォント及びLCロゴマークはシャープ株式会社の登録商標です。
尚、一部LCフォントでないものも使用しております。

	 	SDロゴは商標です。　　　 	SDHCロゴは商標です。　　　LCロゴマーク
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 ■ レシート用店名ロゴについて
	 店名ロゴには次の3種類があり、いずれか1つを選択することがでます。

	 標準店名ロゴ
	 	このレジスタに最初から入っているロゴで、「お買上票」と「領収証」の2種類があります。設定方法は

「ヘッダ/フッタの設定」(☞115ページ)を参照してください。ご購入時またはマスターリセット操作
後は、「お買上票」が選択されています。

	 お買上票	 領収証
	 	

文字設定による店名ロゴ
ご自身で設定したメッセージを店名ロゴとして印字できます。
設定方法は「店名･領収証ロゴ/各種メッセージの設定」(☞122ページ)
を参照してください。

グラフィック店名ロゴ
お店独自のロゴマークなどを店名ロゴとして使うことができます。「グ
ラフィック店名ロゴ作成依頼書」(☞191ページ)で、グラフィック店名
ロゴの作成をお申し込みください(有償)。グラフィック店名ロゴのデー
タはSDメモリーカードに保存してお渡しするので、「店名ロゴ・領収証
ロゴデータの読み込み（☞152ページ）」をご参照のうえ、レジスタに設
定してください。

Memo ・	カスタマサポートツールを使うと、ロゴデータをレジスタへ送り、店名ロゴとして使う
こともできます。	
ただし、ロゴデータはパソコンにインストールされたアプリケーションソフト
（Microsoft	ペイントなど）を使い、お客様ご自身で作成いただく必要があります。	
ロゴデータ作成の条件については、カスタマサポートツールマニュアルをご参照ください。

・	カスタマサポートツールおよびカスタマサポートツールマニュアルについては、「カスタ
マサポートツールについて」（☞142ページ）をご参照ください。
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付　録

アフターサービスについて

困ったときは

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで必
要な設定内容とその設定方法につ
いて説明しています。

知っておいて	
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツール
やレジスタのメンテナンスについ
て説明しています。

売上の点検と精算を	
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種類
やその操作方法、営業記録の印字方
法などを説明しています。

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登録
の訂正のしかたなど、レジスタの基
本的な操作方法を説明しています。

はじめてお使い	
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準備
作業について説明しています。

1.	設定をする前に
2.	商品設定
3.	機能設定
4.	責任者設定
5.	各種設定
6.	ロゴとメッセージの設定
7.	消費税の設定
8.	デバイス設定
9.	管理者の設定

1.	JANコードの削除機能について
2.	カスタマサポートツールについて
3.	SDメモリーカードについて
4.	キーボードの取扱いについて
5.	ロール紙の補充と交換
6.	ドロアなどの取扱いについて

1.	営業中の売上の確認
2.	1日の売上の点検・精算
3.	期間集計の点検・精算

1.	基本的な使いかた
2.	お店にあわせた使いかた
3.	訂正のしかた

1.	はじめてお使いになるとき
2.	各部の名前とはたらき
3.	レジスタの1日の流れ
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はじめてお使いいただくとき

	 	ここでは本レジスタの設置や日付と時刻の設定などはじめてお使いになるときの準備作業について説
明しています。

₁ 付属品を確認する
	 梱包を解き、付属品がすべてそろっているか確認します。

S
K

1-1

ドロア鍵2個 巻取軸1個 ロール紙1個 固定金具1個 ドロア天板穴隠し
2枚

ハンドスキャナ
（XE-A280のみ）

最初にお読みく
ださい　1部※

取扱説明書1部
(本書)※

保証書1部
(梱包ケースに貼付)

※	当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書はございません。	
This	model	is	designed	exclusively	for	Japan,	with	manuals	in	
Japanese	only.

₂ 設置する
	 	「安全にお使いいただくために」(☞1ページ)の注意事項をよくお読みのうえ、安定した台の上などぐ

らつかない場所にレジスタを設置します。このとき、レジスタが動かないように、付属の固定金具を
使ってレジスタを固定します。

1	 固定金具を取り付ける設置面をから拭きし、ほこりや汚れを拭き
とります。

A ドロアB

AB

2	 ドロアの後部底面についている金具(A部)のフックに、固定金具
(B部)を引っかけます。

3	 固定金具裏面の粘着テープの台紙をはがし、固定金具を設置面に
貼り付けます。
Memo 確実に固定するために、固定金具の穴2ヶ所をねじ止め

することをおすすめします。ねじは市販品をご用意く
ださい。

	
POINT! レジスタを取り外すときは

図のようにレジスタの手前を持ち上げた状態で、斜め上に引きながら
取り外します。

②
①

1. はじめてお使いになるとき
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₃  メモリーに登録された内容を消し初期状態に戻す 
(マスターリセット)

	 	メモリーに登録された内容を消し、初期状態に戻します。はじめてレジスタをご使用になるときにも
必ずおこなってください。

ご注意 マスターリセットをおこなうとすべてのデータが消去されてしまいますので本稼動後は、マスターリ
セットをおこなわないでください。

1	 電源プラグをコンセントに差し込みます。

2	 リセットボタン（☞18ページ）を、ペンなどの先のとがったもの
で押しながら を押し、 を押したままリセットボタンから手
を離します。

表示部に右のように表示され、レジスタがリセットされます。
リセット中は、マスターリセットの進行状況がグラフで表示され
ます。

 マスターリセット
 
 
XE-A270/280  Version1.00

3	 リセットが終了すると、ピーピーピーという音が鳴り、表示部に
右のように表示されます。

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_                   設定

ご注意 はじめてご使用になるときは、メモリー保持用の内蔵電池の充電レベルが低下しているため、24時
間以上充電をしてください。電源プラグをコンセントに差し込むと自動的に充電されます。
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₄ ロール紙を取り付ける
	 	お客様にお渡しするレシート、またはお店に残す営業記録(ジャーナル)の印字用としてロール紙を取

り付けます。ご購入時、ロール紙は「レシート」として印字されるように設定されています。
ご注意 当社推奨のロール紙(☞155ページ)を必ずご使用ください。その他のロール紙をご使用になると、紙

づまりを起こすなど故障の原因となります。

レシートとして使用

1	 プリンタカバーを取り外します。

2	 レバーを矢印の方向へ押して（①）、プリンタアームを上げ
ます（②）。

レバー

プリンタアーム

①
②

3	 紙の方向に注意して、ロール紙をロール収納部に落とし込
みます。

プリンタへ プリンタへ

良い例 悪い例

ロール紙の入れかた

ご注意 ロール紙収納部にロール紙をおさめる際、テープ(ま
たは糊)の接着していた部分は切り捨ててください。

4	 ロール紙の先端を引き出して、図のように左右のペーパーガ
イドの間にロール紙がきっちりおさまるように合わせます。

ペーパーガイド

5	 ロール紙を押さえながらプリンタアームの図の位置を手で
しっかりと押し下げます。カチッと音がしてプリンタアー
ムが確実に閉じると、ロール紙が送り出されます。
ご注意 プリンタアームが確実に閉じていないと、正常に印字

されないことがあります。そのような場合は、もう1
度プリンタアームを閉めなおしてください。
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6	 右図のように余分な紙を切り取ります。うまく切り取れな
いときは、 を押して、紙を余分に送り出してから切り
取ってください。

ここで紙を切る

7	 プリンタカバーを取り付けます。
レシートの切り方については「レシートの切り方について」
(☞157ページ)をご参照ください。

営業記録紙として使用

1	「レシートとして使用」(☞14ページ)の手順1～5をおこな
います。

2	 を押して、必要な長さ(およそ20cm)を送り出します。

3	 巻取軸のロール紙保持ガイドを取り外し（①）、巻取軸のス
リットにロール紙を奥まできっちりと差し込み（②）、ロー
ル紙をまっすぐに折り返して2～3回巻き付けます（③）。

巻取軸

②
①

③

ロール紙保持ガイド

4	 ロール紙保持ガイドを「カチッ」と音がするまで取り付け
（④）、プリンタアームがロックされていることを確認し、
巻取軸を軸受けに取り付けます（⑤）。

④

⑤

5	 ロール紙のたるみをなくし、プリンタカバーを取り付けます。

ご注意 ご購入時、本レジスタの設定はロール紙にレシートとして印字されるよう設定されていますので、巻
取軸はロール紙を巻き取りません。「印字形式全般の設定」(☞114ページ)で「通常印字形式」の設
定を「ジャーナル(営業記録)」に変更してから営業記録の印字をおこなってください。

Memo 営業記録紙を交換する場合は、「交換のしかた」(☞156ページ)をご参照ください。

₅ ハンドスキャナを接続する
	 	本機右側面のRS-232ポート（ハンドスキャナ用）に、ハンドスキャナ(XE-A280のみ同梱)を接続します。

Memo ご利用の前には、デバイス設定を行ってください。（☞131ページ）ただし、同梱のハンド
スキャナを使用する場合、デバイス設定は不要です。

1	 本機の電源プラグをコンセントから抜きます。

2	 本機右側面のRS-232ポート（ハンドスキャナ用）のふた
を開けます。

つづく☞
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3	 RS-232ポート（ハンドスキャナ用）に、ハンドスキャナのコ
ネクタを差し込み（①）、矢印の方向にネジを回します（②）。
Memo RS-232ポート（ハンドスキャナ用）の形状にあ

わせて、コネクタを差し込んでください。
① ②

RS-232ポート
（ハンドスキャナ用）

4	 本機の電源プラグをコンセントに差し込みます。

₆ 日付と時刻をあわせる
レジスタの日付と時刻を設定します。

1	 を押して、モード選択メニューを表示します。
Memo を押してもモード選択メニューが表示されない場合は、

を押して登録モードにしてから、 を押してください。
(☞21ページ)

モード選択　　　　　　 ▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

2	 を押して［設定］を選択し、 を押します。
Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

モード選択　　　　　　▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3	 を押して［設定］を選択し、 を押します。
Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_                   設定

4	 を押して［各種設定］を選択し、 を押します。
Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

設定　　　　　　　　　▲▼
2 機能設定
3 責任者
4 各種設定
_                   設定

5	［日付時刻］が選択されていることを確認し、 を押します。
Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

各種設定　　　　　　　　▼
 1 日付時刻
 2 番号
 3 登録ﾓｰﾄﾞ制限
_                   設定

6	 年月日をキーボードから入力して を押します。

例 	2009年10月15日に合わせるとき	
	 	 	 	 	 	 	 	 	

（年:4桁、月:２桁、日:2桁）
Memo 数字を打ち間違えたときは を押して入力しなおして

ください。

日付時刻
日付     20091015_
時刻                0:00

                    設定

7	 時刻をキーボードから入力します。

例 	15時（午後3時）5分に合わせるとき	
	 	 	

Memo 数字を打ち間違えたときは を押して入力しなおして
ください。

日付時刻
日付      2009年10月15日
時刻              1505_

                    設定

8	 を押して、設定を終了します。
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₇ 非課税/外税/内税を選択する
	 	部門ごとに消費税の課税方法(非課税/外税/内税)を設定します。ご購入時、消費税は次のように設定

されています。	
・消費税率	 ：5％	
・課税方法	 ：すべての部門に対して内税課税	
・内税の端数処理	：1円未満を切り捨て

	 ◦内税商品のみ扱うお店	→	このまま使えます
	 ご購入時は、すべての部門に内税が設定されています。

	 ◦	非課税商品または外税商品があるお店	→	部門ごとに設定を変更してください

◆課税方法の設定

1	「日付と時刻をあわせる」(☞16ページ)の手順1～3をおこないます。

2	［商品設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定　　　　　　　　　 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_                   設定

3	［部門］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_                   設定

4	 設定する部門を選択します。

Memo 部門番号を入力して選択
することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

部門　　　　　　　　　 ▼
01 部門０１
02 部門０２
03 部門０３
_                   設定

5	 消費税の設定項目を表示します。 	 4回

6	 課税方法を設定します。

非課税
外税
内税

	 設定内容を確定します。

	 または

	

01　　　　　　　　　　▲▼
ﾃｷｽﾄ　　部門０１
税種            消費税１
課税方法            内税
                    設定

7	 設定を終了します。
続けて他部門を設定するときは、手
順4～7を繰り返します。

	

Memo ・	消費税率を変更したいときは、「消費税の税率および免税点の設定」(☞127ページ)を参
照してください。

・	消費税の円未満の端数処理を変更したいときは、「端数処理の設定」(☞125ページ)を参
照してください。

・	メニュー画面の操作方法については、「設定をする前に」(☞72ページ)を参照してください。
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はじめてお使いいただくとき

本体前面
	

レシート紙

ドロア(引出し)錠

表示部（オペレータ側） 

取り付けられているキー
キャップは、付けたままご
使用ください。

プリンタカバー

キーボード

ドロア(引出し)

カスタマサポートツール（☞142ペー
ジ）を使用する場合、USBケーブルで
パソコンと接続して、またはSDメモリ
ーカードを介してパソコンとデータのや
り取りがおこなえます。
また、SDメモリーカードを使ってデータ
のバックアップがおこなえます。

SDカードスロット
RS-232ポート
(ハンドスキャナ用)

USBポート
リセットボタン

本体背面
	 表示部（客側）

固定金具

2. 各部の名前とはたらき
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オペレータ側表示部（商品登録表示）

・	部門名やPLU名など登録中の
状態が文字で表示されます。

・	乗算登録したとき、価格と個
数が表示されます。

・	レシート発行停止時、“ ”が表示されます。（☞28ページ）
・	現金在高が設定された警告額を超えたとき、“ ”が表示
されます。（☞107ページ）

・		電子ジャーナルの記録容量が無くなったとき、“ ”が表示
されます。（電子ジャーナルフル時に警告表示する場合の
み）（☞64ページ）

金額の表示（最大8桁）
・	金額がマイナスのときは、金額の前に“－”が表示され
ます。

・	金額の3桁、6桁の前に“,”（カンマ）が表示されます。

・	登録モードのときは、現在の
責任者名が表示されます。

・	取引後訂正モードのときは訂
正の文字が反転表示されます。

部門０１             350
1,500x15
部門０２          22,500
16個 **合計       22,850
23000_         責任01▲

▲または▼が表示され
たときは、 また
は を押して画面
を移動することがで
きます。

商品点数と合計金
額が表示されます。

入力した金額が表
示されます。
取引終了時は、時刻
が表示されます。

オペレータ側表示部（メニュー表示）
	

メニュー項目が表示
されます。
選択している項目が
黒く反転します。

ま た は を 押
して項目を選択し、

を 押 し て メ
ニューを表示します。
左端に表示されてい
るメニュー番号を入
力し を押して、
項目を選択すること
もできます。

上または下に表示されていない画面が
あるとき、▲または▼が表示されます。

現在のモードが表示されます。

モード選択            ▲▼
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
4 期間計1 点検／精算
                  モード

メニューを表示していると
きは、現在のメニュー名が
表示されます。

Memo 無操作状態が一定時間以上続くと省電力機能がはたらいてスリープモードに入ります（表示
部のバックライトが消えます)。スリープモードを解除するには、キー入力をおこなってくだ
さい。また電源が入った状態のパソコンと接続したときも、スリープモードが解除されます。

客側表示部：金額のみ表示（最大7桁）
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キーの名前とはたらき

Memo ・	キー左上の文字と置数キーのまわりのひらがなや英文字は、設定の入力のときに使います
（☞75ページ）。
・キーに部門名などを記入したキーラベルが入れられます（☞154ページ）。

～

置数キー
単価や数量を打ち込むときに使
います。 を押すと、"0"を一度
に2桁打ち込めます。

小数点キー
個数または割引率に小数点を含
むときに使います。
クリアキー
数字を押しまちがえたときの消去
や、エラー状態の解除に使います。
乗算キー
乗算登録に使います。
値引キー
個々の売上商品や小計金額に対
して、値引登録をおこなうときに
使います。
パーセントキー
個々の売上商品や小計金額に対
して、割引または割増登録をおこ
なうときに使います。

紙送りキー
ロール紙の紙送りに使います。
入金キー
掛け売りの入金のときに使います。
訂正キー
直前訂正・指定訂正、全項目の取
り消しをおこなうときに使います。

後レシートキー
レシート発行を停止している状態
で、取引が終了した分のレシート
を発行させたいときに使います。
また、直前の取引操作のレシー
トを再発行させたいときに使い
ます。この際、レシートには「コ
ピー」と印字されます。
支払キー
支払登録のときに使います。
戻品キー
戻品（返品）登録に使います。
↑キー
メニュー項目の選択に使います。
レシートVIEWキー
直前10取引のレシートを画面で
確認するときに使います。
金額キー
部門およびPLU/JANのオープン
登録（金額を置数して登録する場
合）に使います。
↓キー
メニュー項目の選択に使います。
レシート発行停止キー
商品登録後に、レシートを発行し
ないときに使います。
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万札キー
万円札を預ったときに使います。
（現金の預り登録、入金、支払いの
登録に有効です。）
モード切替キー
操作モードを切り替えるときに
使います。
責任者キー
登録を担当する責任者を指定す
るときに使います。
強制解除キー

を押してもエラー状態が解除
できないときに使います。

～

部門キー
個々の商品の売上を登録するとき
に使います。商品によって押す部
門キーを使い分け、部門別の商品
管理ができます。現金単品売りを
するときに使います（部門キーを
現金単品売りの設定にした場合）。

部門#キー
部門番号を打ちこんで、部門を指
定するときに使います。
PLU/JANキー
PLU番号による登録（プライス・
ルック・アップ）、またはJAN
（ジャンコード）に使います。
信用売りキー
クレジットカード、小切手などで
支払いがあったときに使います。
現金/預り/両替キー
現金売り、預り登録（つり銭計算）、
両替をおこなうときに使います。
領収証発行キー
領収証を発行するときに使います。
券売キー
商品券、図書券などで支払いが
あったときに使います。
小計キー
小計金額（税込み）の算出に使い
ます。

 ■ モードを切り替える
	 	通常は登録モードが表示されています。取引後訂正や点検／精算、各種設定を行うときは、それぞれの

モードに切り替えて操作します。管理者シークレットコード（☞135ページ）を設定している場合は、
停止モード以外のモードに切り替える際に、管理者シークレットコードを入力しなければなりません。

1	 登録モードで を押します。
モード選択メニューが表示されます。

	

 0個 **合計            0
12:34           責任01

2	 モードを選択します。
選択している項目が黒く反転します。

または を押すと、項目を選
択できます。
左端に表示されているメニュー番
号を入力して、項目を選択すること
もできます。

	 または
モード選択             ▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
                  モード

3	 を押します。
モードが切り替わります。

	

 0個 **合計            0
12:34       取引後訂正

Memo 管理者シークレットコードを登録している場合は、管理者シークレットコードの入力画面
が表示されます。
管理者シークレットコードを入力し、 を押してモードを切り替えます。（☞23ページ）
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モードのなまえとはたらき

登録モード
商品を登録したり、責任者を登録したりします。電源を入れた直後や、
スリープからの復帰時は登録モードが表示されます。

 0個 **合計            0
12:34           責任01

停止モード
レジスタを停止してスリープモードに入ります。ディスプレイが非表
示になります。
停止モードを解除し、登録モードにするときは、 キーを押してください。

取引後訂正モード
レシート発行後に登録を取り消します。
取引後訂正モードで誤った内容を登録(登録を取り消)して、正しい登録
を最初からやりなおします。
Memo 管理者シークレットコードを登録している場合は、管理者

シークレットコードを入力しないと操作できません。
（☞23ページ）

 0個 **合計            0
12:34       取引後訂正

日計	点検／精算モード
1日の売上を点検／精算します。
Memo 管理者シークレットコードを登録している場合は、管理者

シークレットコードを入力しないと操作できません。
（☞23ページ）

日計 点検／精算　　　　▼
1 売上高表示
2 売上点検
3 売上精算
_                   日計

期間計1	点検／精算モード
ある期間（たとえば1週間）の売上高を集計します。
Memo 管理者シークレットコードを登録している場合は、管理者

シークレットコードを入力しないと操作できません。
（☞23ページ）

期間計1 点検／精算
1 売上点検
2 売上精算

_                期間計1

期間計2	点検／精算モード
期間集計1とは異なる期間（たとえば1カ月）の売上高を集計します。
Memo 管理者シークレットコードを登録している場合は、管理者

シークレットコードを入力しないと操作できません。
（☞23ページ）

期間計2 点検／精算
1 売上点検
2 売上精算

_                期間計2

SDカードモード
SDカードに売上・設定データや電子ジャーナルを書き込んだり、保存
しておいた設定データを読み込んだりできます。
Memo 管理者シークレットコードを登録している場合は、管理者

シークレットコードを入力しないと操作できません。
（☞23ページ）

SDカード　　　　　　　 ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

設定モード
レジスタを使う上で必要となる設定をおこなったり、その設定内容の
印字をおこないます。
また、実際の登録前におこなった練習の全売上データのクリアをおこ
ないます。
Memo 管理者シークレットコードを登録している場合は、管理者

シークレットコードを入力しないと操作できません。
（☞23ページ）

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_                   設定
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 ■ 管理者シークレットコードを入力する
	 	管理者シークレットコードを登録すると、管理者コードを入力しなければ、取引後訂正や点検／精算、

各種設定を操作できなくなります。そのため、操作できる責任者を限定することができます。

1	 あらかじめ、管理者シークレット
コードを登録しておきます。	
（☞135ページ）

2	 登録モードで を押します。 	

 0個 **合計            0
12:34            責任01

3	 停止モード以外のモードを選択し
ます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	

モード選択             ▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
                  モード

4	 シークレットコードを入力して、
を押します。

	 ****（4桁の数字）

	

モード選択             ▼
 管理者コード入力
 ****

                  モード

Memo 管理者シークレットコードを登録している場合、次のモードに切り替える際に管理者シー
クレットコードを入力しなければなりません。

モード 管理者シークレットコードの入力
登録モード なし
停止モード なし
取引後訂正モード 必要
日計	点検／精算モード 必要
期間計1	点検／精算モード 必要
期間計2	点検／精算モード 必要
SDカードモード 必要
設定モード 必要

 ■ ハンドスキャナを使う(XE-A280のみ同梱)
	 	本機は、商品に付けられたJANコード(☞81ページ)をハンドスキャナで読み取り、商品を登録するこ

とができます。本機で使用できるJANコードは、JAN13/JAN8、UPC-A/UPC-E、EAN13/EAN8	
のソース・マーキングコードとJANのインストア・マーキングコード（標準13	桁/標準8	桁のPLU	
およびNON-PLU	タイプ）です。

1	 本機にハンドスキャナを接続します。（☞15ページ）

2	 JANコード読み取り部を、商品のJANコードに近づけます。
JANコード読み取り部から出る赤い光で、JANコード全体を照ら
して読み取ります。
正常にJANコードを読み取ると、ハンドスキャナから「ピッ」と音
がします。

このボタンを押し
ても読み取りには
関係ありません

Memo 本機に登録されていないJANコードを読み取ると、「コード未登録」と表示されます。続け
て、単価や部門などを入力し、商品登録することができます。
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はじめてお使いいただくとき3. レジスタの1日の流れ

ただいま 
準備中 

●電源プラグが外れてい
ないか確認する

●　　キーを押して停止
モードを解除し、登録
モードにする

ロール紙が十分に
あるか確認
（☞156 ページ）

日付・時刻の確認
（☞110 ページ）

つり銭用の現金を
ドロアに入れる
（☞30 ページ）

 

営業中 

返品（☞34ページ）

両替（☞30 ページ）

売上と関係しない
現金の出し入れ
（☞35 ページ）

登録の取り消し
（☞41ページ）

商品の現金販売
（☞26 ページ）

商品の割引
（☞33 ページ）
商品の値引
（☞31ページ）

クレジットカード
商品券での支払い
（☞34 ページ）

領収証の発行
（☞36 ページ）

閉店後は

1 日の売上の精算
（☞50 ページ）

ドロアの中の現金
を別の場所に保管

本日は

閉店しました

開店前は 

営業時間中は 

停止モードにする

1 登録モードで     を押します。

2      または     で「停止」を選択します。

3 　　    を押します。



付　録

アフターサービスについて

困ったときは

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで必
要な設定内容とその設定方法につ
いて説明しています。

知っておいて	
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツール
やレジスタのメンテナンスについ
て説明しています。

売上の点検と精算を	
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種類
やその操作方法、営業記録の印字方
法などを説明しています。

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登録
の訂正のしかたなど、レジスタの基
本的な操作方法を説明しています。

はじめてお使い	
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準備
作業について説明しています。

1.	設定をする前に
2.	商品設定
3.	機能設定
4.	責任者設定
5.	各種設定
6.	ロゴとメッセージの設定
7.	消費税の設定
8.	デバイス設定
9.	管理者の設定

1.	JANコードの削除機能について
2.	カスタマサポートツールについて
3.	SDメモリーカードについて
4.	キーボードの取扱いについて
5.	ロール紙の補充と交換
6.	ドロアなどの取扱いについて

1.	営業中の売上の確認
2.	1日の売上の点検・精算
3.	期間集計の点検・精算

1.	基本的な使いかた
2.	お店にあわせた使いかた
3.	訂正のしかた

1.	はじめてお使いになるとき
2.	各部の名前とはたらき
3.	レジスタの1日の流れ
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売上登録をするとき

	 	ここでは、お買い上げとつり銭の計算、レシートの発行停止、売上登録以外でのドロアの開けかたなど、
本レジスタの基本的な使いかたを説明しています。

 ■ 商品の売上登録をはじめる
	 登録とは、売上商品の金額や部門、預り金額などを入れ、レジスタに記憶させることです。
	 	売上商品の金額や部門、PLU、JANコードなどを登録するときは、登録モードにします。（☞22ページ）

 ■ お買い上げとつり銭の計算
	 	お買い上げ商品とお預り金額の登録方法を説明しています。操作をまちがえて、ピーという音が鳴っ

たときは「ピーという警告音が鳴ったときは(エラー処理)」(☞162ページ)を参照してください。また、
まちがえて登録したときは、「訂正のしかた」(☞41ページ)を参照してください。

	 例 	3,800円（部門1、消費税内税対象）と、1,200円（部門15、消費税外税対象）の商品を
売り、10,000円を預かったとき(責任者番号1を指定した場合の表示例)

商品の単価と部門を登録します。 	 	 	 	
部門０１           3,800

 1個 **合計        3,800
_               責任01

次の商品の単価と部門を登録します。 	 	 	 	

	 	 	

部門０１           3,800
部門１５           1,200

 2個 **合計        5,060
_               責任01

預り金額を入れます。 	 	
部門０１           3,800
部門１５           1,200

 2個 **合計        5,060
10000_          責任01

登録を終了します。 	

	

	 ドロアが開きます。

外税                  60
現金              10,000
おつり             4,940
 2個 おつり        4,940
12:34           責任01▲

Memo ・	合計金額と預り金額が同額のとき(売上とちょうどの金額を受け取ったとき)は、預り金
額を入力せず、 のみを押して、取引操作を終了できます。

・	 を使ってお預り金額を入力すると、レジスタが1万円札の枚数を数え、点検・精算
レポートにその枚数が印字されます(☞53ページ)。1万円札を2枚お預りした場合は

	 と入力します。ただし、 	 	 などと入力しても、1万円札が2枚とは数えら
れません。

・	あらかじめ単価を部門キーに設定しておくと、部門キーを押すだけで単価を登録できま
す(プリセット登録）（☞90ページ)。

・PLU（単価読み出し）またはJANコードを使って売上登録することもできます(☞37ページ)。

1. 基本的な使いかた



基本的な使いかた

27

売
上
登
録
を
す
る
と
き

ご注意 売上金額より、預り金額が小さかったときは、 を押してもド
ロアは開きません。表示部に「残額」と不足額が表示されます。も
う一度、 を押して登録を終了するか、不足額より大きな預り
金額を入れ、 を押して登録を終了させてください。

**小計             5,000
外税                  60
現金               5,000
 2個 残額             60
_               責任01▲

	
POINT! レシートの見かた

コマーシャルメッセージ

日付
レジスタ番号/一連番号

部門名

店名ロゴ

責任者番号

時刻 責任者名
単価

商品合計額
外税対象額
外税額
内税額(3,800×5/105、端数切り捨て)
お買い上げ点数
税込み売上金額
預り金額
つり銭金額

Memo ・	消費税の処理は、事前に設定した内容でレジスタが自動的におこないます	
(☞124ページ)。

・店名ロゴは次の3つから選択できます。
　・「お買上票」か「領収証」のどちらかを選択(☞115ページ)
　・店名ロゴの文字を設定して使用(☞122ページ)
　・グラフィックロゴを作成依頼(☞191ページ)
　	なお、パソコンにインストールされたアプリケーションソフト（Microsoft	ペイン
トなど）を使い、お客様ご自身でロゴデータを作成し、カスタマサポートツールを
使ってレジスタへ送ることもできます。(☞142ページ)
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 ■ レシート発行停止について
	 レシートの発行を止めることができます。
	 	発行を止めているときに直前の取引のレシート発行ができます。この機能は、「印字形式全般の設定」

（☞114ページ）で「通常印字形式」の設定が「レシート」に選択されているときのみ使用できます。

レシート発行停止を設定する
	 レシートの発行を停止に設定します。

1	 登録モードで を押します。  ﾚｼｰﾄ停止
 1.発行
 2.停止

                責任01

2	 または を押して［停止］を選択し、 を押します。
レシート発行停止中は、表示部に が表示されます。

 0個 **合計            0
12:34          責任01

ご注意 レシートの発行を停止できるのは、登録モードでおこなった操作に限ります。

レシートを発行する(後レシート)
	 	レシート発行停止が設定されているとき、1つの取引が終わったすぐ後で を押すと、その取引につ

いてのみレシート(後レシート)を発行することができます。

 ■ レシートの再発行（コピーレシート）
	 	直前の取引操作のレシートを再発行させるときは を押します。
	 レシートには「コピー」と印字されます。
	 	この機能は、「印字形式全般の設定」（☞114ページ）で「通常印字形式」

の設定が「レシート」に選択されているときのみ使用できます。

 ■ 責任者を指定する
	 	登録を担当する責任者を20人(責任者番号1～20)まで、区別して使い分けることができます。責任者

が交代するときに、責任者番号を指定します。登録中に責任者を変更することはできません。取引を
終了させてから、次の責任者を指定します。ご購入時は、責任者番号1が選択されています。

	 例 	責任者番号2を指定するとき

	

 0個 **合計            0
12:34           責任02

Memo 取引後訂正でも、責任者を指定することができます。

レシート印字例
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 ■ 同じ商品を2個以上販売する
	 	同じ商品を複数個販売するときの登録方法には、個数の少ないときに使うと便利な「リピート登録」と、

個数の多いときに使うと便利な「乗算登録」の2種類があります。
	 また （単価読み出し）を使って、登録することもできます(☞37ページ)。

個数の少ないとき	 ・・・ リピート登録
	 「単価」を入力して、「部門キー」を個数分くり返し押します。

	 例 350円の商品（部門1、消費税内税対象）を3個売るとき

	 	 	 	

（350円、部門1）

部門０１             350

 1個 **合計          350
_               責任01  

レシート印字例

	 	

（くり返し）

部門０１             350
部門０１             350
部門０１             350
 3個 **合計        1,050
_               責任01  

	

（登録の終了）

部門０１             350
**小計             1,050
現金               1,050
 3個 **合計        1,050
12:34           責任01▲

個数の多いとき	 ・・・ 乗算登録
	 「単価」×「個数」で登録します。

	 例 350円の商品(部門1、消費税内税対象)を8個売るとき

	 	 	 	 	

（350円×個数）
 0個 **合計            0
350X8_          責任01  

レシート印字例
（部門1）

350x8
部門０１           2,800

 8個 **合計        2,800
_               責任01  

	

（登録の終了）

部門０１           2,800
**小計             2,800
現金               2,800
 8個 **合計        2,800
12:34           責任01▲

Memo ・	部門キーに単価設定をしている場合（☞90ページ）は、「個数」×「部門キー」で登録できます。
・	「登録機能の設定」で小数数量を「あり」に設定している場合(☞113ページ)は、個数を小
数点以下第3位まで登録できます。 を押してから小数部を入力します。

・「個数」×「単価」で登録する場合は、レジスタ相談窓口までお問い合わせください。
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 ■ 両替するとき/ドロアを開けるとき・・・ 両替

取引が終了しているときに を押します。 レシート印字例

	 	ドロアに入っている1万円札の枚数を管理したいときは、次のように を使って両替操作をしてくだ
さい。

	 例 	1万円札を1枚受け取り、両替するとき	
(ドロアに1万円札が入る両替)

	 	 	 	 万券←両替        10,000

 0個 **合計            0
12:34           責任01

レシート印字例

	 例 	ドロアから1万円札を2枚出して、千円札を20枚入れるとき	
(ドロアから1万円札が出る両替)

	 	 	 万券→両替        20,000

 0個 **合計            0
12:34           責任01

レシート印字例

Memo を使った両替を取り消すときは、おこなった操作と反対の両替操作をおこない、1万円
札の枚数を相殺してください。
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売上登録をするとき

	 	ここでは、値引きや割引、クレジットカードでの支払い、領収証の発行など、それぞれのお店によって
使用の有無や頻度が異なる機能について説明しています。

	 	「2.お店にあわせた使いかた」はすべて売上登録の操作ですので、登録モードで操作します。

 ■ 値引きする
	 	値引きには、個々の商品から値引きする方法と小計額から値引きする方法の2種類の値引き方法があ

ります。

個々の商品から値引きする
	 部門キーを押した直後に、値引額を入力して を押します。
	 PLUまたはJANコードを使った登録のときは、 を押した直後に、値引額を入力して を押します。

	 例 	250円の商品（部門1、消費税内税対象）を30円引きで、また300円の商品（部門2、消
費税内税）を50円引きで売るとき

	 	 	 	 部門０１             250

 1個 **合計          250
_               責任01

	 	 	

(30円、値引き)

部門０１             250
(－)                 -30

 1個 **合計          220
_               責任01

	 	 	 部門０１             250
(－)                 -30
部門０２             300
 2個 **合計          520
_               責任01

	 	 	

(50円、値引き)

(－)                 -30
部門０２             300
(－)                 -50
 2個 **合計          470
_               責任01▲

レシート印字例

	 	

（登録の終了）

(－)                 -50
**小計               470
現金                 470
 2個 **合計          470
12:34           責任01▲

2. お店にあわせた使いかた
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小計額から値引きする
	 を押したあと、値引き額を入力して を押します。

	 例 	570円の商品（部門1、消費税内税対象）と900円の商品（部門2、消費税内税対象）を売
り、小計額から70円を値引きするとき

	 	 	 	 部門０１             570

 1個 **合計          570
_               責任01

	 	 	

	

(小計の計算)

部門０１             570
部門０２             900

 2個 **合計        1,470
_               責任01

	 	 	

(70円、値引き)

部門０２             900
**小計             1,470
(－)                 -70
 2個 **合計        1,400
_               責任01▲

レシート印字例

	

（登録の終了）

(－)                 -70
**小計             1,400
現金               1,400
 2個 **合計        1,400
12:34           責任01▲

Memo ・	外税課税後の合計から端数金額を値引きするときは、 の課税方法を「内税&外税」から
「非課税」に変更しておきます(☞104ページ)。
・	あらかじめ に値引額を設定しておくと、 を押すだけで値引きできます(☞103ページ)。
・ に値引き額を設定していても、入力した値引き額が優先されます。

 ■ まとめ値引きする
	 	商品を販売するとき、あらかじめ設定しておいた個数になると、自動的に価格を値引きます。
	 まとめ値引きを利用するには、あらかじめまとめ値引きの設定を行ってください。（☞98ページ）。

	 例 	PLU番号1（単価200円に設定）の商品を5個買うと100円値引きして売るとき

	 	 	 	

(PLU1×5個、100円まとめ値引き)

200x5
PLU00001           1,000

 5個 **合計          900
_               責任01

レシート印字例

	

（登録の終了）

 1 まとめ値引01 -100
**小計               900
現金                 900
 5個 **合計          900
12:34           責任01▲



お店にあわせた使いかた

33

売
上
登
録
を
す
る
と
き

■ 割引・割増をする
	 	割引・割増には個々の商品に割引・割増をする方法と小計額に割引・割増をする方法の2種類があり

ます。 はそれぞれ割引か割増のどちらかに割り当てて使用できます。初期値は割引が割り当てられ
ています。

個々の商品に割引・割増をする
	 部門キーを押した直後に、割引率を入力して を押します。
	 	PLUまたはJANコードを使った登録のときは、 を押した直後に、割引率を入力して を押します。

また、割増のときは、割引率のかわりに割増率を入れます。

	 例 	5,600円の商品（部門1、消費税内税対象）を、10％割引（ ）で売るとき

	 	 	 	 部門０１           5,600

 1個 **合計        5,600
_               責任01

	 	 	

(割引率10％、割引)

部門０１           5,600
                 -10.00%
％                  -560
 1個 **合計        5,040
_               責任01

レシート印字例

	

（登録の終了）

％                  -560
**小計             5,040
現金 5,040
 1個 **合計        5,040
12:34           責任01▲

小計額に割引・割増する
	 を押したあと、割引率を入力して を押します。
	 また、割増のときは、割引率のかわりに割増率を入れます。

	 例 	300円の商品（部門１、消費税内税対象）と、900円の商品（部門2、消費税内税対象）を
売り、小計額から5％割引く( )とき

	 	 	 部門０１             300

 1個 **合計          300
_               責任01

	 	 	

	

(小計の計算)

部門０１             300
部門０２             900

 2個 **合計        1,200
_               責任01

つづく☞
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(割引率5%、割引)

**小計             1,200
                  -5.00%
％                   -60
 2個 **合計        1,140
_               責任01▲

レシート印字例

	

（登録の終了）

％                   -60
**小計             1,140
現金               1,140
 2個 **合計        1,140
12:34           責任01▲

Memo ・	 に、あらかじめ割引率や割増率を設定しておくことができます(☞103ページ)。
・	 に、割引・割増率を設定していても、割引・割増率を入力した場合はその率が優先されます。
・	 を割増にするときは、設定を変更してください(☞103ページ)。
・	割引/割増率は小数点第2位（0.01～100.00%）まで入力できます。小数部を入力する
ときは、 を押してから入力してください。

・小計がゼロまたはマイナスのとき、小計からの割引・割増はできません。

 ■ 返品があったとき
	 	返品があったときは、部門キーの前に を押します。PLUまたはJANコードを使った登録のときは、

の前に を押します。

	 例 	780円の商品（部門5、消費税内税対象）の返品があったとき

	 	 	 	 	

(780円、部門5、返品)

部門０５          戻-780

 0個 **合計         -780
_               責任01 レシート印字例

	

(現金の返金)

部門０５          戻-780
**小計              -780
おつり               780
 0個 おつり          780
12:34           責任01

 ■ クレジットカードなどでの支払いがあるとき
	 	クレジットカードや小切手などの支払いでは、 のかわりに を押します。現金での支払いとは

別に集計されます。

	 例 	4,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、支払いがクレジットカードのとき

	 	 	 	 部門０１           4,000

 1個 **合計        4,000
_               責任01 レシート印字例

	

(信用売り)

部門０１           4,000
**小計             4,000
信用               4,000
 1個 **合計        4,000
12:34           責任01
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 ■ 商品券での支払いがあるとき
	 図書券やビール券、商品券などの支払いでは、 のかわりに を押します。
	 現金での支払いとは別に集計されます。

	 例 	6,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、商品券3,000円と現金3,000円を受
け取るとき

	 	 	 	

	

(小計の計算)

部門０１           6,000

 1個 **合計        6,000
_               責任01

レシート印字例
	 	 	 	

(3,000円券売り)

部門０１           6,000
**小計             6,000
券                 3,000
 1個 残額          3,000
_               責任01

	 	 	 	

(3,000円現金売り)

券                 3,000
現金               3,000
おつり                 0
 1個 おつり            0
12:34           責任01▲

 ■ 売上と関係ない現金の出し入れがあるとき
	 	つけの入金があったときなど売上と関係ない現金を入れるときは、金額の後に を押します。新聞代な

どの出金があったときは、金額の後に を押します。 を使用すると1万円札の枚数を管理できます。

	 例 	つけの入金があったため、現金3,000円をドロアに入れるとき

	 	 	 	

(3,000円、入金)

入金               3,000

 0個 **合計        3,000
12:34           責任01

レシート印字例
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 ■ 領収証を発行する
ひとつの取引が終わったすぐ後で を押すと、その取引の領収証を発行することができます。
領収金額を入力してから を押すと、入力した金額の領収証を発行することができます。この場合、消費税
額と日付は印字されません。

	 例 	直前の取引（税込合計50,000円）の領収証を発行するとき

	

(登録の終了)

	

(領収証の印字)

部門０１          50,000
**小計            50,000
現金              50,000
 1個 **合計       50,000
12:34           責任01

レシート印字例

Memo ・	直前の取引の領収証は1回に限り発行できます。
・	領収証控えを発行したくないときは、「領収証の設定」で設定を変更してください（☞
119ページ）。

・	領収金額を入力して領収証を発行したときは、入力した金額（領収金額）を税抜き金額と
仮定して収入印紙貼付枠が印字されます。手書きで書き込んだ税抜金額に応じて収入印
紙を貼付してください。

・	領収金額を入力して領収証を発行するとき、領収金額を内税対象とみなして内税の消費
税額を計算して印字するように設定できます。「領収証の設定」で設定変更してください
(☞119ページ)。
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 ■ 単品の現金売りが多いとき
	 	単品で売ることが多い商品の部門を、現金単品売りに設定しておくと を押す操作が省略できま

す。たとえば、部門1に現金単品売りを設定しておくと、金額を入力して を押すだけで登録を終了
できます。また、単価を部門キーに設定しておくと、部門キーひとつで登録が終了します。

	 例 	350円の商品（部門1、消費税内税対象）を売るとき

	 	 	 	

(350円、部門1、登録の終了)

部門０１             350
**小計               350
現金                 350
 1個 **合計          350
12:34           責任01

レシート印字例

Memo ・	現金単品売りの設定および単価の設定は、「部門の設定」(☞89ページ)を参照してください。
・	他の商品登録をした後に、現金単品売りを設定した部門キーを使用する場合、通常の売
上登録と同様 を省略することはできません。

・	PLUおよびJANコードの所属部門を現金単品売りに設定された部門に設定しておくと、
を押した時点で、登録が終了します。

 ■ PLU(単価読み出し)を使って登録する
	 	PLUを使って登録することで、部門よりもさらに細分化した商品管理をおこなうことができます。

PLUを使った登録には次の2種類があります。
	 ・PLU番号を入力すると、自動的に単価が読み出され商品登録ができる	 プリセット登録

	 ・金額を入力して、部門キーのかわりにPLU番号を使い登録する	 オープン登録

Memo ・	 を使用するには、「PLU/JANの設定」(☞92ページ)で単価や所属部門の設定が必要です。
・	PLUの所属部門に現金単品売りが設定されているとき(☞93ページ)は、 を押した時
点で現金単品売りとなり、取引が終了します。

設定単価を読み出して登録する(プリセット登録)
	 例 	PLU番号1の商品（単価300円に設定）を1個売るとき

	 	

(PLU1)

PLU00001             300

 1個 **合計          300
_               責任01 レシート印字例

	

（登録の終了）

PLU00001             300
**小計               300
現金                 300
 1個 **合計          300
12:34           責任01

つづく☞
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	 例 	PLU番号1の商品（単価300円に設定）を3個と、PLU番号2（単価250円に設定）を8個
売るとき

	 	 	 	

(リピート登録)

PLU00001             300
PLU00001             300
PLU00001             300
 3個 **合計          900
_               責任01

	 	 	 	

(PLU2×8個、(乗算登録))

PLU00001             300
250x8
PLU00002           2,000
11個 **合計        2,900
_               責任01▲

レシート印字例

	

（登録の終了）

PLU00002           2,000
**小計             2,900
現金               2,900
11個 **合計        2,900
12:34           責任01▲

金額を入力して登録する(オープン登録)
	 例 	PLU番号20に分類する商品（単価200円）を1個売るとき

	 	 	 	 	 	

(200円、PLU20)

PLU00020             200

 1個 **合計          200
_               責任01 レシート印字例

	

（登録の終了）

PLU00020             200
**小計               200
現金                 200
 1個 **合計          200
12:34           責任01

	 例 	PLU番号1に分類する商品（単価200円）を2個と、PLU番号2に分類する商品（単価
300円）を10個売るとき

	 	 	 	 	 	

(リピート登録)

PLU00001             200
PLU00001             200

 2個 **合計          400
_               責任01

レシート印字例
	 	 	 	 	 	

	 	

(乗算登録)

PLU00001             200
300x10
PLU00002           3,000
12個 **合計        3,400
_              責任01▲

	

（登録の終了）

PLU00002           3,000
**小計             3,400
現金               3,400
12個 **合計        3,400
12:34           責任01▲
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 ■ ハンドスキャナを使って登録する
	 ハンドスキャナを使って商品を登録します。

	 例 	750円の商品（商品名：筆箱）を1個	
200円の商品（商品名：ノート）を3個売るとき

筆箱のJANコード読み取り
	 	ノートのJANコード読み取り

筆箱                 750
200x3
ノート               600
 4個 **合計        1,350
_               責任01

	 	

（登録の終了）

ノート               600
**小計             1,350
現金               1,350
 4個 **合計        1,350
12:34           責任01▲

Memo 本機に登録されていないJANコードを読み取ると、商品設定画面が表示されます。商品の
価格や所属部門などを登録できます。

 ■ JANコードを入力して登録する
	 	JANコードを手で入力して登録することもできます。また、「PLU（単価読み出し）を使って登録する」

でPLU番号をJANコードに読み替えて、同じように操作できます。

	 例 JANコード「4901234567894」の商品を1個売るとき

	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	

（JANコード）
 0個 **合計            0
01234567894_    責任01

レシート印字例

	 部門０１             750

 1個 **合計          750
_               責任01

	 	

（登録の終了）

部門０１             750
**小計               750
現金                 750
 1個 **合計          750
12:34           責任01

Memo JANコードをレシートに印字することもできます。（☞118ページ）
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■■ レシートの内容を画面で確認する（レシートVIEW）
�登録モードで を押すと、直前の取引から10取引前までのレシート内
容を画面上で確認できます。10取引を超えたものは古いものから順に
削除されます。
新しい取引から順に表示され、 を押すと、1つ前の取引の先頭が表示
されます。表示できる最後の取引が表示されているときに を押すと、
登録モードに戻ります。
� を押すと下方向に、 を押すと上方向に画面が移動します。
下方向に画面が移動できるときは▼が、上方向に画面が移動できるとき
は▲が画面右下に表示されます。
取引表示確認を終了するには を押します。

画面表示例
2009年10月15日17:51   01
000123#0002 田中
部門０１          内\750
部門０２          内\220
              ﾚｼｰﾄVIEW　▼
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売上登録をするとき

	 	ここでは、まちがった売上登録をしてしまったときの訂正の操作方法を説明しています。訂正のタイ
ミングによって次のように操作が異なります。

	 レシート印字例
	 数字を打ちまちがえたときは を押します。

現金/預りを押してしまった後の訂正は、取引後訂正モード
で間違った登録をおこなって相殺します。 取引後訂正

部門キーなどを押して、すぐに気付いたときは、 を押
して取り消します。 直前訂正

登録の途中でまちがいに気付いたときは、取り消したい
金額、 、部門キーを順に押して登録を相殺します。

指定訂正

現金/預りを押す前に、すべての内容を訂正するときは、
を押してから を押します。 全項目取消

 ■ 数字を打ちまちがえたとき
	 で数字を消し、正しい数字を入力しなおします。

 ■ 登録の直後にまちがいに気付いたとき･･･ 直前訂正

	 	部門キー、 、 、 を押してすぐに、その金額や部門、割引率、割増率、値引額などのまちがいに
気付いたときは、 を押します。 を押す直前の登録が取り消されます。

	 例 	1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）を、誤って1,280円と登録したとき

	 	 	 	 	

(誤った登録)

部門０１           1,280

 1個 **合計        1,280
_               責任01

	

部門０１        訂-1,280
_               責任01

レシート印字例

	 	 	 	 	

(正しい登録)

部門０１           1,250

 1個 **合計        1,250
_               責任01

	

（登録の終了）

部門０１           1,250
**小計             1,250
現金               1,250
 1個 **合計        1,250
12:34           責任01

3. 訂正のしかた
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 ■ 登録の途中でまちがいに気付いたとき･･･ 指定訂正

部門の登録を訂正する
	 	 	 	 を押す前に金額や部門をまちがって登録したときは、取り消したい金額、 、取り消し

たい部門キーと打ちなおしたあと、正しい登録をします。

	 例 	1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）と、800円の商品（部門1、消費税内税対象）
を登録したあと、最初の登録を1,280円に訂正するとき

	 	 	 	 	

(誤った登録)

部門０１           1,250

 1個 **合計        1,250
_               責任01

	 	 	 部門０１           1,250
部門０１             800

 2個 **合計        2,050
_               責任01

	 	 	 	 	 	

(誤った登録の訂正)

部門０１             800

部門０１        訂-1,250
_               責任01

	 	 	 	 	

(正しい登録)

部門０１             800
部門０１           1,280

 2個 **合計        2,080
_               責任01

レシート印字例

	

（登録の終了）

部門０１           1,280
**小計             2,080
現金               2,080
 2個 **合計        2,080
12:34           責任01▲

Memo 返品の登録途中でまちがいに気付いたときは、取り消したい金額、 、 、取り消したい
部門の順に打ちなおしてください。

PLU/JANコードの登録を訂正する
	 プリセット登録のときは、PLU番号/JANコード、 、 の順に打ちなおしてください。
	 	オープン登録のときは、取り消したい金額、 、PLU番号/JANコード、 、 の順に打ちなおして

ください。
	 	ハンドスキャナのときは、 、訂正するバーコードの読み取りの順に入力してください。

	 例 	PLU番号1（単価300円に設定）の商品、ハンドスキャナで750円の商品（商品名：筆箱）、
PLU番号11（単価500円に設定）の商品を登録したあと、最初の登録をPLU番号2（単価
250円に設定）の商品、ハンドスキャナで2番目の登録を200円の商品（商品名：ノート）
に訂正するとき

	 	

(誤った登録)

PLU00001             300

 1個 **合計          300
_               責任01
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筆箱のバーコード読み取り
(誤った登録)

PLU00001             300
筆箱                 750

 2個 **合計        1,050
_               責任01

	 	 	 PLU00001             300
筆箱                 750
PLU00011             500
 3個 **合計        1,550
_               責任01

	 	 	

(誤った登録の訂正)

筆箱                 750
PLU00011             500

PLU00001          訂-300
_               責任01

	筆箱のバーコード読み取り

(誤った登録の訂正)

PLU00011             500

筆箱              訂-750
_               責任01

	 	

(正しい登録)

PLU00011             500
PLU00002             250

 2個 **合計          750
_               責任01

レシート印字例

ノートのバーコード読み取り
(正しい登録)

PLU00011             500
PLU00002             250
ノート               200
 3個 **合計          950
_               責任01

	

（登録の終了）

ノート               200
**小計               950
現金                 950
 3個 **合計          950
12:34           責任01

Memo PLU/JANコードの返品登録を訂正するときは
・プリセット登録：	PLU番号/JANコード、 、 、 の順に打ちなおしてください。
・オープン登録：	取り消したい金額、 、PLU番号/JANコード、 、 、 の順に打ち

なおしてください。
・ハンドスキャナ登録： 	 、訂正するバーコードの読み取りの順に入力してください。

乗算登録の個数を1つ減らす
		 乗算登録の個数を1つ多く登録したときは、 で を押してください。

	 例 	1,250円の商品(部門1、消費税内税対象)を5個と、800円の商品(部門1、消費税内税
対象)を1個登録したあと、1,250円の商品を4個に訂正するとき

	 	 	 	 	 	 	

(誤った登録)

1,250x5
部門０１           6,250

 5個 **合計        6,250
_               責任01  

つづく☞
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	 	 	 	 1,250x5
部門０１           6,250
部門０１             800
 6個 **合計        7,050
_               責任01  

	 	 1,250x5
部門０１           6,250
部門０１             800
 6個 **合計        7,050
_               責任01  

	

(訂正)

1,250x4
部門０１           5,000
部門０１             800
部門０１        訂-1,250
_               責任01  

レシート印字例

	

（登録の終了）

部門０１             800
**小計             5,800
現金               5,800
 5個 **合計        5,800
12:34           責任01▲ 

乗算登録の個数を複数減らす
	 	乗算登録の個数を2つ以上多く登録したときは、 を使って、減らす個数分の登録をしてください。

	 例 	1,250円の商品(部門1、消費税内税対象)を5個と、800円の商品(部門1、消費税内税
対象)を1個登録したあと、1,250円の商品を2個に訂正するとき

	 	 	 	 	 	 	

(誤った登録)

1,250x5
部門０１           6,250

 5個 **合計        6,250
_               責任01  

	 	 	 	 1,250x5
部門０１           6,250
部門０１             800
 6個 **合計        7,050
_               責任01  

	 	 	 	 	 	 	

(訂正)

1,250x2
部門０１           2,500
部門０１             800
部門０１        訂-3,750
_               責任01  

レシート印字例

	

（登録の終了）

部門０１             800
**小計             3,300
現金               3,300
 3個 **合計        3,300
12:34           責任01▲ 
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 ■ 登録した内容を取り消す･･･ 全項目取消

	 	登録している内容をすべて取り消すときは、 	 	 を押して取引を終了させる前に、 を押し
てから を押します。

	 例 	1,000円の商品（部門1）と、2,000円の商品（部門2）を登録したあと、すぐに取り消す
とき

	 	 	 	

(誤った登録)

部門０１           1,000

 1個 **合計        1,000
_               責任01

	 	 	 	

	

(小計の計算)

部門０１           1,000
部門０２           2,000

 2個 **合計        3,000
_               責任01

	

(訂正)

部門０２           2,000
取消              -3,000
**合計                 0
 0個 **合計            0
12:34           責任01▲

レシート印字例

 ■ レシート発行後に取り消す･･･ 取引後訂正

	 	レシート発行後に登録を取り消すには、取引後訂正モードで、誤った内容を登録(登録を取り消)して、
正しい登録を最初からやりなおします。

	 例 	780円の商品（部門1）と、220円の商品（部門2）を登録しレシートを発行したあとに、
登録を取り消すとき

1	 を押します。 	 	

2	［取引後訂正］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択             ▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

	 取引後訂正モードに切り替わります。

 0個 **合計            0
12:34       取引後訂正

3	 誤ったレシートの通りに打ち込み
ます。

誤ったレシート

つづく☞
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	 	取り消し後のレシートが印字され
ます。

訂正後は登録モードに戻ります。

取り消し後のレシート

取引後訂正モード登
録したときに印字さ
れます。

4	 正しい登録を最初からやりなおし
ます。

Memo ・	誤ったレシートと取り消し後のレシートは、取り消しの証拠になりますので、必ず保管
しておき、点検・精算時のチェックに反映させてください。

・	レシート発行停止中の場合は、 を押して誤ったレシートを発行しておくと取り消しの
確認ができます。

ご注意 取引後訂正モードで登録をおこなうと、登録モードでの登録とは逆に、取り消しの操作になります。

	
POINT! 練習データを消去するとき(練習データクリア)

実際の登録の前に、レジスタの練習をおこなっている場合は、練習データをすべて消去すること
ができます。
ご注意 実際の売上データが消去されてしまいますので、登録を開始した後は、練習データクリアを絶

対におこなわないでください。

1	 を押します。

2	 を押して［設定］を選択し、 を押します。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

モード選択            ▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3	 を押して［練習データクリア］を選択し、 を押します。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_                   設定

4	 を押してを押して［はい］を選択し、 を押します。

全売上データが消去されます。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

　よろしいですか？
　練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
　1.はい
　2.いいえ
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アフターサービスについて

困ったときは

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで必
要な設定内容とその設定方法につ
いて説明しています。

知っておいて	
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツール
やレジスタのメンテナンスについ
て説明しています。

売上の点検と精算を	
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種類
やその操作方法、営業記録の印字方
法などを説明しています。

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登録
の訂正のしかたなど、レジスタの基
本的な操作方法を説明しています。

はじめてお使い	
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準備
作業について説明しています。

1.	設定をする前に
2.	商品設定
3.	機能設定
4.	責任者設定
5.	各種設定
6.	ロゴとメッセージの設定
7.	消費税の設定
8.	デバイス設定
9.	管理者の設定

1.	JANコードの削除機能について
2.	カスタマサポートツールについて
3.	SDメモリーカードについて
4.	キーボードの取扱いについて
5.	ロール紙の補充と交換
6.	ドロアなどの取扱いについて

1.	営業中の売上の確認
2.	1日の売上の点検・精算
3.	期間集計の点検・精算

1.	基本的な使いかた
2.	お店にあわせた使いかた
3.	訂正のしかた

1.	はじめてお使いになるとき
2.	各部の名前とはたらき
3.	レジスタの1日の流れ
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売上の点検と精算をするとき

	 	ここでは、税込みの売上、部門ごとの売上、ドロア内の金額を表示して確認する方法について説明し
ています。

 ■ 売上高表示メニューを表示する
	 売上高表示メニューを表示します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［日計	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            　▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

3	［売上高表示］を選択します。

売上高表示メニューが表示されます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

日計 点検／精算        ▼
1 売上高表示
2 売上点検
3 売上精算
_                   日計

 ■ 営業中に売上高を確認する
	 営業中に、税込みの売上、部門ごとの売上、ドロア内の金額を表示できます。印字はされません。

税込み売上を確認する
	 税込みの売上や、客数、取引数を表示します。

1	 売上高表示メニューから［税込売
上］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で表示

売上高表示             　
1 税込売上
2 部門売上
3 現金在高
_                   日計

税込売上が表示されます。

Memo 表示を元に戻すときは、
を押します。

税込売上               　
客数                  47
取引数                47
**総合計        \270,376
                    日計

1. 営業中の売上の確認
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部門売上を確認する
	 部門ごとに売上を表示します。

1	 売上高表示メニューから［部門売
上］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

売上高表示              
1 税込売上
2 部門売上
3 現金在高
_                   日計

2	 表示する部門を選択します。 	 または

	 で表示

部門売上               ▼
01 部門０１
02 部門０２
03 部門０３
_                   日計

部門売上が表示されます。

Memo 表示を元に戻すときは、
を押します。

部門売上                
部門０１
                     314
                \260,586
                    日計

現金在高を確認する
	 ドロア内の金額を表示します。

1	 売上高表示メニューから［現金在
高］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で表示

売上高表示              
1 税込売上
2 部門売上
3 現金在高
_                   日計

現金在高が表示されます。

Memo 表示を元に戻すときは、
を押します。

現金在高                
現金在高
                \300,586

                    日計
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売上の点検と精算をするとき

	 	ここでは、1日の売上の点検・精算の操作方法を説明しています。点検・精算の方法として次のもの
がありますが、 日計全項目	点検/精算 は1日の終わりに必ず実行して精算してください。精算をおこなわ
ないと、次の日の売上に混ざってしまいます。

	 	責任者別、全部門、PLU別、時間帯別の点検・精算は必要に応じて精算が必要な場合のみおこなって
ください。ただし必要と決めた場合は、それぞれの項目ごとに	1日の終わりに必ず実行して精算して
ください。 日計全項目	点検/精算 を実行しても、その他の集計は自動的に精算されません。

	 ・項目別に売上を点検・精算する	 日計全項目	点検/精算 	(必須)
	 ・部門売上順位を点検する	 部門売上順位	点検

	 ・PLU/JAN別に売上を点検・精算する	 PLU/JAN	点検・清算

	 ・売上のないPLU/JANを点検する	 PLU/JAN	ゼロ売上	点検

	 ・全責任者の売上を点検・精算する	 全責任者	点検・精算

	 ・操作中の責任者の売上を点検・精算する	 個別責任者	点検・精算

	 ・時間帯別に売上を点検・精算する	 時間帯	点検・精算

	 ・電子ジャーナルを印刷して点検・精算する	 電子ジャーナル	点検・精算

	
POINT! 点検と精算について

点検とは
お店の売上を集計して表示や点検レポート（印字）で確認することを点検と呼びます。点検は当
日の精算をおこなうまで1日に何回でもできます。たとえば、12時に点検をおこなえば午前中
の売上が確認できます。また、閉店後、精算する前に点検レポートで売上にまちがいがないか確
認することができます。

精算とは
毎日の閉店後にその日の取引がすべて終了したら、精算をおこないます。精算は1日に1回しか
できません。精算をおこなうと、精算レポートを印字したあと、レジスタに記憶されている当日
の取引内容を消去してゼロにします。ただし、累計と精算回数はクリアされません。

ご注意 1日の終わりには、必ず精算をしてください。1日の売上の精算は、「日計全項目」の精算でおこな
います。精算をしないと、次の日の売上に混ざってしまいます。

Memo ・	点検/精算レポートの印字中に を押すと印字を止めることができます。精算時に印字
を中断したとき、売上は消去されずメモリーに残ります。

・	点検レポート印字中、精算レポート印字中は「処理中」と表示部に表示されます。
・レポート印字操作のキーを押すと、ドロアが開きます。

2. 1日の売上の点検・精算
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 ■ 1日の売上を点検する
	 1日の売上を点検します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［日計	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            　▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

3	［売上点検］を選択します。

売上点検メニューが表示されます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

日計 点検／精算        ▼
1 売上高表示
2 売上点検
3 売上精算
_                   日計

4	 または を押して、点検する項目を選択します。

●	項目別に売上を点検する場合	
［全項目］を選択します。（以後の操作は☞53ページ）
●	部門売上順位を点検する場合	
［部門売上順位］を選択します。（以後の操作は☞54ページ）
●	PLU/JAN別に売上を点検する場合	
［PLU/JAN］を選択します。（以後の操作は☞55ページ）

売上点検               ▼
1 全項目
2 部門売上順位
3 PLU/JAN
_                   日計

●	売上のないPLU/JANを点検する場合	
［PLU/JAN	ｾﾞﾛ売上］を選択します。（以後の操作は☞60ページ）
●	全責任者の売上を点検する場合	
［全責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）
●	操作中の責任者の売上を点検する場合	
［個別責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）

売上点検              ▲▼
4 PLU/JAN ｾﾞﾛ売上
5 全責任者
6 個別責任者
_                   日計

●	時間帯別に売上を点検する場合	
［時間帯］を選択します。（以後の操作は☞62ページ）
●	電子ジャーナルを印刷して点検する場合	
［電子ジャーナル］を選択します。（以後の操作は☞62ページ）

売上点検              ▲ 
6 個別責任者
7 時間帯
8 電子ジャーナル
_                   日計
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 ■ 1日の売上を精算する
	 1日の売上を精算します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［日計	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            　▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
                  モード

3	［売上精算］を選択します。

売上精算メニューが表示されます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

日計 点検／精算        ▼
1 売上高表示
2 売上点検
3 売上精算
_                   日計

4	 または を押して、精算する項目を選択します。

●	項目別に売上を精算する場合	
［全項目］を選択します。（以後の操作は☞53ページ）
●	PLU/JAN別に売上を精算する場合	
［PLU/JAN］を選択します。（以後の操作は☞55ページ）
●	全責任者の売上を精算する場合	
［全責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）

売上精算               ▼
1 全項目
2 PLU/JAN
3 全責任者
_                   日計

●	操作中の責任者の売上を精算する場合	
［個別責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）
●	時間帯別に売上を精算する場合	
［時間帯］を選択します。（以後の操作は☞62ページ）
●	電子ジャーナルを印刷して精算する場合	
［電子ジャーナル］を選択します。（以後の操作は☞62ページ）

売上精算              ▲ 
4 個別責任者
5 時間帯
6 電子ジャーナル
_                   日計
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 ■ 項目別に売上を点検・精算する･･･ 日計全項目	点検/精算

	 部門や項目別に登録内容を集計してレポートで確認できます。

1	 売上点検メニュー、または売上精算メニューで［全項目］を選択し
ます。

2	 レポートを印字します。 	

	 レポート印字例

�	収入印紙貼付の領収証発
行回数と発行合計金額

�	個々の商品に対する値引
の回数と合計金額

�	個々の商品に対する 割
引/割増の回数と合計金額

�	返品登録の回数と合計金額

�	まとめ値引きの回数と合計
金額

�	直前訂正、指定訂正の回
数と合計金額

�	取引後訂正の回数と合計
金額

�	全項目取消回数と合計金額
�入金の回数と合計金額
�支払の回数と合計金額
�	現金売りの回数と合計金額
�券売りの回数と合計金額
�信用売りの回数と合計金額

�	領収証の発行回数と発行
合計金額

�	信用/券売りによるつり
銭の合計金額

�	両替の回数

�取引件数
�現金在高
�券在高
�信用在高

⑫内税2課税売上合計

⑩外税2課税売上合計
⑪外税額2合計

⑬内税額2合計

点検のときは「点検1」と印字
精算回数
累計合計

点検では	
印字しません

①プラス部門合計

②マイナス部門合計

③	 小計値引の回数と合計
金額

④	 小計割引/割増の回数
と合計金額

⑤	売上小計	
①＋②＋③＋④

⑥外税1課税売上合計
⑦外税額1合計
⑧内税1課税売上合計
⑨内税額1合計
⑭消費税額合計	
　⑦＋⑨＋(⑪+⑬)
⑮消費税非課税売上合計
⑯端数調整額合計
⑰税抜き純売上合計	
　⑤－⑨(－⑬)＋⑯
⑱総売上点数
⑲総売上合計	
　⑤＋⑦(＋⑪)＋⑯
⑳平均売上単価

＊

�	1万円札の枚数

＊消費税2を使用しているとき印字されます
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 ■ 部門売上順位を点検する･･･ 部門売上順位	点検

	 部門ごとの売上順位を金額順や数量順に並び替えてレポートで確認できます。

1	 売上点検メニューで［部門売上順
位］を選択します。

	 または

	 で次の画面へ

売上点検               ▼
1 全項目
2 部門売上順位
3 PLU/JAN
_                   日計

2	［金額順］または［数量順］を選択し
ます。

	 または
部門売上順位            
1 金額順
2 数量順

_                   日計

3	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

売上順位

部門名

売上金額

部門番号

売上点数
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 ■ PLU/JAN別に売上を点検・精算する･･･ PLU/JAN	点検・精算

	 PLU/JANごとの売上数や売上金額を集計してレポートで確認できます。

1	 売上点検メニュー、または売上精算メ
ニューで［PLU/JAN］を選択します。

PLU/JANメニューが表示されます。

	 または

	 で次の画面へ

売上点検               ▼
1 全項目
2 部門売上順位
3 PLU/JAN
_                   日計

すべての項目を印字する
	 すべてのPLU/JANの売上数や売上金額を集計してレポートを印字します。

1	 PLU/JANメニューで［全範囲］を
選択します。

	 または
PLU/JAN                ▼
1 全範囲
2 部門指定
3 範囲指定(ｺｰﾄﾞ)
_                   日計

2	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

JANコード

JAN売上合計

PLU名

売上金額

売上点数

PLU/JANの	
点検/精算範囲

PLU売上合計

売上金額

PLU番号

売上点数

JANコード名

点検のときは	
「点検」と印字
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部門を指定して印字する
	 	部門コードを指定してレポートを印字します。部門に所属しているPLU/JANの売上数や売上金額が

印字されます。

	 例 	部門番号2に所属するPLU/JANのレポートを印字するとき

1	 PLU/JANメニューで［部門指定］
を選択します。

	 または

	 で次の画面へ

PLU/JAN                ▼
1 全範囲
2 部門指定
3 範囲指定(ｺｰﾄﾞ)
_                   日計

2	［部門コード］にレポートを印字す
る部門番号を入力します。

	
部門指定
部門ｺｰﾄﾞ             2_

                    日計

3	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

JANコード、	
売上点数

JAN売上合計

PLU名、	
売上金額

PLU/JANの	
点検/精算部門

PLU売上合計

PLU番号、	
売上点数

JANコード名、	
売上金額

点検のときは	
「点検」と印字



1日の売上の点検・精算

57

売
上
の
点
検
と
精
算
を
す
る
と
き

コードの範囲を指定して印字する
	 PLU/JANコードの範囲を指定してレポートを印字します。

	 例 	PLU番号1から9までのレポートを印字するとき

1	 PLU/JANメニューで［範囲指定
（コード）］を選択します。

	 または

	 で次の画面へ

PLU/JAN                ▼
1 全範囲
2 部門指定
3 範囲指定(ｺｰﾄﾞ)
_                   日計

2	［スタートコード］にレポートを開
始するPLU/JANコードを入力し
ます。

14桁まで入力できます。
初期値は「00001」です。

	

	 で次の項目へ

範囲指定(ｺｰﾄﾞ)
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ 1_
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ  99999999999999

                    日計

3	［エンドコード］にレポートを終了す
るPLU/JANコードを入力します。

14桁まで入力できます。
初期値は「99999999999999」
です。

	
範囲指定(ｺｰﾄﾞ)
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ           00001
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ 9_

                    日計

4	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

JANコードの	
レポートが表示
されます

PLU名

PLU/JANの	
点検/精算範囲

PLU売上合計

PLU番号

点検のときは	
「点検」と印字

売上点数

売上金額
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単価範囲を指定して印字する
	 単価の範囲を指定して、範囲に含まれるPLU/JANのレポートを印字します。

Memo 売上精算メニューでは、この操作はできません。

	 例 	単価が100円から200円までのPLU/JANのレポートを印字するとき

1	 PLU/JANメニューで［範囲指定
（単価）］を選択します。

	 または

	 で次の画面へ

PLU/JAN               ▲▼
2 部門指定
3 範囲指定(ｺｰﾄﾞ)
4 範囲指定(単価)
_                   日計

2	［スタート単価］にレポートを開始
する単価を入力します。

6桁まで入力できます。
初期値は「0」です。

	 	 	

	 で次の項目へ

範囲指定(単価)
ｽﾀｰﾄ単価  100_
ｴﾝﾄﾞ単価         999,999

                    日計

3	［エンド単価］にレポートを終了す
る単価を入力します。

6桁まで入力できます。
初期値は「999,999」です。

	 	 	
範囲指定(単価)
ｽﾀｰﾄ単価             100
ｴﾝﾄﾞ単価  200_

                    日計

4	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

JANコードの	
レポートが表示
されます

PLU名

PLU/JANの	
点検範囲

PLU売上合計

PLU番号

売上点数
売上金額
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PLU/JANを指定して印字する
	 	任意のPLU/JANを指定して、PLU/JANのレポートを印字します。最大100件のPLU/JANを指定

できます。

	 例 	PLU番号5、PLU番号10を指定してレポートを印字するとき

1	 PLU/JANメニューで［ピックアッ
プ入力］を選択します。

	 または

	 で次の画面へ

PLU/JAN               ▲▼
3 範囲指定(ｺｰﾄﾞ)
4 範囲指定(単価)
5 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ入力
_                   日計

2	 PLU/JANコードを入力します。 	 	

	 	 	

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ入力 ▲　
00010
  PLU00010

_ 日計

3	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

JANコードの	
レポートが表示
されます

PLU名、	
売上金額

PLU売上合計

PLU番号、	
売上点数

点検のときは	
「点検」と印字

前回と同じPLU/JANを印字する
	 	前回「PLU/JANを指定して印字する」（☞前項）で指定したPLU/JANのレポートを、もう一度印字し

ます。

1	 PLU/JANメニューで［前回ピック
アップ］を選択します。

	 または
PLU/JAN               ▲
4 範囲指定(単価)
5 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ入力
6 前回ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ
_                   日計

2	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

JANコードの	
レポートが表示
されます

PLU名、	
売上金額

PLU売上合計

PLU番号、	
売上点数

点検のときは	
「点検」と印字



1日の売上の点検・精算

60

 ■ 売上のないPLU/JANを点検する･･･ PLU/JAN	ゼロ売上	点検

	 売上のないPLU/JANを集計してレポートで確認できます。

1	 売上点検メニューで［PLU/JAN	ｾﾞﾛ
売上］を選択します。

PLU/JAN	ゼロ売上メニューが表
示されます。

	 または

	 で次の画面へ

売上点検              ▲▼
2 部門売上順位
3 PLU/JAN
4 PLU/JAN ｾﾞﾛ売上
_                   日計

すべての範囲を印字する
	 すべてのPLU/JANから、売上のないPLU/JANを集計してレポートを印字します。

1	 PLU/JAN	ゼロ売上メニューで
［全範囲］を選択します。

	 または

	 で次の画面へ

PLU/JAN ｾﾞﾛ売上         
1 全範囲
2 部門指定

_                   日計

2	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

PLU番号、	
PLU名

JANコード、	
JANコード名

部門を指定して印字する
	 指定した部門に所属するPLU/JANから、売上のないPLU/JANを集計してレポートを印字します。

	 例 	部門番号7を指定してレポートを印字するとき

1	 PLU/JAN	ゼロ売上メニューで
［部門指定］を選択します。

	 または

	 で次の画面へ

PLU/JAN ｾﾞﾛ売上         
1 全範囲
2 部門指定

_                   日計

2	［部門コード］を入力します。 	
部門指定
部門ｺｰﾄﾞ             7_

                    日計
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3	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

PLU/JANの	
点検/精算部門

PLU番号、	
PLU名

JANコードの	
レポートが表示
されます

 ■ 全責任者の売上を点検・精算する･･･ 全責任者	点検・精算

	 責任者ごとに登録内容を集計して、すべての責任者のレポートを確認できます。

1	 売上点検メニュー、または売上精算
メニューで［全責任者］を選択します。

	 または
レシート印字例

点検のときは	
「点検」と印字
責任者番号/	
責任者名

全責任者売上	
点数
全責任者取引数

全責任者売上	
合計

売上点数
取引数
売上合計

2	 レポートを印字します。 	

 ■ 操作中の責任者の売上を点検・精算する･･･ 個別責任者	点検・精算

	 操作中の責任者のみの登録内容を集計してレポートを確認できます。

1	 売上点検メニュー、または売上精算
メニューで［個別責任者］を選択し
ます。

	 または
レシート印字例

点検のときは	
「点検」と印字
責任者番号/	
責任者名
売上点数
取引数
売上合計

2	 レポートを印字します。 	
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 ■ 時間帯別に売上を点検・精算する･･･ 時間帯	点検・精算

	 時間帯ごとに売上を集計してレポートを確認できます。

1	 売上点検メニュー、または売上精算
メニューで［時間帯］を選択します。
Memo 売上精算メニューでは、

手順2～3の操作はあり
ません。手順4へお進み
ください。

	 または

2	［開始時刻］にレポートを開始する
時間を入力します。

時(2桁)＋分(2桁)で入力します。
初期値は「0000」です。

	 	 	 	

	 で次の画面へ

時間帯
開始時刻           1800_
終了時刻            2300

                    日計

3	［終了時刻］にレポートを終了する
時間を入力します。

時(2桁)＋分(2桁)で入力します。
初期値は「2300」です。

	 	 	 	
時間帯
開始時刻            1800
終了時刻           2000_

                    日計

4	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

平均売上金額

売上点数

取引件数

売上金額

時間帯

点検のときは	
「点検」と印字

ご注意 ・	時間帯別	点検/精算レポートには、「取引後訂正」(☞45ページ)で登録した内容は減算されません。
・	前回、時間帯別売上高の精算をおこなってから24時間以上経過しているときは、時間帯別	点検レ
ポートには、前日の同じ時間帯の売上が加算されます。

 ■ 電子ジャーナル（営業記録）を点検・精算する･･･ 電子ジャーナル	点検・精算

	 	電子ジャーナル（営業記録）、レジスタ内のメモリーに8000行分まで記憶され、後で印字することが
できます（電子ジャーナルの発行）。

1	 売上点検メニュー、または売上精算
メニューで［電子ジャーナル］を選
択します。
Memo 売上精算メニューでは、

手順2～5の操作はあり
ません。手順6へお進み
ください。

	 または
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2	「一連番号」「日付」「時刻」「責任者」
のうち、設定したい項目を選択します。

	 または 	
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ             ▼
一連番号      指定しない

                    日計

3	「指定する」を選択します。 	 または

	 	 	 	

	 で次の項目へ

電子ｼﾞｬｰﾅﾙ             ▼
一連番号        指定する
    ｽﾀｰﾄ            0000
    ｴﾝﾄﾞ            9999
                    日計

4	「スタート」と「エンド」に始点と終
点を入力します。
Memo 「責任者」の場合は、責任

者番号を入力します。

	 	 	 	 	 	
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ             ▼
一連番号        指定する
    ｽﾀｰﾄ            0011
    ｴﾝﾄﾞ           20_  
                    日計

5	 必要に応じ、手順2～4をくり返し
ます。

6	 レポートを印字します。 	

レシート印字例

印字行数+	
1行（管理行）

つづく☞
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Memo ・メモリーでは1件の取引ごとに、実際の印字行数＋1行(管理行)を使用します。
・印字中に を押すと印字を止めることができます。
・精算時に印字を中断したときは、営業記録は消去されずメモリーに残ります。
・点検レポート印字中、集計レポート印字中は「処理中」と表示されます。
・売上の点検・精算レポートの、レポートのタイトルのみ印字します。

メモリーに保存しきれなくなったときの動作について
	 	メモリーに保存しきれなくなったとき(メモリーフル時)の動作は、次の3種類から選ぶことができま

す。設定方法については「電子ジャーナルの設定」（☞120ページ）を参照してください。
	 ・無視する	:	メモリーの残りがなくなると、古いデータから削除します。警告表示はしません。
	 ・警告のみ	:	メモリーの残りが20％以下、10%以下、5%以下になると警告表示をします。その後の

登録は可能です。
	 ・ロック	 :	メモリーの残りが20％以下、10%以下、5%以下になると警告表示をします。メモリー

の残りがなくなると、エラーとなり続けて登録ができなくなります。丁度締めか預り十分
締めの操作をおこなった後、営業記録を精算してください。

	
	 警告表示は、次のように表示されます。
	

 0個 **合計            0
12:34           責任01

 0個 **合計            0
12:34           責任01

 0個 **合計            0
12:34           責任01

	 メモリ残量20%以下	 メモリ残量10%以下	 メモリ残量5%以下
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売上の点検と精算をするとき

	 ここでは、2種類の期間集計の点検と精算について説明しています。

 ■ 期間集計のしかた
	 	1日の売上の点検・精算とは別に、1週間や1カ月といった期間の売上を集計して点検・精算レポート

で確認することができます。期間集計の点検・精算レポートは、期間集計の精算から次の精算までの
期間が売上集計の対象になります。期間集計のレポートには大きく分けて次の2種類があります。

	 ・期間集計1：	毎日の売上の点検・精算レポートと同じ印字形式で、ある期間（たとえば1週間）の売
上高を集計したレポート

	 ・期間集計2：	毎日の売上の点検・精算レポートと同じ印字形式で、期間集計1とは異なる期間（たと
えば1カ月）の売上高を集計したレポート

	
POINT! 期間集計の考えかた

お店に合わせて、集計の期間を決めます。たとえば、期間集計1は1週間の売上高を集計、期間集
計2は1カ月の売上高を集計したレポートとします。
期間集計をするには、毎日、売上精算をしてください。たとえば、4月1日から4月30日までの
売上高を集計したいときは、毎日、売上の精算をおこない、最終日の30日に期間集計をおこな
います。

30 
土 
31 
日 

1 
月 

２ 
火 

３ 
水 

４ 
木 

５ 
金 

６ 
土 

７ 
日 

８ 
月 

… … 

… … 

… 

… 

30
火

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

日計全項目(毎日) 

実
施 

実
施 

期間集計2(1カ月) 

実
施 

実
施 

実
施 

実
施 

期間集計1(1週間) 

ご注意 30日に期間集計をする場合、30日は1日の売上の精算を終えた後に期間集計を実行します。
1日の売上の精算をおこなわなければ、30日の売上が加算されません。

Memo ・	期間集計1、2の点検レポートは、何度でも印字して確認できます。
・	集計期間を印字するには、「売上レポート印字の設定」(☞119ページ)で設定を変更して
ください。

・点検または精算をおこなうとドロアが開きます。
・印字中は、「処理中．．．」と表示されます。
・全項目精算以外のレポートの期間集計をするときも、上記例と同じようにおこないます。

3. 期間集計の点検・精算
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 ■ 期間集計1を点検する
	 	期間集計1を点検します。前回、期間集計1の精算をおこなってから、今回操作するまでの集計（ある

期間分の登録の明細）がレポートで印字されます。集計期間は、「売上レポート印字の設定」(☞119
ページ)で集計期間印字をするにした場合に印字されます。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［期間計1	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
4 期間計1 点検／精算
_                 モード

3	［売上点検］を選択します。

売上点検メニューが表示されます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

期間計1 点検／精算
1 売上点検
2 売上精算

_                期間計1

4	 または を押して、点検する項目を選択します。

●	項目別に売上を点検する場合	
［全項目］を選択します。（以後の操作は☞53ページ）
●	部門売上順位を点検する場合	
［部門売上順位］を選択します。（以後の操作は☞54ページ）
●	PLU/JAN別に売上を点検する場合	
［PLU/JAN］を選択します。（以後の操作は☞55ページ）

売上点検               ▼
1 全項目
2 部門売上順位
3 PLU/JAN
_                期間計1

●	売上のないPLU/JANを点検する場合	
［PLU/JAN	ｾﾞﾛ売上］を選択します。（以後の操作は☞60ページ）
●	全責任者の売上を点検する場合	
［全責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）
●	操作中の責任者の売上を点検する場合	
［個別責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）

売上点検              ▲
4 PLU/JAN ｾﾞﾛ売上
5 全責任者
6 個別責任者
_                期間計1

Memo レポートの印字例は「期間集計1/2のレポート印字例」
（☞70ページ）を参照してください。
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 ■ 期間集計1を精算する
	 期間集計1を精算します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［期間計1	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
4 期間計1 点検／精算
_                 モード

3	［売上精算］を選択します。

売上精算メニューが表示されます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

期間計1 点検／精算
1 売上点検
2 売上精算

_                期間計1

4	 または を押して、精算する項目を選択します。

●	項目別に売上を精算する場合	
［全項目］を選択します。（以後の操作は☞53ページ）
●	PLU/JAN別に売上を精算する場合	
［PLU/JAN］を選択します。（以後の操作は☞55ページ）
●	全責任者の売上を精算する場合	
［全責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）

売上精算               ▼
1 全項目
2 PLU/JAN
3 全責任者
_                期間計1

●	操作中の責任者の売上を精算する場合	
［個別責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）

売上精算              ▲
2 PLU/JAN
3 全責任者
4 個別責任者
_                期間計1

Memo レポートの印字例は「期間集計1/2のレポート印字例」
（☞70ページ）を参照してください。
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 ■ 期間集計2を点検する
	 	期間集計2を点検します。前回、期間集計2の全項目精算をおこなってから、今回操作するまでの集計

がレポートで印字されます。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［期間計2	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            　▼
3 日計 点検／精算
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
_                 モード

3	［売上点検］を選択します。

売上点検メニューが表示されます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

期間計2 点検／精算
1 売上点検
2 売上精算

_                期間計2

4	 または を押して、点検する項目を選択します。

●	項目別に売上を点検する場合	
［全項目］を選択します。（以後の操作は☞53ページ）
●	部門売上順位を点検する場合	
［部門売上順位］を選択します。（以後の操作は☞54ページ）
●	全責任者の売上を点検する場合	
［全責任者］を選択します。(以後の操作は☞61ページ)

売上点検               ▼
1 全項目
2 部門売上順位
3 全責任者
_                期間計2

●	操作中の責任者の売上を点検する場合	
［個別責任者］を選択します。(以後の操作は☞61ページ)

売上点検              ▲
2 部門売上順位
3 全責任者
4 個別責任者
_                期間計2

Memo レポートの印字例は「期間集計1/2のレポート印字例」
（☞70ページ）を参照してください。
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 ■ 期間集計2を精算する
	 期間集計2を精算します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［期間計2	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            　▼
3 日計 点検／精算
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
_                 モード

3	［売上精算］を選択します。

売上精算メニューが表示されます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

期間計2 点検／精算
1 売上点検
2 売上精算

_                期間計2

4	 または を押して、精算する項目を選択します。

●	項目別に売上を精算する場合	
［全項目］を選択します。（以後の操作は☞53ページ）
●	全責任者の売上を精算する場合	
［全責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）
●	操作中の責任者の売上を精算する場合	
［個別責任者］を選択します。（以後の操作は☞61ページ）

売上精算               
1 全項目
2 全責任者
3 個別責任者
_                期間計2

Memo レポートの印字例は「期間集計1/2のレポート印字例」
（☞70ページ）を参照してください。
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 ■ 期間集計1/2のレポート印字例
◆期間集計1の点検レポート

	

集計期間

	 これ以降のレポート内容は、日計の売上点検レポートと同じです。（☞53～61ページ）

◆期間集計1の全項目精算レポート	 ◆	期間集計1の全項目精算レポート以外の
レポート

集計期間
日計全項目精算の回数
期間集計1の精算回数
累計金額

これ以降のレポート内容は、日計の全項目精算レポート
と同じです。（☞53ページ）

集計期間

これ以降のレポート内容は、日計の売上精
算レポートと同じです。
（☞55～59、61ページ）

◆期間集計2の点検レポート
	

集計期間

	 これ以降のレポート内容は、日計の売上点検レポートと同じです。（☞53～54、61ページ）

◆期間集計2の全項目精算レポート	 ◆	期間集計2の全項目精算レポート以外の
レポート

集計期間
日計全項目精算の回数
期間集計1の精算回数
期間集計2の精算回数
累計金額

これ以降のレポート内容は、日計の全項目精算レポート
と同じです。（☞53ページ）

集計期間

これ以降のレポート内容は、日計の売上精
算レポートと同じです。（☞61ページ）



付　録

アフターサービスについて

困ったときは

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで必
要な設定内容とその設定方法につ
いて説明しています。

知っておいて	
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツール
やレジスタのメンテナンスについ
て説明しています。

売上の点検と精算を	
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種類
やその操作方法、営業記録の印字方
法などを説明しています。

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登録
の訂正のしかたなど、レジスタの基
本的な操作方法を説明しています。

はじめてお使い	
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準備
作業について説明しています。

1.	設定をする前に
2.	商品設定
3.	機能設定
4.	責任者設定
5.	各種設定
6.	ロゴとメッセージの設定
7.	消費税の設定
8.	デバイス設定
9.	管理者の設定

1.	JANコードの削除機能について
2.	カスタマサポートツールについて
3.	SDメモリーカードについて
4.	キーボードの取扱いについて
5.	ロール紙の補充と交換
6.	ドロアなどの取扱いについて

1.	営業中の売上の確認
2.	1日の売上の点検・精算
3.	期間集計の点検・精算

1.	基本的な使いかた
2.	お店にあわせた使いかた
3.	訂正のしかた

1.	はじめてお使いになるとき
2.	各部の名前とはたらき
3.	レジスタの1日の流れ
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各種設定をするとき

	 ここでは、各種設定をする設定モードで使用するキーの確認と、操作メニューについて説明しています。

 ■ 設定のための基本操作
	 	本書では、ご購入時の設定内容(初期値)に をつけて説明しています。このままの設定でご使用

になる場合は、設定しなおす必要はありません。
	 例 	

7	 課税方法を設定します。

非課税
外税
内税初期値

	 または

	 で次の項目へ

	 各種設定をするときは、登録モードで を押します。
Memo 工場出荷後はじめて電源を入れると、はじめに設定モードが表示されます。

「モード選択」メニューが表示されるので、 を6回押し、 を押し
ます。

モード選択　　　　　　▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

を1回押し、 を押します。 設定　　　　　　　　　 
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

表示部に「設定」と表示され設定モードに入ったことがわかります。 設定　　　　　　　　　 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_ 設定

設定モードでは、操作メニューを使って設定操作や設定内容印字をおこないます。

Memo はじめに設定内容を印字(☞84ページ)すると、現在の設定内容を確認してから各種設定を
おこなうことができます。

1. 設定をする前に
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設定モードで使用するキーについて
	 設定モードではキーの左上に印刷されている文字のキーとして機能します。

	 設定モードでのキーのはたらき（文字設定中を除く）
	 	 	 :表示されているメニュー画面の設定に入るとき、設定内容を確定させるときに使います。
	 	 :メニュー画面に入る1つ前の画面に戻ります。
	 	 :	設定した内容を削除します。	

商品設定の「PLU/JAN」「まとめ値引き」「インストアマーキング」で使用します。

設定モードの操作（操作メニューの切りかえ）
	 	設定モードの操作メニューは、下の例のようにおもに 	 	 のキーを使って操作します。	

このキー操作によるメニューの移動については「操作メニューの構成」(☞74ページ)を参照してくだ
さい。

	 例 	「商品設定メニュー」を表示する

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 	または	

	

モード選択　　　　　　▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 	または	

	

設定　　　　　　　　　
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_                 　設定

4	［商品設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 	または	

	

設定　　　　　　　　　 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_ 設定
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操作メニューの構成
Memo 操作メニューのキー操作について

・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択した項目の設定画面に入るとき	： を押します。
・1つ前の画面に戻るとき	 ： を押します。

	

8	管理者コード

6	消費税設定

7	デバイス設定

5	ロゴとメッセージ

3	責任者

1	店名ロゴ
2	メッセージ１
3	メッセージ２
4	領収証ロゴ

1	商品設定 1	部門
2	PLU/JAN
3	PLU範囲
4	まとめ値引き
5	ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ
6	JAN削除期間

1	キー
2	画面
3	ﾌﾟﾘﾝﾀ
4	ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
5	通信

2	機能設定 1	(－)
2	％
3	まとめ値引
4	入金
5	支払
6	現金
7	券
8	信用

…

49	個
※	機能キー番号9以降
は、P108を参照

1	端数処理
2	登録印字
3	消費税１
4	消費税２
5	更新予約
6	更新消費税１
7	更新消費税２

4	各種設定 1	日付時刻
2	番号
3	登録ﾓｰﾄﾞ制限
4	登録機能
5	印字形式全般
6	ヘッダ／フッタ
7	登録印字形式
8	領収証
9	売上レポート印字
10	電子ジャーナル
11	日計全項目精算

設定
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 ■ 文字の入力方法
	 部門名やコマーシャルメッセージなどの設定には、レジスタのキーを組み合わせて文字を入力します。
	 ひらがな、カタカナ、アルファベット、数字、記号は、キーボードから直接、入力できます。
	 	漢字については、かな漢字変換機能を使って入力する方法と、区点コードを置数して入力する方法があります。

文字入力用キーについて
	 	おもにキーボードの置数キーを使って文字を入力します。１つのキーを繰り返し押すことで、文字を

切りかえる携帯電話の文字入力に似た方式で入力します。
	 入力文字の切替や、漢字変換、確定などは機能キーを使って行います。

置数キー 機能キー

文字入力に使う機能キーについて
	 キー左上の名称のキーとなります。

機能キー 名称 キーのはたらき
切替キー 入力できる文字を切りかえます。

押すごとに、ひらがな→全角カタカナ→半角カタカナ→全角英字→半角英字
→全角数字→半角数字→文字コード、と入力モードが切りかわります。

倍文字キー 文字幅を2倍にします。
キーを押すたびに、倍文字入力状態と通常入力状態が切りかえられます。倍
文字入力状態のときは、入力モード表示の文字幅が2倍で表示されます。

１行クリアキー 入力中および確定後の文字列すべてを削除します

クリアキー 現在カーソルがある文字を削除します。
変換候補表示中は、変換前の状態に戻ります。

	 カーソルキー カーソルを一文字前後に移動します。
カーソルが文字列の最後にあるときは、 でスペース入力になります。

変換キー 熟語や文節をまとめて変換できます（かな漢字変換）。
変換候補表示中に押すと、次候補を表示します。
かな漢字変換で候補に表示されない漢字は、音訓変換を使用してください。

音訓キー 漢字一文字の音読みまたは訓読みから変換候補を表示します（音訓変換）（単
漢字変換）。
変換候補表示中に押すと、次候補を表示します。
かな漢字変換よりも変換できる漢字の候補が増えます。

前候補キー 変換候補表示中に、前の候補を表示します。

確定キー 入力内容や変換結果を確定します。
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入力できる文字の切りかえ

キーを押すごとに、入力できる文字の種類が順番に切りかえられます。
左下に現在選択されている入力モードが表示されます。

店名ロゴ� 　▼
シャープ

� 漢

表示
　　　　　　　　　　　漢　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　 ｱ　　　　　　　　　　　Ａ

入力モード ひらがな 全角カタカナ 半角カタカナ 全角英字

表示
　　　　　　　　　　　区　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　 A

入力モード 文字コード 半角数字 全角数字 半角英字

文字入力のしかた
	 それぞれの入力モードで、該当するキーを押すたびに下表の順に文字を表示します。

入力モード
ひらがな・カタカナ 英字 数字

あいうえおぁぃぅぇぉ (スペース) 7

かきくけこヵヶ
(ヵヶ:全角カタカナモード時のみ)

ABCabc 8

さしすせそ DEFdef 9

たちつてとっ GHIghi 4

なにぬねの JKLjkl 5

はひふへほ MNOmno 6

まみむめも PQRSpqrs 1

やゆよゃゅょ TUVtuv 2

らりるれろ WXYZwxyz 3

わをんー、。 ,. 0

(全角)　！？／：；～・＆％￥＄＊＃－＋＝()「」［］<>＠＿〒、。，．（スペース）
(半角)　!?/:;-･&%￥$*#-+=()｢｣[]<>@_〒､｡ ,.（スペース）
゛゚ (スペース) (スペース)
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	 濁音、半濁音の入力
	 文字を入力したあとに「゛゚」キーを押します。

	 例 「ぐ」を入力するとき

	 	 	 	 	
	 表示	 か	 き	 く	 ぐ

	 長音（－）の入力
	 「わ」キーを押して入力します。
	 例 「ー」を入力するとき
	
	 	 	 	 	
	 表示	 わ	 を	 ん	 ー

	 数字の入力
	 キーを押して数字入力モードに切りかえてから、 	～	 の置数キーを押します。

	 文字幅を2倍にするとき（倍文字）
	 を押してから、該当する文字を入力します。もう一度 を押すまで続けて入力できます。

	 同じキーに割り当てられている文字を続けて入力するとき
	 を押して、カーソルを１文字右へ移動させてから、次の文字を入力します。

	 例 「あい」を入力するとき

	 	 	 	 	
	 表示	 あ	 	 あ	 い

文字の修正
	 すでに設定している文字を修正するときは、次のキーを使って変更します。
	 ・	新しい文字に変更するとき:	 で前の文字を消してから入力してください。
	 ・	設定中に入力した文字を修正するとき:		 でカーソル位置の文字を1文字ずつ消してから、入力し

なおしてください。
	 ・	最後にカーソル位置があるとき:		カーソル位置の前の文字が消去されます。 	 (カーソルキー)で

カーソル位置を移動してから、 で消すこともできます。
	 ・	設定中に取り消したいとき:	 を押してください。

ECR文字コード・区点コードでの文字入力
	 	漢字変換で変換されない漢字や特殊な記号などは3桁のECR文字コードまたは4桁の区点コードを置

数キーと を使って入力します。 を使って区点コード入力モードに切り替えてからコードを入力
してください。倍文字モードのときは、それぞれの文字サイズが横に2倍になります。

	 	入力できる文字については、「ECR文字コード表」(☞170ページ)・「区点コード表」(☞171ページ)を
参照してください。

	 ECR文字コードの入力：(半角文字サイズ)

	 例 	「A」を入力するとき	

	 	 	 		
(ECR文字コード「A」)

つづく☞
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	 区点コードの入力：(全角文字サイズ)

	 例 	「勺」を入力するとき	

	 	 	 	 		
(区点コード「勺」)

文字の設定例
	 例 	部門3の部門名を「鉛筆B」に変更するとき

1	 登録モードで を選択します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択　　　　　  ▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［商品設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定　　　　　　　　　 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_ 設定

5	「商品設定」メニューから［部門］を
選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_ 設定

6	 設定する部門を選択します。

Memo 部門番号を入力して選択
することもできます。

	 	

	 で次の画面へ

部門　　　　　　　　　 ▼
01 部門０１
02 部門０２
03 部門０３
_ 設定

7	「テキスト」を選択します。 	 	
03      　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    部門０３
 漢

8	 1行目の文字(初期値)をすべて消し
ます。
「部門03」が消去されます。

	
03      　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ　　_
 漢
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9	「えんぴつ」と入力します。 	 え	:	 	 	 	

	 ん	:	 	 	

	 ひ	:	 	

	 。	 :	 	

	 つ	:	 	 	

03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ　　_
えんぴつ 漢

10	漢字に変換します。 	
03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ　　_
鉛筆 漢

11	変換した文字を確定します。

文字が1行目に表示されます。

	
03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    鉛筆_
 漢

12	入力モードを変更します。

全角英文字に切りかわります。

	 	 	 	
03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    鉛筆_
 Ａ

13	「B」と入力します。 	 	
03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    鉛筆_
Ｂ Ａ

14	入力した文字を確定します。

文字が1行目に表示されます。

	
03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    鉛筆Ｂ_
 Ａ

	 「鉛筆B」を確定します。
次の設定項目である「税種」が表示
されます。

	
03 　　　　　　　 ▼
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    鉛筆Ｂ
税種 消費税１
 設定

15	設定を終了します。

商品設定メニューに戻ります。

	 	 	 	
商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_ 設定
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 ■ 項目の選択方法
	 	設定をおこなう際、複数の選択肢から1つの項目を選択する場合があります。項目の選択方法には、次

の2種類があります。

を使った選択例
	 例 	部門3の符号を「マイナス」に変更するとき

1	 登録モードで を選択します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択　　　　　  ▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［商品設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定　　　　　　　　　 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_ 設定

5	「商品設定」メニューから［部門］を
選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_ 設定

6	 設定する部門を選択します。

Memo 部門番号を入力して選択
することもできます。

	 	

	 で次の画面へ

部門　　　　　　　　　 ▼
01 部門０１
02 部門０２
03 部門０３
_ 設定

7	「符号」を選択します。 	
03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    部門０３
 設定

8	 を押します。

を押すごとに、項目の内容が変
更されます。

	
03 　　　　　　　 ▼
単価 -0
符号 ﾏｲﾅｽ
ﾃｷｽﾄ    部門０３
 設定

9	 設定を終了します。

商品設定メニューに戻ります。

	 	 	 	
商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_ 設定
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を使った選択例
	 例 	部門3の符号を「マイナス」に変更するとき

1	「 を使った選択例」(☞80ページ)の手順1～7をおこないます。 03 　　　　　　　 ▼
単価 0
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    部門０３
 設定

2	 を押します。

項目の選択肢が一覧表示されます。

	
 符号
 ﾌﾟﾗｽ
 ﾏｲﾅｽ

3	「マイナス」を選択します。

項目の選択肢が一覧表示されます。

	
 符号
 ﾌﾟﾗｽ
 ﾏｲﾅｽ

4	 を押します。

選択肢が非表示になります。

	
03 　　　　　　　 ▼
単価 -0
符号 ﾏｲﾅｽ
ﾃｷｽﾄ    部門０３
 設定

5	 設定を終了します。

商品設定メニューに戻ります。

	 	 	 	
商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_ 設定

 ■ JAN/EAN/UPCコードについて
	 	本レジスタでは、付属のハンドスキャナを使って、商品情報を読み取りすることができます。
	 ここでは、本レジスタで読み取れるコードの種類を説明します。

コードの概要
	 	JAN/EAN/UPCコードは、商品の情報(製造メーカー、商品名など)を数値として表現したものです。

多くの場合、数値は細い線で表現されています。この線を「バーコード」と呼びます。バーコードをハ
ンドスキャナで読み取ることで、レジスタの登録操作を簡略化できます。	
JAN/EAN/UPCコードは、機能的な分類として次の2種類があります。

◆ソースマーキング
	 商品の製造段階で付けられるコードを、ソースマーキングと呼びます。

◆インストアマーキング
	 	生鮮食品のように質や量が常に統一でない商品などに、小売店側で付けるコードを、インストアマー

キングと呼びます。
	 	インストアマーキングには、おもに商品コードで構成された「PLU」と、商品コードと単価で構成され

た「NON-PLU」があります。

Memo 本書では、JAN/EAN/UPCコード、およびバーコードを総称して、「JANコード」と記載
しております。

つづく☞
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コードの種類
	 本レジスタでは、次の種類のコードを使用できます。

◆JAN13（EAN13)
	 �JAN13はおもに日本、EAN13はおもにヨーロッパで普及しているコードです。13桁で構成されて

います。

	

識別コード(02、20～29以外)
メーカーコード(5桁) 商品コード(5桁) チェックデジット(1桁)

◆JAN8(EAN8)
	 JAN8はおもに日本、EAN8はおもにヨーロッパで普及しているコードです。8桁で構成されています。

	

識別コード(先頭のコードが０、２以外)
商品コード(1桁)

メーカーコード(4桁) チェックデジット(1桁)

◆UPC-A
	 UPC-Aはおもにアメリカで普及しているコードです。12桁で構成されています。

	

識別コード(2以外)
メーカーコード(5桁) 商品コード(5桁) チェックデジット(1桁)

◆UPC-E
	 �UPC-Eはおもにアメリカで普及しているコードです。UPC-Aを特定の法則で省略し、6桁で構成され

ています。

	

UPC-Aを省略した数値(6桁)

◆インストアマーキング(標準13桁PLU)
	 識別コードに02または20～29を付けた、13桁で構成されています。

	

識別コード(02または20～29)
商品コード(10桁) チェックデジット(1桁)



設定をする前に

83

各
種
設
定
を
す
る
と
き

◆インストアマーキング(標準13桁NON-PLU)
	 識別コードに02または20～29を付けた、13桁で構成されています。
	

識別コード
(02または20～29)

商品コード(5桁)
（4桁の場合もあり） 単価または数量(4桁)（5桁の場合もあり）

チェックデジット(1桁)
※単価または数量として使う場合もあり

チェックデジット(1桁)

	 ※初期設定では、以下の2つの識別コードが設定されています。
	 ・識別コード20（商品コード：5桁、単価または数量：4桁）
	 2 0

識別コード 商品コード(5桁) 単価(4桁)
チェックデジット(1桁)

チェックデジット(1桁)

	 ・識別コード02（商品コード：4桁、単価または数量：5桁）
	 0 2

識別コード 商品コード(4桁) 単価(5桁)
チェックデジット(1桁)

チェックデジット(1桁)

	 ※	インストアマーキングの構成は識別コードごとに変更することができます。	
上記初期設定以外でご使用の場合は、レジスタで、「インストアマーキング」の設定を変更してください。

◆インストアマーキング(標準8桁PLU)
	 識別コードに0を付けた、8桁で構成されています。
	

識別コード(0)
商品コード(6桁) チェックデジット(1桁)

◆インストアマーキング(標準8桁NON-PLU)
	 識別コードに2を付けた、8桁で構成されています。
	

識別コード(2)
商品コード(2桁)

単価または数量(4桁)
チェックデジット(1桁)

コードの入力
	 	JANコードを本レジスタに登録するには、キーボードを使って入力する方法(☞39ページ)と、ハンド

スキャナを使って入力する方法(☞39ページ)があります。
	 キーボードを使って入力する際、コードの種類によって入力する桁数が異なります。

◆JAN13(EAN13)
	 全13桁を入力します。

つづく☞
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◆JAN8(EAN8)
	 全8桁を入力します。

◆UPC-A
	 次のいずれかの桁を入力します。
	 ・はじめに0を付けた、13桁
	 ・全12桁
	 ・チェックデジットを除いた、11桁

◆UPC-E
	 全6桁を入力します。

◆インストアマーキング(標準13桁PLU)
	 次のいずれかの桁を入力します。
	 ・全13桁
	 ・識別コードの0を除いた、12桁
	 ・識別コードの0、およびチェックデジットを除いた、11桁

◆インストアマーキング(標準13桁NON-PLU)
	 	識別コードに02または20～29を付けた、13桁で構成されています。	

次のいずれかの桁を入力します。	
・全13桁	
・識別コードの0を除いた、12桁	
・識別コードの0、およびチェックデジットを除いた、11桁

◆インストアマーキング(標準8桁PLU)
	 全8桁を入力します。

◆インストアマーキング(標準8桁NON-PLU)
	 全8桁を入力します。

 ■ 設定内容を印字する
	 	設定内容を印字するには、メニューから選択して印字する方法と、項目番号を指定して印字する方法

の2種類があります。

メニューから選択して印字する

1	 登録モードで を選択します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択　　　　　　▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定内容印字］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定
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4	 印字する項目を選択します。

・1	部門(☞86ページ)
・2	PLU/JAN(☞86ページ)
・3	まとめ値引き(☞86ページ)
・4	JAN各種設定(☞86ページ)
・5	機能設定(☞86ページ)
・6	責任者(☞87ページ)
・7	各種設定(☞88ページ)
・8	ロゴとメッセージ(☞87ページ)
・9	消費税設定(☞87ページ)
・10	デバイス設定(☞87ページ)
・11	管理者コード(☞87ページ)
・12	バージョン(☞87ページ)

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または
設定内容印字　　　　　 ▼
 1 部門
 2 PLU/JAN
 3 まとめ値引き
_ 設定

5	 印字を開始します。 	

Memo ・	「1	部門」「2	PLU/JAN」「3	まとめ値引き」をおこなうときは、印刷をおこなう範囲を
設定する必要があります。開始番号と終了番号を設定してください。

・	項目番号を入力し、印字することも可能です。
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◦部門設定の印字例

部門番号

部門名

◦機能設定の印字例

機能名

機能番号

◦PLU/JAN設定の印字例

PLUの	
指定範囲

PLU名
PLU番号

◦JAN各種設定の印字例

インストアマーキング番号

◦まとめ値引き設定の印字例

まとめ	
値引きの
テーブル
番号

まとめ	
値引き名
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◦責任者設定の印字例

責任者名

責任者	
番号

◦	ロゴとメッセージ設定の	
印字例

◦管理者コード設定の印字例

◦バージョンの印字例

◦消費税設定の印字例

◦デバイス設定の印字例

標準印字
濃度

印字濃度
の見本

現在の	
印字濃度
設定
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◦各種設定の印字例
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各種設定をするとき

	 商品設定メニューでは次の項目を設定することができます。
	 ・部門ごとに、単価や単価の登録方法などを設定する（部門の設定）
	 ・PLU/JANコードごとに、単価や単価の登録方法などを設定する（PLU/JANの設定）
	 ・PLUを、一定の範囲を指定してから、一括して設定する（PLU範囲の設定）
	 ・お店だけで使用できるコードを登録する（インストアマーキングの設定）
	 ・まとめ買いの金額を設定する（まとめ値引きの設定）
	 ・長期間使われていないJANコードの削除期間を設定する（JAN削除期間の設定）

 ■ 商品設定メニューを表示する
	 商品設定メニューを表示します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択　　　　　　▲
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定　　　　　　　　　
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_                 　設定

4	［商品設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定　　　　　　　　　 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_               　　設定

 ■ 部門の設定
	 部門ごとに次の項目を設定することができます。
	 ・単価
	 ・符号のプラス/マイナス
	 ・部門名（文字設定）
	 ・消費税の種類
	 ・課税方法
	 ・単価の登録方法
	 ・登録単価の桁数制限
	 ・現金単品売り

Memo 例の手順1～10のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	：	 を押します。

2. 商品設定

つづく☞
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	 例 	部門1に次の内容を設定するとき	
単価300円、プラス符号(プラス部門)、部門名「果実」、消費税1、内税、オープン登録のみ、
登録単価の制限桁数5桁(99,999円まで)、現金単品売りしない

1	 商品設定メニュー（☞89ページ）か
ら［部門］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 	または	

	 で次の画面へ

商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_                   設定

2	 設定する部門を選択します。

Memo 部門番号を入力して選択
することもできます。

	 	または	

	 で次の画面へ

部門　　　　　　　　　 ▼
01 部門０１
02 部門０２
03 部門０３
_                   設定

◆	単価の設定
	 部門ごとに単価を設定します。

3	 単価を入力します。

最大6桁まで入力できます。
初期値は0円です

	 	

	 で次の項目へ

01　　　　　　　　　　 ▼
単価          300_     
符号                ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    部門０１
                    設定

◆符号のプラス/マイナス
	 通常の売上を登録するプラス部門、または支払い金額を登録するマイナス部門を設定します。

4	 符号のプラス/マイナスを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
プラス
マイナス

	 または

	 で次の項目へ

01　　　　　　　　　　 ▼
単価                 300
符号                ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    部門０１
                    設定

◆部門名の設定
	 	それぞれの部門について、文字（部門名）を半角サイズで最大16文字まで設定できます。
	 初期値は、部門番号1の場合「部門０１」です。

5	 部門名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は部門名を「果実」に変更した
ときの例です。

	 （文字入力）

	 で次の項目へ

01 　　　　　　　 ▼
単価                 300
符号                ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    果実_
                    　漢
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◆消費税の種類の設定
	 	消費税1/消費税2を設定します。消費税の設定内容についての詳細は「お店に合わせて消費税を設定

(変更)する」(☞124ページ)を参照してください。

6	 消費税の種類を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
消費税1
消費税2

	 または

	 で次の項目へ

01　　　　　　　　　　▲▼
符号 ﾌﾟﾗｽ
ﾃｷｽﾄ    果実
税種 消費税１
 設定

◆課税方法の設定
	 それぞれの部門で、登録する商品の課税方法を非課税/外税/内税から選択します。

7	 課税方法を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
非課税
外税
内税

	 または

	 で次の項目へ

01 ▲▼
ﾃｷｽﾄ    果実
税種 消費税１
課税方法 内税
 設定

◆単価の登録方法の設定
	 それぞれの部門について単価の登録方法を選択します。
	 オープン登録：置数キーによって単価を打ち込む登録方法です。
	 プリセット登録：あらかじめ設定されている単価（プリセット単価）を使用する登録方法です。

8	 単価の登録方法を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
登録禁止
オープン
プリセット
オープン＆プリセット

	 または

	 で次の項目へ

01 ▲▼
税種 消費税１
課税方法 内税
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
 設定

	 Memo . .単価の登録方法が「登録禁止」または「オープン」の場合、手順3の操作で単価を設定する
と、自動的に単価の登録方法が下記に変更されます。また、単価の登録方法を「登録禁止」や
「オープン」に設定後、手順3の単価を設定した場合も同様です。

	 . ・登録禁止→プリセット
	 	 ・オープン→オープン&プリセット

◆登録単価の桁数制限の設定
	 	登録金額の誤りを防ぐために、登録単価の桁数を0～7桁に制限できます。7桁に設定すると

9,999,999円まで登録ができます。

9	 登録単価の桁数制限数を入力します。

0～7（桁）　(初期値7)

	

	 で次の項目へ

01 ▲▼
課税方法 内税
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
桁数制限 5_
 設定

つづく☞
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◆現金単品売りの設定
	 	単品で現金売りするときに用いると便利な機能です。現金単品売り指定の部門へ登録をおこなうと、

自動的に現金売りとして取引を終了します。ただし、通常の部門登録後、現金単品売りの部門を登録
しても、取引は終了せず登録を続けることができます。

10	現金単品売りを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
しない
する

設定内容を確定します。
次部門の設定画面が表示されます。
次部門の設定を続けておこなう場
合は、手順3～10をおこなってく
ださい。

	 または

	 	 で確定し	
次部門の設定画面へ

01 ▲　
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
桁数制限 5
現金単品売り しない
 設定

11	設定を終了します。
別の部門の設定を続けておこなう
場合は、手順2～10をおこなって
ください。

	

 ■ PLU/JANの設定
	 	PLU番号を使うと、部門より細分化された商品管理ができます。	

JANコードについては、「JAN/EAN/UPCコードについて」(☞81ページ)をご参照ください。また、
お店だけで使用できるコード(インストアマーキング)の設定については、「インストアマーキングの設
定(NON-PLU)」(☞99ページ)をご参照ください。

	 PLU番号とJANコードの設定方法は、基本的に同じです。
	 PLU番号およびJANコードごとに次の項目を設定することができます。
	 ・単価
	 ・所属部門
	 ・商品名
	 ・単価の登録方法
	 ・まとめ値引きテーブル
	 ・自動削除

Memo 例の手順1～8のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

	 例 	JANコード「4901991008944」に次の内容を設定するとき	
単価3,000円、部門1、色鉛筆30色、オープン登録のみ、まとめ値引きテーブル1、自動
削除する
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1	「商品設定」メニュー(☞89ページ)
から［PLU/JAN］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_ 設定

2	 設定するPLU/JANコードを入力
します。
JANコードの場合、ハンドスキャ
ナでJANコードを読み取ることも
できます。

Memo 一度設定したPLU/JAN
は、 または で選択
することができます。

	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	

	 	 	 	

	 	または	
(ハンドスキャナで読み取り)

	 で次の画面へ

PLU/JAN ▼
00001
  PLU00001

_ 設定

◆単価の設定
	 PLU番号/JANコードごとに単価を設定します。

3	 単価を入力します。

最大6桁まで入力できます。
初期値は0円です

	 	 	 	

	 で次の項目へ

 4901991008944 ▼
単価          3000_     
所属部門 01
ﾃｷｽﾄ
 設定

◆所属部門の設定
	 	符号のプラス/マイナス、消費税に対する属性、現金単品売りの指定、登録単価の制限桁数は、所属す

る部門の設定内容にしたがいます。

4	 所属部門を入力します。 	 	

	 で次の項目へ

 4901991008944 ▼
単価 3000
所属部門             1_
ﾃｷｽﾄ
 設定

◆商品名の設定
	 	それぞれの商品について、文字(商品名)を半角サイズで最大16文字まで設定できます。
	 初期値は、空白です。

5	 商品名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は商品名を「色鉛筆30色」に設
定したときの例です。

	 	(文字入力)

	 で次の項目へ

 4901991008944 ▼
単価 3000
所属部門 01
ﾃｷｽﾄ    色鉛筆30色_
 漢

つづく☞
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◆単価の登録方法の設定
	 それぞれのPLU番号/JANコードについて単価の登録方法を選択します。
	 オープン登録：置数キーによって単価を打ち込む登録方法です。
	 プリセット登録：あらかじめ設定されている単価(プリセット単価)を使用する登録方法です。

6	 登録方法を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

登録禁止
オープン
プリセット
オープン＆プリセット

	 または

	 で次の項目へ

 4901991008944 ▲▼
所属部門 01
ﾃｷｽﾄ    色鉛筆30色
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
 設定

	 Memo . 	単価の登録方法が「登録禁止」または「オープン」の場合、手順3の操作で単価を設定する
と、自動的に単価の登録方法が下記に変更されます。また、単価の登録方法を「登録禁止」や
「オープン」に設定後、手順3の単価を設定した場合も同様です。

	 	 ・登録禁止→プリセット
	 	 ・オープン→オープン&プリセット

◆まとめ値引きテーブルの設定
	 まとめ値引き(☞98ページ)を設定する場合、まとめ値引きテーブルを入力します。

7	 まとめ値引きテーブルを入力します。

01～30まで入力できます。
初期値は00です。
00と設定したときは、まとめ値引
きを設定できません。

	

	 で次の項目へ

 4901991008944 ▲▼
ﾃｷｽﾄ    色鉛筆30色
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
まとめ値引きテーブル 1_
 設定

◆自動削除の設定
	 	PLU/JANを設定後、未稼働のまま「JAN削除期間の設定」(☞101ページ)で指定した期間を過ぎたと

きに、自動削除するかどうかを設定します。

8	 自動削除を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

非対象
対象

設定内容を確定します。
次のPLU/JANの設定画面が表示
されます。

	 または

	 	 で確定し次の	
PLU/JANの設定画面へ

 4901991008944 ▲　
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
まとめ値引きテーブル　01
自動削除 対象
 設定

9	 設定を終了します。
次のPLU/JANの設定を続けてお
こなう場合は、手順3～8をおこ
なってください。

	

Memo 不要になったPLUまたはJANを93ページの手順2で削除するときは、次のとおり操作します。
①削除するPLU/JANコードを または 選択します。
② を押します。
③確認画面が表示されたら、 または で「はい」を選択します。
④ を押します。
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POINT! JANの自動学習機能について

JANコードの設定方法には、このほかに自動学習機能を使ったものがあります。
自動学習機能とは、JANコードでの登録時(☞39ページ)に、本レジスタが未設定のJANコードを
読み込み、その場で所属部門と単価を入力することで、JANコードが自動的に設定される機能です。
自動学習機能で設定したJANコードは、この「PLU/JANの設定」の手順で詳細情報を設定しな
おしてください。

 ■ PLU範囲の設定
	 	PLUを、一定の範囲を指定してから、一括して設定します。また、すでに設定しているPLUを一括し

て修正したり、一括して削除したりできます。
	 PLU番号ごとに次の項目を設定することができます。
	 ・単価
	 ・所属部門
	 ・テキスト(商品名)
	 ・登録方法
	 ・まとめ値引きテーブル
	 ・自動削除

Memo 例の手順1～10のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

	 例 	PLU番号6～10に次の内容を設定するとき	
単価200円、部門1、魚介類、オープン登録のみ、まとめ値引きテーブル2、自動削除しない

1	「商品設定」メニュー(☞89ページ)
から［PLU範囲］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定　　　　　　　 ▼
1 部門
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
_ 設定

2	 設定する範囲の始まりのPLU番号
を入力します。

	

	 で次の項目へ

PLU 範囲
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ          6_
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ 00000
種別 作成＆修正
 設定

3	 設定する範囲の終わりのPLU番号
を入力します。

	 	 	

	 で次の項目へ

PLU 範囲
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ 00006
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ          10_
種別 作成＆修正
 設定

つづく☞
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4	 選択したPLU範囲に対する処理内
容を選択します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

削除
修正のみ
作成＆修正

	 または

	 で次の画面へ

PLU 範囲
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ� 00006
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ� 00010
種別� 作成＆修正
� 設定

◆単価の設定
	 PLU番号ごとに単価を設定します。
	 初期値は、空白です。

5	 単価を入力します。

最大6桁まで入力できます。

	   

	 で次の項目へ

00006-00010� ▼
単価           200_    
所属部門�
ﾃｷｽﾄ
� 設定

◆所属部門の設定
	 �符号のプラス/マイナス、消費税に対する属性、現金単品売りの指定、登録単価の制限桁数は、所属す

る部門の設定内容にしたがいます。

6	 所属部門を入力します。 	  

	 で次の項目へ

00006-00010� ▼
単価� 200
所属部門             1_
ﾃｷｽﾄ
� 設定

◆商品名の設定
	 それぞれの商品について、文字(商品名)を半角サイズで最大16文字まで設定できます。
	 初期値は、空白です。

7	 商品名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は商品名を「魚介類」に設定し
たときの例です。

	 (文字入力)

	 で次の項目へ

00006-00010� ▼
単価� 200
所属部門� 01
ﾃｷｽﾄ　　魚介類_
� 漢
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◆単価の登録方法の設定
	 それぞれのPLU番号について単価の登録方法を選択します。
	 オープン登録：置数キーによって単価を打ち込む登録方法です。
	 プリセット登録：あらかじめ設定されている単価(プリセット単価)を使用する登録方法です。

8	 登録方法を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

登録禁止
オープン
プリセット
オープン＆プリセット

	 または

	 で次の項目へ

00006-00010 ▲▼
所属部門 01
ﾃｷｽﾄ　　魚介類
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
 設定

	 Memo 	 	単価の登録方法を設定せずに手順3の操作で単価を設定すると、自動的に単価の登録方法が
「プリセット」に変更されます。また、単価の登録方法を「登録禁止」や「オープン」に設定後、
手順3の単価を設定した場合、自動的に下記に変更されます。

	 	 ・登録禁止→プリセット
	 	 ・オープン→オープン&プリセット

◆まとめ値引きテーブルの設定
	 まとめ値引き(☞98ページ)を設定する場合、まとめ値引きテーブルを入力します。

9	 まとめ値引きテーブルを入力します。

01～30まで入力できます。
初期値は00です。
00と設定したときは、まとめ値引
きを設定できません。

	 	

	 で次の項目へ

00006-00010 ▲▼
ﾃｷｽﾄ　　魚介類
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
まとめ値引きテーブル 2_
 設定

◆自動削除の設定
	 	PLUを設定後、未稼働のままJAN削除期間(☞101ページ)で指定した期間を過ぎたときに、自動削除

するかどうかを設定します。

10	自動削除を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

非対象
対象

設定内容を確定します。
別のPLU範囲の設定を続けてお
こなう場合は、手順2～10をおこ
なってください。

	 または

	 	 で確定します

00006-00010 ▲　
登録方法 ｵｰﾌﾟﾝ
まとめ値引きテーブル　02
自動削除 非対象
 設定

11	設定を終了します。 	
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 ■ まとめ値引きの設定
	 	あらかじめ設定した複数の商品を購入した際、自動的に条件に沿った値引きを行うときの設定を行い

ます。30件までのまとめ値引きを設定できます。
Memo 例の手順1～5のキー操作について

・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

	 例 	テーブル番号1に単価300円の商品を4個買うと1000円に値引き(200円の値引き)と
設定するとき

1	「商品設定」メニュー(☞89ページ)
から［まとめ値引き］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定 ▲▼
2 PLU/JAN
3 PLU範囲
4 まとめ値引き
_ 設定

2	 設定するテーブル番号を入力します。

1～30の範囲で入力できます。

	

	 で次の画面へ

まとめ値引き
---- なし ----

_                   設定

◆値引き名の設定
	 値引きについての名前を、文字を半角サイズで最大16文字まで設定できます。
	 初期値は、まとめ値引xx(xxには数字が付けられます)です。

3	 値引き時に印字する文字を入力し
ます。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は文字を「よりどり4個」にし
たときの例です。

	 (文字入力)

	 で次の項目へ

01
ﾃｷｽﾄ    よりどり４個
まとめ数量             0
まとめ金額             0
                    　漢

◆数量の設定
	 まとめ値引きの対象となる数量を設定します。

4	 まとめ売りする数量を入力します。

最大2桁まで入力できます。

	

	 で次の項目へ

01
ﾃｷｽﾄ    よりどり４個
まとめ数量           4_
まとめ金額             0
                    設定
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◆値引き後の合計額
	 まとめ売りしたときの値引後の合計額を設定できます。
	 「値引きする金額」ではなく、「値引きした後の合計金額」を入力してください。

5	 まとめ売りしたときの値引き額を
入力します。

最大6桁まで入力できます。

	 	 	 	
01
ﾃｷｽﾄ    よりどり４個
まとめ数量             4
まとめ金額    1000_
                    設定

6	 設定を終了します。 	

Memo 不要になったテーブル番号を98ページの手順2で削除するときは、次のとおり操作します。
①削除するテーブル番号を または で選択します。
② を押します。
③確認画面が表示されたら、 または で「はい」を選択します。
④ を押します。

 ■ インストアマーキングの設定(NON-PLU)
	 	本レジスタで利用するお店だけで使用できるコード(インストアマーキング)の種類を設定します。
	 	インストアマーキングについての説明は、「JAN/EAN/UPCコードについて」(☞81ページ)をご参照

ください。
Memo 例の手順1～9のキー操作について

・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

	 例 	次の13桁のインストアマーキングを設定するとき	
「21」＋「商品コード5桁」＋「数量4桁」＋「チェックデジット」

1	「商品設定」メニュー(☞89ページ)
から［インストアマーキング］を選
択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定 ▲▼
3 PLU範囲
4 まとめ値引き
5 ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ
_ 設定

2	 設定する項目を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ ▼
01 13桁　20
02 13桁　02
03 未定義
_ 設定

◆コード種別の設定
	 13桁と8桁の、いずれのコード体系にするかを設定します。

3	 コード種別を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

13桁
8桁

	 または

	 で次の項目へ

03 ▼
ｺｰﾄﾞ種別 13桁
ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ 00
ﾌｨｰﾙﾄﾞ1 0
 設定

つづく☞
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◆システムコードの設定
	 識別コードを設定します。
	 コード種類が13桁の場合は02および20～29、コード種類が8桁の場合は2を設定します。
	 �ただし、お店でインストアマーキングしか使用しない場合は、コード種類が13桁の場合は01～99、

コード種類が8桁の場合は1～9を設定します。

4	 システムコードを入力します。 	   

	 で次の項目へ

03� ▼
ｺｰﾄﾞ種別� 13桁
ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ             21_
ﾌｨｰﾙﾄﾞ1� 0
� 設定

◆フィールドの設定
	 フィールド1に商品コード、フィールド2に単価または数量の桁数を設定します。
	 フィールド1とフィールド2は、次の計算値が成り立つように設定してください。

	 【コード種類が13桁の場合】
	 (フィールド1)＋(フィールド2)＋1(チェック桁「あり」の場合のみ)＝10

	 【コード種類が8桁の場合】
	 (フィールド1)＋(フィールド2)＝6

5	 フィールド1を入力します。 	

	 で次の項目へ

03� ▼
ｺｰﾄﾞ種別� 13桁
ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ� 21
ﾌｨｰﾙﾄﾞ1               5_
� 設定

6	 フィールド2を入力します。 	

	 で次の項目へ

03� ▲▼
ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ� 21
ﾌｨｰﾙﾄﾞ1� 5
ﾌｨｰﾙﾄﾞ2 　　　　　　　4_
� 設定

◆タイプの設定
	 フィールド2が、商品の単価または数量のいずれをあらわすか設定します。

7	 タイプを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

単価
数量

	 または

	 で次の項目へ

03� ▲▼
ﾌｨｰﾙﾄﾞ1� 5
ﾌｨｰﾙﾄﾞ2� 4
ﾀｲﾌﾟ� 数量
� 設定

◆チェック桁の設定
	 チェックデジットを使用するかを設定します。ただし、コード種類が8桁の場合は「なし」を設定します。

8	 タイプを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

あり
なし

	 または

	 で次の項目へ

03� ▲▼
ﾌｨｰﾙﾄﾞ2� 4
ﾀｲﾌﾟ� 数量
ﾁｪｯｸ桁� あり
� 設定
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◆小数桁の設定
	 フィールド2に小数の値をあらわすとき、小数の桁数を設定します。

9	 小数桁を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

0
1
2
3

	 または
03 ▲　
ﾀｲﾌﾟ 数量
ﾁｪｯｸ桁 あり
小数桁 0
 設定

10	設定を終了します。 	

Memo 不要になったインストアマーキングを99ページの手順2で削除するときは、次のとおり操
作します。
①削除するテーブル番号を または で選択します。
② を押します。
③確認画面が表示されたら、 または で「はい」を選択します。
④ を押します。

 ■ JAN削除期間の設定
	 	一定期間使用していないJANコードを自動的に削除する(☞138ページ)ときの未稼働期間を設定し

ます。
Memo 例の手順1～2のキー操作について

・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

	 例 削除期間を365に設定するとき

1	「商品設定」メニュー(☞89ページ)
から［JAN削除期間］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

商品設定 ▲　
4 まとめ値引き
5 ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ
6 JAN削除期間
_ 設定

2	 JANの削除期間を入力します。

000～365の範囲で入力できます。

Memo 000を設定すると、削除
機能が働きません。

	 	 	 	
JAN削除期間
期間（日)           365_

 設定

3	 設定を終了します。 	
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	 機能設定メニューでは、次の設定をおこないます。
	 ・ 、 のキーを設定する( 、 の設定)
	 ・ 、 のキーを設定する( 、 の設定)
	 ・ 、 、 のキーを設定する( 、 、 の設定)
	 ・その他のキーを設定する(その他機能名の設定)

 ■ 機能設定メニューを表示する
	 機能設定メニューを表示します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択 ▲　
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［機能設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_ 設定

 ■ 、 の設定
	 、 のキーごとに次の項目を設定することができます。
	 ・機能名(文字設定)
	 ・符号のプラス/マイナス
	 ・値引額/割引率
	 ・消費税の種類
	 ・課税方法
	 ・値引き/割引の対象
	 ・値引額の桁数制限/割引率の制限

Memo 例の手順1～9のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

3. 機能設定
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	 例 	 に次の内容を設定するとき	
マイナス符号(値引き)、値引額30円、消費税1および消費税2、内税および外税対象、	
単品および小計からの値引き、値引き制限桁数5桁(99,999円)

1	「機能設定」メニュー(☞102ペー
ジ)から「(－)」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

機能設定 ▼
 1 (－)
 2 ％
 3 まとめ値引
_ 設定

◆機能名の設定
	 	登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

初期値は のときは「(－)」、 のときは「％」です。

2	 機能名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は の機能名を「値引」に変更
したときの例です。

	 (文字入力）

	 で次の項目へ

(－) ▼
ﾃｷｽﾄ    値引
符号 ﾏｲﾅｽ
値引額 -0
 漢

◆符号のプラス/マイナスの設定
	 	符号を「プラス」に設定すると、値増し(プレミア)/割増しとしてはたらきます。「マイナス」に設定す

ると値引き/割引としてはたらきます。

3	 符号のプラス/マイナスを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

ﾌﾟﾗｽ
ﾏｲﾅｽ

	 または

	 で次の項目へ

(－) ▼
ﾃｷｽﾄ    値引
符号 ﾏｲﾅｽ
値引額 -0
 設定

◆値引額/割引(増)率の設定
	 に値引額を設定しておくと、 を押すだけで、その値引額を登録できます。
	 に割引(増)率を設定しておくと、 を押すだけで、その割引(増)率が登録できます。

4	 のときは値引額を入力します。	
のときは割引(増)率を入力します。

表示は の設定例です。

Memo 小数値を入力するとき
は、 を使って小数点を
入力してください。

	 	

	 で次の項目へ

(－) ▼
ﾃｷｽﾄ    値引
符号 ﾏｲﾅｽ
値引額　　　　 30_
 設定

つづく☞
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◆消費税の種類の設定
	 税1/税2を設定します。税2は、消費税が複数になったときに設定します。

5	 消費税の種類を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

消費税1
消費税2
消費税1&2

	 または

	 で次の項目へ

(－)� ▲▼
符号� ﾏｲﾅｽ
値引額� -30
課税対象� 消費税1&2
� 設定

◆課税方法の設定
	 値引額/割引額の課税方法を内税・外税課税/内税のみ課税/外税のみ課税/非課税から選択します。

6	 課税方法を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

非課税
外税
内税
内税＆外税

	 または

	 で次の項目へ

(－)� ▲▼
値引額� -30
課税対象� 消費税1&2
課税方法� 内税＆外税
� 設定

◆値引き/割引の対象(単品)の設定
	 個々の商品からの値引き/割引を禁止にすることができます。

7	 値引き/割引の対象(単品)を設定し
ます。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

可能
禁止

	 または

	 で次の項目へ

(－)� ▲▼
課税対象� 消費税1&2
課税方法� 内税＆外税
単品に対して� 可能
� 設定

◆値引き/割引(小計)の対象
	 小計からの値引き/割引を禁止にすることができます。

8	 値引き/割引の対象(小計)を設定し
ます。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

可能
禁止

	 または

	 で次の項目へ

(－)� ▲▼
課税方法� 内税＆外税
単品に対して� 可能
小計に対して� 可能
� 設定
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◆値引額の桁数制限/割引率の制限
	 登録金額の誤りを防ぐために、値引額/割引(増)率の制限を設定できます。

9	 のときは制限桁数を入力します。	
のときは制限率を入力します。

表示は の設定例です。

Memo 小数値を入力するとき
は、 を使って小数点を
入力してください。

	
(－) ▲　
単品に対して 可能
小計に対して 可能
桁数制限　　　　　　　5_
 設定

10	設定を終了します。 	

 ■ 、 の設定
	 、 のキーごとに次の項目を設定することができます。
	 ・機能名(文字設定)	 ・取引限度額(桁数制限)

Memo 例の手順1～3のキー操作について
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

	 例 に取引限度額の制限桁数6桁(999,999円まで)を設定するとき

1	「機能設定」メニュー(☞102ペー
ジ)から「入金」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

機能設定 ▲▼
 2 ％
 3 まとめ値引
 4 入金
_ 設定

◆機能名の設定
	 	登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

初期値は のときは「入金」、 のときは「支払」です。

2	 機能名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は の機能名を「入金登録」に
変更したときの例です。

	 (文字入力）

	 で次の項目へ

入金
ﾃｷｽﾄ　　入金登録_
桁数制限 8

 漢

◆取引限度額の桁数制限の設定
	 取引限度額の桁数制限が設定できます。「0」に設定すると登録が禁止されます。

3	 桁数制限数を入力します。 	
入金
ﾃｷｽﾄ　　入金登録
桁数制限　　　　　　　6_

 設定

4	 設定を終了します。 	
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 ■ 、 、 の設定
	 、 、 のキーごとに次の項目を設定することができます。
	 ・機能名(文字設定)	 ・預かり入力の強制/非強制
	 ・フッタ印字	 ・取引限度額(桁数制限)

Memo 例の手順1～5のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	： を押します。

	 例 	 に次の内容を設定するとき	
預り金額入力の非強制、フッタ印字なし、取引限度額の制限桁数5桁(99,999円まで)

1	「機能設定」メニュー(☞102ペー
ジ)から「信用」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

機能設定 ▲▼
 6 現金
 7 券
 8 信用
_ 設定

◆機能名の設定
	 	登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

初期値は のときは「現金」、 のときは「券」、 のときは「信用」です。

2	 機能名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は の機能名を「信用売り」に
変更したときの例です。

	 (文字入力）

	 で次の項目へ

信用 ▼
ﾃｷｽﾄ　　信用売り_
預かり入力 非強制
ﾌｯﾀ印字 なし
 漢

◆預かり入力の強制/非強制の設定
	 預かり金額の入力強制を設定しておくことができます。

3	 預かり金額の入力強制を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

非強制
強制

	 または

	 で次の項目へ

信用 ▼
ﾃｷｽﾄ 信用売り
預かり入力 非強制
ﾌｯﾀ印字 なし
 設定

◆フッタ印字
	 	各キーに対して個別にレシートの下端(フッタ)へメッセージを印字する/しないを設定できます。
	 	「フッタ印字あり」に設定したときは、「フッタ印字の選択」(☞116ページ)でフッタ印字を「締めキー

による」に設定してください。

4	 フッタ印字の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

なし
あり

	 または

	 で次の項目へ

信用 ▼
ﾃｷｽﾄ 信用売り
預かり入力 非強制
ﾌｯﾀ印字 なし
 設定
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◆取引限度額の桁数制限の設定
	 取引限度額の桁数制限が設定できます。「0」に設定すると、そのキーの使用が禁止されます。

5	 桁数制限数を入力します。 	
信用 ▲　
預かり入力 非強制
ﾌｯﾀ印字 なし
桁数制限　　　　　　　5_
 設定

6	 設定を終了します。 	

 ■ 現金在高の警告額の設定
	 	現金在高に警告金額を設定することができます。	

レジスタの現金在高が設定された金額を超えた場合、オペレータ側表示部下行に" "が点灯し、警告音
が5回鳴ります。この機能は警告だけで、その後の登録には影響しません。

1	「機能設定」メニュー(☞102ペー
ジ)から「現金在高」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

機能設定 ▲▼
34 万券
35 取引数
36 現金在高
_ 設定

2	 警告金額（0～9,999,999,999円）
を入力します。

Memo 金額を入力するときは
を押してから入力し

てください。
（初期値：9,999,999,999）

	 (金額入力)
現金在高
ﾃｷｽﾄ        現金在高
警告金額 9,999,999,999

 設定

3	 設定を終了します。 	

 ■ その他の設定
	 	登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を半角文字サイズで最大12文字まで設定できます。

初期値は機能キー番号表(☞108ページ)を参照してください。

1	「機能設定」メニュー(☞102ペー
ジ)から設定するメニュー番号を入
力します。

	 (数字入力)

	 で次の画面へ

機能設定              ▲▼
23 **総合計
24 平均単価
25 戻品
_                   設定

2	 機能名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は機能名を「返品」に変更した
ときの例です。

	 (文字入力)
戻品
ﾃｷｽﾄ    返品_

                      漢

3	 設定を終了します。 	
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◆機能キー番号表
機能キー番号 機能 初期設定

3 まとめ値引 まとめ値引
9 売上小計 **売上計
10 外税1課税小計 外税小計
11 外税1合計 外税
12 内税1課税小計 内税小計
13 内税1合計 (内税)
14 外税2課税小計 外２小計
15 外税2合計 外税２
16 内税2課税小計 内２小計
17 内税2合計 (内税２)
18 消費税合計 消費税計
19 非課税合計 非課税計
20 100円未満の端数処理 端数丸め
21 純売上合計 **純計
22 売上点数 売上点数
23 総売上合計 **総合計
24 平均売上単価 平均単価
25 戻品(返品) 戻品
26 訂正 訂正
27 取引後訂正モード 取引後訂正
28 全項目取消 取消
29 領収証 領収証
30 収入印紙貼付枠付き領収証 印紙領収
31 両替 両替
32 万券出金両替 万券→両替
33 万券入金両替 万券←両替
34 万券 万券
35 取引件数 取引数
36 現金在高 現金在高
37 券在高 券在高
38 信用在高 信用在高
39 信用/券　釣 信/券　釣
40 プラス部門　合計 ＊部門計
41 マイナス部門　合計 －部門計
42 平均客単価 平均客単価
43 ﾚﾎﾟｰﾄ　数量ﾃｷｽﾄ 数
44 小計 **小計
45 合計 **合計
46 釣銭 おつり
47 預かり不足　支払い残額表示 残額
48 買上点数 個数
49 ﾚｼｰﾄ買上点数ﾃｷｽﾄ 個
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 ■ 責任者名の設定
	 1～20の責任者番号に対して、責任者名を半角文字サイズで最大12文字まで設定できます。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択 ▲　
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［責任者］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定 ▼
1 商品設定
2 機能設定
3 責任者
_ 設定

5	 責任者を選択します。

Memo 次のキー入力操作で選択
することもできます。
・	責任者番号を入力して

を押します。	
番号を2桁入力した場
合は、 を押さな
くても次の画面が表示
されます。

	 または

	 で次の画面へ

責任者  ▼
01
02
03
 設定

6	 責任者名を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は責任者名を「田中」に変更し
たときの例です。

	 (文字入力)
01
ﾃｷｽﾄ 田中_

 漢

7	 設定を終了します。 	

4. 責任者設定
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	 各種設定メニューでは、次の設定をおこないます。
	 ・日時を設定する(日付時刻の設定)
	 ・レジスタの番号を設定する(番号の設定)
	 ・登録モードでの各種機能の登録禁止を設定する(登録モード制限の設定)
	 ・登録モードでの小数についての登録禁止を設定する(登録機能の設定)
	 ・ロール紙への印字形式を設定する(印字形式全般の設定)
	 ・レシートのヘッダ/フッタを設定する(ヘッダ/フッタの設定)
	 ・売上登録時のレシートへの印字形式を設定する(登録印字形式の設定)
	 ・領収証のロゴを設定する(領収証の設定)
	 ・点検・精算レポート時の印刷を設定する(売上レポートの設定)
	 ・電子ジャーナルのメモリーフル時の動作を設定する(電子ジャーナルの設定)
	 ・全項目精算時におこなう自動バックアップを設定する(日計全項目精算の設定)

 ■ 各種設定メニューを表示する
	 各種設定メニューを表示します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択 ▲　
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［各種設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定 ▲▼
2 機能設定
3 責任者
4 各種設定
_ 設定

 ■ 日付時刻の設定
	 日付と時刻を設定します。

	 例 2009年12月15日、15(午後3時)時5分を設定するとき

1	「各種設定」メニュー（☞前項)から
「日付時刻」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▼
 1 日付時刻
 2 番号
 3 登録ﾓｰﾄﾞ制限
_ 設定

5. 各種設定
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◆日付の設定
	 日付の設定をおこないます。

2	 日付を8桁(年:4桁、月:2桁、日:2桁)
で入力します。

	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	

	 で次の項目へ

日付時刻
日付　　 20091215_
時刻 00:00

 設定

◆時刻の設定
	 時刻の設定をおこないます。

3	 時刻を4桁で入力します。 	 	 	 	
日付時刻
日付 2009年12月15日
時刻　　　　　　　1505_

 設定

4	 設定を終了します。 	

 ■ 番号の設定
	 	レジスタが複数あるとき、区別するためにレジスタ番号を設定し、レシートに印字する取引番号を設

定します。

	 例 レジスタ番号3、一連番号5を設定するとき

1	「各種設定」メニュー(☞110ペー
ジ)から「番号」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▼
 1 日付時刻
 2 番号
 3 登録ﾓｰﾄﾞ制限
_ 設定

◆レジスタ番号の設定
	 レジスタが複数あるとき、区別するためにレジスタ番号を設定します。

2	 レジスタ番号を入力します。 	 	

	 で次の項目へ

番号
ﾚｼﾞｽﾀ番号　　　　3_
一連番号 0000

 設定

◆一連番号の設定
	 	レシートに印字する取引番号の開始番号を設定します。精算をおこなっても自動的に開始番号に戻ら

ないため、毎日同じ番号から始めたい場合は、開店前に開始番号を設定してください。

3	 一連番号を入力します。 	 	
番号
ﾚｼﾞｽﾀ番号 000003
一連番号　　　　　 5_

 設定

4	 設定を終了します。 	
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 ■ 登録モード制限の設定
	 登録モードでの各種機能の登録禁止が設定できます。

1	「各種設定」メニュー(☞110ページ)
から「登録モード制限」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▼
 1 日付時刻
 2 番号
 3 登録ﾓｰﾄﾞ制限
_ 設定

2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が順に表示されます。

・直前訂正
可能 禁止

・指定訂正
可能 禁止

・全項目取消
可能 禁止

・戻品登録
可能 禁止

・入金
可能 禁止

・支払
可能 禁止

・両替
可能 禁止

・コピーレシート
可能 禁止

・学習機能
可能 禁止

	 または
登録ﾓｰﾄﾞ制限 ▼
直前訂正 可能
指定訂正 可能
全項目取消 可能
 設定

登録ﾓｰﾄﾞ制限 ▲　
両替 可能
コピーレシート 可能
学習機能 可能
 設定

3	 上記一覧を参考に項目を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順2～3をおこなってください。

	 または

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	
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 ■ 登録機能の設定
	 登録モードでの次の項目の登録機能が設定できます。
	 ・小数数量の設定
	 ・100円未満の端数処理(合計額の丸め)の設定

	 例 小数数量あり、1円～99円を100円に切り上げ、に設定するとき

1	「各種設定」メニュー(☞110ペー
ジ)から「登録機能」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲▼
 2 番号
 3 登録ﾓｰﾄﾞ制限
 4 登録機能
_ 設定

◆小数数量の設定
	 	商品個数の小数入力を可能にするか設定できます。小数数量を「あり」に設定すると、売上個数の小数

入力(小数点以下第3位まで)ができます。

2	 小数数量の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

あり
なし

	 または

	 で次の項目へ

登録機能
小数数量 あり
100円未満処理 0000

 設定

◆100円未満の端数処理(合計額の丸め)の設定
	 	5円丸め10円丸めといったお買い上げ合計額の端数(1円～99円)の丸めの処理が設定できます。
	 「100円未満の端数処理」(☞114ページ)の表を参照してnnmmの数値を入力して設定します。

3	 端数処理を4桁の数値で設定します。

初期値は0000です。

	 	 	 	 	
登録機能
小数数量 あり
100円未満処理 1001_

 設定

4	 設定を終了します。 	



各種設定

114

	 100円未満の端数処理
nn捨mm入

処理内容 処理例 入力例
nn mm

00 00 端数処理しない 0000
09 09 9円以下切り捨て 	 :1～9円→0円 0909
99 99 99円以下切り捨て 	 :1～99円→0円 9999
00 01 1円～9円を10円に切り上げ 	 :1～9円→10円 0001
10 01 1円～99円を100円に切り上げ 	 :1～99円→100円 1001
09 10 9捨10入 9捨10入	 :	1～9円→0円、10～99円→100円 0910

0n 0m n捨m入(n:1～4,m:5～9) 2捨8入	 :	1～2円→0円、3～7円→5円、	
8～9円→10円 0208

0n 0m n捨m入(n+1=m) 4捨5入	 :	1～4円→0円、5～9円→10円 0405

nn mm nn捨mm入
(nn:1～49,mm:50～99)

20捨80入	:	1～20円→0円、21～79円→50円、
80～99円→100円 2080

nn mm nn捨mm入(nn+1=mm) 49捨50入	:	1～49円→0円、50～99円→100円 4950
nn 00 n捨0入(n:1～4) 4捨0入	 :	1～4円→0円、5～9円→5円 0400
nn 00 nn捨00入(nn:1～49) 49捨00入	:	1～49円→0円、50～99円→50円 4900

 ■ 印字形式全般の設定
	 	営業記録(ジャーナル)をロール紙に印字する設定や営業記録の印字を圧縮印字に変更する設定があり

ます。また、設定日付、時刻、一連番号を印字しないように設定することができます。

1	「各種設定」メニュー(☞110ページ)
から「印字形式全般」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲▼
 3 登録ﾓｰﾄﾞ制限
 4 登録機能
 5 印字形式全般
_ 設定

2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が順に表示されます。

・通常印字形式
ジャーナル レシート

・登録/訂正モード
通常 圧縮

・設定/点検/精算/SD
通常 圧縮

・日付印字
する しない

・時刻印字
する しない

・一連番号印字
する しない

	 または
印字形式全般 ▼
通常印字形式 ﾚｼｰﾄ
登録/訂正ﾓｰﾄﾞ 通常
設定/点検/精算 通常
 設定

印字形式全般 ▲　
日付印字 する
時刻印字 する
一連番号印字 する
 設定
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3	 手順2の一覧を参考に項目を設定
します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
別の設定項目を続けて設定する場
合は、手順2～3をおこなってくだ
さい。

	 または

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	

	
POINT! レシート印字について

時刻印字(☞114ページ)レシートに印字する/しない
を選択できるものは、日付・
時刻・一連番号・小計キー
の押下・買上点数印字の5
種類です。また、合計金額
印字の上にスペースを空け
るように設定できます。た
だし印字例のように買上点
数を印字するように設定し
ている場合は、買上点数の
上にスペースが空きます。

日付印字(☞114ページ)

一連番号印字(☞114ページ)

合計前紙送り(☞118ページ)

小計キーで印字(☞118ページ)

買上点数印字(☞118ページ)

 ■ ヘッダ/フッタの設定
	 次の項目の印字様式を設定できます。
	 ・メッセージ(ヘッダ/フッタ)の印字選択
	 ・フッタ印字の選択
	 ・店名ロゴの選択
	 ・メッセージ1印字、メッセージ2印字の選択

	 例 	ヘッダ/フッタを登録のみ、フッタ印字を全レシート、店名ロゴ印字をヘッダ、メッセー
ジ1をヘッダ、メッセージ2をなし、に設定するとき

1	「各種設定」メニュー(☞110ページ)
から「ヘッダ/フッタ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲▼
 4 登録機能
 5 印字形式全般
 6 ヘッダ／フッタ
_ 設定

つづく☞
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◆メッセージ(ヘッダ/フッタ)の印字選択
	 �店名ロゴの下(ヘッダ)のメッセージとレシートの下端(フッタ)のメッセージを売上登録時に発行する

レシートのみに印字するように設定できます。プリンタの構造上、登録のみに印字する設定にしても、
登録以外のモードで店名ロゴやメッセージの一部が印字される場合があります。

2	 ヘッダ/フッタを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

全レシート
登録のみ

	 または

	 で次の項目へ

ヘッダ／フッタ� ▼
ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ� 全ﾚｼｰﾄ
ﾌｯﾀ印字� 全ﾚｼｰﾄ
店名ﾛｺﾞ選択� お買上票
� 設定

◆フッタ印字の選択
	 �レシートの下端(フッタ)に印字されるメッセージを取引締めキー( 、 、 )使用時のみ印字す

るように設定できます。この設定にしたときは、「 、 、 の設定」(☞106ページ)で各キーに
対して個別に、「フッタ印字なし/あり」を設定してください。

3	 フッタ印字を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

全レシート
締めキーによる

	 または

	 で次の項目へ

ヘッダ／フッタ� ▼
ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ� 全ﾚｼｰﾄ
ﾌｯﾀ印字� 全ﾚｼｰﾄ
店名ﾛｺﾞ選択� お買上票
� 設定

◆店名ロゴの種類を選択
	 印字する店名ロゴの種類を選択します。

4	 店名ロゴの種類を選択します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

お買上票
領収証
その他

	 または

	 で次の項目へ

ヘッダ／フッタ         ▼
ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ      � 全ﾚｼｰﾄ
ﾌｯﾀ印字       � 全ﾚｼｰﾄ
店名ﾛｺﾞ選択     お買上票
                    設定

◆店名ロゴの選択
	 店名ロゴをヘッダに印字するかを選択します。

5	 店名ロゴ印字を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

ヘッダ
なし

	 または

	 で次の項目へ

ヘッダ／フッタ� ▲▼
ﾌｯﾀ印字� 全ﾚｼｰﾄ
店名ﾛｺﾞ選択     お買上票
店名ﾛｺﾞ印字� ﾍｯﾀﾞ
� 設定
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◆メッセージ1印字、メッセージ2印字の選択
	 	「ロゴとメッセージの設定」(☞122ページ)で設定したメッセージ1、メッセージ2をヘッダまたはフッ

タに印字するかしないかを設定できます。メッセージ1とメッセージ2をヘッダ(フッタ)に印字する設
定にした場合は、ヘッダ(フッタ)にメッセージ1に続いてメッセージ2が印字されます。

6	 メッセージ1の印字を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

ヘッダ
フッタ
なし

	 または

	 で次の項目へ

ヘッダ／フッタ ▲▼
店名ﾛｺﾞ選択     お買上票
店名ﾛｺﾞ印字 ﾍｯﾀﾞ
ﾒｯｾｰｼﾞ1印字 ﾍｯﾀﾞ
 設定

7	 メッセージ2の印字を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

ヘッダ
フッタ
なし

	 または
ヘッダ／フッタ ▲　
店名ﾛｺﾞ印字 ﾍｯﾀﾞ
ﾒｯｾｰｼﾞ1印字 ﾍｯﾀﾞ
ﾒｯｾｰｼﾞ2印字 なし
 設定

8	 設定を終了します。 	

 ■ 登録印字形式の設定
売上登録時のレシートへの印字形式を各種設定することができます。
印紙貼付けの設定を「金額による」に設定しておくと、「印紙金額」で設
定された金額以上のレシートを発行する際に、自動的に収入印紙用の余
白を作成して印字します。

収入印紙用余白

1	「各種設定」メニュー(☞110ページ)
から「登録印字形式」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲▼
 5 印字形式全般
 6 ヘッダ／フッタ
 7 登録印字形式
_ 設定

つづく☞
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2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が順に表示されます。

・登録レシート印字
明細 合計

・事後・コピーレシート
明細 合計

・現金単品売り
明細 合計

・レシートの編集
する しない

・両替のレシート発行
する しない

・単価0のPLU
テキストのみ 通常

・PLUコードの印字
しない ジャーナル

レシート レシート＆
ジャーナル

・JANコードの印字
しない ジャーナル

レシート レシート＆
ジャーナル

・	小計キーで印字	
(小計キーを押すごとに小計を印字)
しない する

・買上点数印字
する しない

・合計前紙送り
しない する

・印紙貼付け
なし 金額による

・印紙金額
0～99999999(初期値：30,000)

	 または
登録印字形式 ▼
登録ﾚｼｰﾄ印字 明細
事後・ｺﾋﾟｰﾚｼｰﾄ 明細
現金単品売り 明細
 設定

登録印字形式 ▲　
合計前紙送り しない
印紙貼付け なし
印紙金額 30,000
 設定

3	 上記一覧を参考に項目を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順2～3をおこなってください。

Memo 「印紙金額」を設定の場
合は、数値を入力して
を押してください。

	 または

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	
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 ■ 領収証の設定
	 	領収証に印字する領収証ロゴと店名ロゴの切りかえができます。また、領収証に印字する一連番号を

何番からスタートさせるかを設定します。領収証控え発行の有無や、収入印紙枠を印字する金額を設
定します。

1	「各種設定」メニュー(☞110ペー
ジ)から「領収証」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲▼
 6 ヘッダ／フッタ
 7 登録印字形式
 8 領収証
_ 設定

2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が順に表示されます。

・領収証ロゴ
領収証ロゴ 店名ロゴ

・領収証控え
なし あり

・任意額内税印字
しない する

・領収証番号
0000～9999(初期値：0000)
・印紙金額
0～99999999(初期値：30,000)

	 または
領収証 ▼
領収証ﾛｺﾞ 領収証ﾛｺﾞ
領収証控え あり
任意額内税印字 しない
 設定

領収証 ▲　
任意額内税印字 しない
領収証番号 0000
印紙金額 30,000
 設定

3	 上記一覧を参考に項目を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順2～3をおこなってください。

Memo 「領収証番号」と「印紙金
額」を設定の場合は、数
値を入力して を押し
てください。

	 または

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	

 ■ 売上レポート印字の設定
	 	点検・精算レポートの印字の時に、レポート数がゼロの時に印字をするかしないか、また集計期間を

印字するかしないかを選択できます。

1	「各種設定」メニュー(☞110ペー
ジ)から「売上レポート印字」を選択
します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲▼
 7 登録印字形式
 8 領収証
 9 売上レポート印字
_ 設定

つづく☞
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2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が表示されます。

・	PLUレポ　0スキップ	
(PLUレポート)
しない する

・	レポートゼロスキップ	
(PLUレポート以外)
しない する

・集計期間印字
しない する

	 または
売上レポート印字
PLUﾚﾎﾟ 0ｽｷｯﾌﾟ する
ﾚﾎﾟｰﾄｾﾞﾛｽｷｯﾌﾟ する
集計期間印字 しない
 設定

3	 上記一覧を参考に項目を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順2～3をおこなってください。

	 または

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	

 ■ 電子ジャーナルの設定
	 	電子ジャーナルをメモリーに保存しきれなくなったとき(メモリーフル時)の動作を設定します。

	 メモリーフル時の動作
	 ・無視	 ：メモリーの残りがなくなると、古いデータから削除します。警告表示はしません。
	 ・警告のみ	：	メモリーの残りが20%以下、10%以下、5%以下になると警告表示をします。その後の

登録は可能です。
	 ・ロック	 ：	メモリーの残りが20%以下、10%以下、5%以下になると警告表示をします。メモリー

の残りがなくなると、エラーとなり続けて登録ができなくなります。丁度締めか預り十
分締めの操作をおこなった後、営業記録を精算してください。

Memo 警告表示の表示については、「メモリーに保存しきれなくなったときの動作について」（☞
64ページ）を参照してください。

1	「各種設定」メニュー(☞110ページ)
から「電子ジャーナル」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲▼
 8 領収証
 9 売上レポート印字
10 電子ジャーナル
_ 設定
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2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が表示されます。

・印字型式
通常 圧縮

・フル時の動作
無視 警告のみ ロック

	 または
電子ジャーナル
印字形式 通常
ﾌﾙ時の動作 無視

 設定

3	 上記一覧を参考に項目を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順2～3をおこなってください。

	 または

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	

 ■ 日計全項目精算の設定
	 	全項目精算時、SDメモリーカードに設定や売上の全データを自動的にバックアップ(データ保存)する

ように設定できます。

1	「各種設定」メニュー(☞110ページ)
から「日計全項目精算」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

各種設定 ▲　
 9 売上レポート印字
10 電子ジャーナル
11 日計全項目精算
_ 設定

2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が表示されます。

・全データ自動書込み
しない する

・売上データ自動書込
しない する

・電子ジャーナル
クリアしない 精算する
SD書込とクリア SD書込と精算

	 または
日計全項目精算
全ﾃﾞｰﾀ自動書込み しない
売上ﾃﾞｰﾀ自動書込 しない
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ ｸﾘｱしない
 設定

3	 上記一覧を参考に項目を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。
別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順2～3をおこなってください。

	 または

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	
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 ■ 店名･領収証ロゴ/各種メッセージの設定
	 次の項目を設定することができます。

◆店名ロゴの設定
	 	店名ロゴを、最大4行、各行半角文字サイズで30文字まで設定することができます。領収証ロゴに店名

ロゴを使うに設定している場合は、ここで設定された内容が領収証にも印字されます（☞119ページ）。

◆コマーシャルメッセージの設定（メッセージ1、メッセージ2）
	 	レシートにお店からのお知らせとして、コマーシャルメッセージを印字することができます。メッセー

ジはメッセージ1とメッセージ2の2種類を、それぞれ最大3行、各行半角文字サイズで30文字まで設
定できます。メッセージ1の初期値は、「またの御来店を(1行目)お待ちしております(2行目)ありがとう
ございました(3行目)」が中央揃えで設定されています。コマーシャルメッセージの印字位置は、レシー
トのヘッダ(上部)またはフッタ(下端)のどちらかを選択して印字することができます。(☞117ページ）

◆領収証ロゴの設定
	 	領収証に印字される領収証ロゴを最大6行、各行半角文字サイズで30文字まで設定することができま

す。領収証の設定で店名ロゴを使う設定にしている場合は、領収証には店名ロゴが印字され、ここで
の設定は無効になります（☞119ページ）。

	
店名ロゴ

コマーシャル
メッセージ

	

領収証ロゴ

6. ロゴとメッセージの設定
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1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択 ▲　
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［ロゴとメッセージ］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定 ▲▼
3 責任者
4 各種設定
5 ロゴとメッセージ
_ 設定

5	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が順に表示されます。

店名ロゴ
メッセージ1
メッセージ2
領収証ロゴ

	 または

	 で次の画面へ

ロゴとメッセージ 　▼
1 店名ロゴ
2 メッセージ１
3 メッセージ２
_ 設定

6	 1行目の文字を入力します。

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞75ページ)を参照してください。
表示は1行目の文字を「シャープ」
に変更したときの例です。

	 (文字入力)

	 で次の行へ

店名ロゴ 　▼
シャープ_

 漢

7	 1行目と同じ方法で、2行目以降の
文字を入力します。

1行目と同じ方法で、2行目以降の
文字を入力します。
入力をしないときは を押して、
次の行に進みます。
店名ロゴは4行分、メッセージ1・
2は3行分、領収証ロゴは6行分入
力できます。

8	 設定を終了します。 	
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	 ここでは消費税の端数処理や税率の設定などについて説明しています。

 ■ お店に合わせて消費税を設定(変更)する
	 ご購入時、消費税は次のように設定されています。
	 ・消費税率	 ：5％
	 ・課税方法	 ：すべての部門に対して内税課税
	 ・内税の端数処理	：1円未満を切り捨て

	 内税商品のみ扱うお店	→	このまま使えます
	 ご購入時は、 ～ のすべての部門に内税が設定されています。

	 外税商品または非課税商品があるお店	→	設定を変更してください
	 	外税商品または非課税商品を登録する部門を決めて、部門ごとに「部門の設定」（☞89ページ）で設定

してください。
	 (設定例）
	 ～ 	：内税商品の登録に使う部門…設定変更なし
	 ～ 	：外税商品の登録に使う部門…外税に設定変更
	 ～ 	：非課税商品の登録に使う部門…非課税に設定変更

	 消費税の端数処理とお買い上げ合計の丸めの設定について
	 	消費税額の1円未満の端数処理は、ご購入時、外税、内税共に切り捨てに設定されていますが、それぞ

れの端数処理を変更することができます。（☞125ページ）	
また、お買い上げ税込合計からの5円丸め、10円丸めといった端数処理を設定することもできます。
ご購入時、丸めの端数処理はしない設定になっています。「100円未満の端数処理(合計額の丸め)の設
定」（☞113ページ）を参照してください。

	 ご購入時すでに消費税のしくみが変わっているとき	→	すぐに消費税を変更してください
	 	現行の税制に合わせて、ご購入時は消費税率は5％に、免税点は0円に設定されています。
	 	レジスタを最初に使われるときから、税制が合わないときは、「消費税の税率および免税点の設定」（☞

127ページ）で設定を変更してください。

	 これから消費税が変更になるとき	→	消費税の自動変更予約をすることができます。
	 	このレジスタは、消費税の自動変更予約機能を備えています。これから税制が変わるときは、新税施

行日より以前に税率や変更日を設定しておくと、変更日に自動的に設定を変更します。
	 	消費税の自動変更予約機能を使用するときは、「消費税の自動変更予約機能について」（☞128ページ）

を参照してください。

7. 消費税の設定
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 ■ 消費税設定メニューを表示する
	 消費税設定メニューを表示します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択 ▲　
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［消費税設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定 ▲▼
4 各種設定
5 ロゴとメッセージ
6 消費税設定
_ 設定

 ■ 端数処理の設定
	 税金の端数処理について設定します。

	 例 	内税切り捨て、外税切り捨てに設定するとき

1	「消費税設定」メニュー（☞前項）か
ら「端数処理」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

消費税設定 　▼
1 端数処理
2 登録印字
3 消費税１
_ 設定

2	 内税の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

４捨５入
切り上げ
切り捨て

	 または

	 で次の項目へ

端数処理
内税 切り捨て
外税 切り捨て

 設定

3	 外税の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

４捨５入
切り上げ
切り捨て

	 または
端数処理
内税 切り捨て
外税 切り捨て

 設定

4	 設定を終了します。 	
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 ■ 登録印字の設定
	 税金のレシートへの印字について設定します。

	
POINT! 消費税の印字の設定

内税課税小計

税関連の記号や税額でレシート
に、印字する、しないを選択でき
るものは次の6種類です。

外税の記号

外税課税小計

内税額

内税の記号
非課税の記号

	 例 	外税記号印字しない、内税記号印字しない、非課税記号印字しない、外課税小計印字する、
内課税小計印字しない、内税額印字するに設定するとき

1	「消費税設定」メニュー（☞125ペー
ジ）から「登録印字」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

消費税設定 　▼
1 端数処理
2 登録印字
3 消費税１
_ 設定

2	 外税記号印字の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

しない
する

	 または

	 で次の項目へ

登録印字               ▼
外税記号印字      しない
内税記号印字        する
非課税記号印字      する
                    設定

3	 内税記号印字の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

しない
する

	 または

	 で次の項目へ

登録印字               ▼
外税記号印字      しない
内税記号印字      しない
非課税記号印字      する
                    設定

4	 非課税記号印字の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

しない
する

	 または

	 で次の項目へ

登録印字 ▼
外税記号印字 しない
内税記号印字 しない
非課税記号印字 しない
 設定
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5	 外課税小計印字の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

しない
する

	 または

	 で次の項目へ

登録印字 ▲▼
内税記号印字 しない
非課税記号印字 しない
外課税小計印字 する
 設定

6	 内課税小計印字の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

しない
する

	 または

	 で次の項目へ

登録印字 ▲▼
非課税記号印字 しない
外課税小計印字 する
内課税小計印字 しない
 設定

7	 内税額印字の設定をします。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

しない
する

	 または
登録印字 ▲　
外課税小計印字 する
内課税小計印字 しない
内税額印字 する
 設定

8	 設定を終了します。 	

 ■ 消費税の税率および免税点の設定
	 	このレジスタは、消費税の税率が2種類になっても対応できるように消費税1と消費税2で税率を分け

て設定できるようになっています。また、消費税1と消費税2それぞれに免税点を設定できます。
	 	ご購入時は、消費税1に消費税5%、免税点0円が設定されています（現行の税制では消費税2は使い

ません）。すでに税制が変わっているときは、ここでの設定を変更してから使いはじめてください。

	 例 	消費税1に税率7%、免税点100円に設定するとき

1	「消費税設定」メニュー（☞125ペー
ジ）から「消費税1」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

消費税１
消費税２

	 または

	 で次の画面へ

消費税設定 　▼
1 端数処理
2 登録印字
3 消費税１
_ 設定

つづく☞



消費税の設定

128

2	 税率を入力します。

初期値は、「消費税1」は5、「消費税
2」は0です。

Memo 小数値を入力するとき
は、 を使って小数点
を入力してください。

	

	 で次の項目へ

消費税１
税率　　　　　 7_
免税点 0

 設定

3	 免税点を入力します。

初期値は0です。

	 	 	
消費税１
税率 7.0000%
免税点　　　　　 100_

 設定

4	 設定を終了します。 	

 ■ 消費税の自動変更予約機能について
	 	消費税が改正される場合、更新日と新しい税率、免税点をまえもって設定しておくと、指定した更新

日に自動的に税率と免税点を更新することができます（消費税の自動変更予約機能）。	
また、このレジスタは、商品の種類によって2種類の税率が使われる場合に備えて、消費税1と消費税
2を備えています。2種類の税率が施行される場合は、消費税1と消費税2を設定することで使いわけ
ができます。	
現行のように商品にかかる一般的な税率が1種類しかなく、そのまま税率が変わるだけという改正の
場合は、現在使っている消費税1の税率を変更するだけでよいことになります。

	 消費税の自動変更予約機能の設定は、必ず、次の順番でおこなってください。
	 	 （1）更新年月日とタイミングを設定します（☞129ページ）。
	 	 （2）更新消費税1および更新消費税2に、新しい税率と免税点を設定します（☞130ページ）。

ご注意 すでに消費税率等が変わっている場合は、この機能は使えません。前ページの「消費税の税率および
免税点の設定」を使って設定してください。

消費税の自動変更予約機能を設定すると、新税率施行日に自動変更機
能がはたらき、設定されていた新税率および免税点になり、税率更新
の確認用レシートが発行されます。

税率更新の確認用レシート例

Memo ・	更新タイミングは初期設定（更新日に任意のキーを押したときに更新）になります。
・更新日付はクリアされて、「0000年00月00日」になります。
・更新用消費税1の設定はクリアされて、「0％、免税点0」になります。
・更新用消費税2の設定はクリアされて、「0％、免税点0」になります。
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更新日とタイミングの設定
	 消費税が改正されるとき、更新のタイミングをお店に合わせて次の2種類から選択できます。
	 	 ・日付更新後：指定した更新日以降に任意のキーを押したときに更新する
	 	 ・日計精算後：指定した更新日以降に日計全項目精算をおこなった後で更新する
	 ご購入時の設定のままでよければ、この設定を変更する必要はありません。
	 	税率更新のタイミングを「設定更新日以降に任意のキーを押したとき」に設定する場合、更新日の前日

中に登録した取引と登録中に更新日になった取引には、更新前の税率が適用されます。
	 	更新日を設定したときは、必ず新しい税率と免税点を更新消費税1および更新消費税2に正しく設定

してください。

	 例 	更新予約に2010年10月1日、日付更新後を設定するとき

1	「消費税設定」メニュー（☞125ペー
ジ）から「更新予約」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

消費税設定 ▲▼
3 消費税１
4 消費税２
5 更新予約
_ 設定

2	 日付を8桁(年:4桁、月:2桁、日:2桁)
で入力します。

初期値は、「0000年00月00日」
（更新予約なし）です。

	 	 	 	 	

	 	 	

	 で次の項目へ

更新予約
日付　　 20101001_
ﾀｲﾐﾝｸﾞ 日付更新後

 設定

3	 税率更新のタイミングを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

日付更新後
日計精算後

	 または
更新予約
日付 2010年10月01日
ﾀｲﾐﾝｸﾞ 日付更新後

 設定

4	 設定を終了します。 	
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更新する税率と免税点の設定	
	 消費税1を更新するときは、更新消費税1に、新しい税率と免税点を設定します。
	 消費税2を更新するときは、更新消費税2に、新しい税率と免税点を設定します。

ご注意 消費税の自動変更予約機能を実行するときは、更新消費税1と更新消費税2の両方を必ず設定してく
ださい。更新消費税1と更新消費税2は、更新日に同時に更新されますので、ご注意ください。たと
えば、消費税2に変更があり、消費税1に変更がない場合でも、更新消費税1に現在の消費税1と同じ
設定をしておかないと、更新日に消費税1の設定が消えてしまいます。

	 例 	更新消費税1に税率5%、免税点100円に設定するとき

1	「消費税設定」メニュー（☞125
ページ）から「更新消費税1」を選択
します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

更新消費税1
更新消費税2

	 または

	 で次の画面へ

消費税設定 ▲▼
4 消費税２
5 更新予約
6 更新消費税1
_ 設定

2	 税率を入力します。

初期値は0です。

Memo 小数値を入力するとき
は、 を使って小数点
を入力してください。

	 	

	 で次の項目へ

更新消費税1
税率　　　　　 5_
免税点 0

 設定

3	 免税点を入力します。

初期値は0です。

	 	 	
更新消費税1
税率 5.0000%
免税点　　　　　 100_

 設定

4	 設定を終了します。 	
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各種設定をするとき

	 デバイス設定メニューでは、次の設定をおこないます。
	 ・キーを押したときの操作音の有無を設定する（キー操作音の設定）
	 ・スリープモードに入る時間を設定する(画面の設定(スリープモード/明るさ))
	 ・操作画面の明るさを設定する(画面の設定(スリープモード/明るさ))
	 ・レシートに印字する濃度を設定する（プリンタ濃度の設定）
	 ・ハンドスキャナの機能を設定する（ハンドスキャナの設定）
	 ・通信のタイムアウト時間を設定する（通信タイムアウトの設定）

 ■ デバイス設定メニューを表示する
	 デバイス設定メニューを表示します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択 ▲　
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［デバイス設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定 ▲▼
5 ロゴとメッセージ
6 消費税設定
7 デバイス設定
_ 設定

 ■ キー操作音の設定
	 キーを押したときの操作音の有無を設定することができます。

Memo 例の手順1～2のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	：	 を押します。

1	「デバイス設定」メニュー（☞前項）
から「キー」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

デバイス設定 　▼
1 キー
2 画面
3 ﾌﾟﾘﾝﾀ
_ 設定

8. デバイス設定

つづく☞
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2	 キー操作音の有無を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

あり
なし

	 または
キー
キー操作音 あり

 設定

3	 設定を終了します。 	

 ■ 画面の設定(スリープモード/明るさ)
	 	スリープモードに入る時間および操作画面の明るさを設定します。スリープモードに入ると、オペレー

タ側表示部の表示とバックライトが消え、客側表示部は消灯します。

1	「デバイス設定」メニュー(☞131
ページ)から「画面」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

デバイス設定           ▼
1 キー
2 画面
3 ﾌﾟﾘﾝﾀ
_                   設定

2	 設定する項目を選択します。

または を押すごとに、下記の
設定項目が表示されます。

・省電力時間
1～254(分)(初期値:30分)
・明るさ
1～8(初期値:4)

	 または
画面
省電力時間 30
明るさ 4

 設定

3	 上記一覧を参考に項目を設定します。

別の設定項目を続けて設定する場合
は、手順2～3をおこなってください。

	 (数値入力)

	 で次の項目へ

4	 設定を終了します。 	

Memo スリープモードを解除するときは、 キーを押してください。

 ■ プリンタ濃度の設定
	 レシートに印字する濃度を、1～99の値で設定することができます。

Memo 例の手順1～2のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	：	 を押します。
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1	「デバイス設定」メニュー（☞131
ページ）から「プリンタ」を選択し
ます。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

デバイス設定 　▼
1 キー
2 画面
3 ﾌﾟﾘﾝﾀ
_ 設定

2	 濃度を入力します。

初期値は50です。

	 	
ﾌﾟﾘﾝﾀ
濃度 50_

 設定

3	 設定を終了します。 	

 ■ ハンドスキャナの設定
	 ハンドスキャナの機能を設定することができます。

ご注意 ・同梱のハンドスキャナをご使用の場合、この設定は必要ありません。
・	オプションのハンドスキャナ(RZ-4BR1C)をご使用の場合、手順6でスキャナの種類を変更する必
要があります。その他の設定は、初期値のままで変更の必要はありません。

Memo 例の手順1～6のキー操作について
・項目を選択するとき	 ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき	 ： または を押します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	：	 を押します。

1	「デバイス設定」メニュー（☞131
ページ）から「バーコードリーダー」
を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

デバイス設定 ▲▼
2 画面
3 ﾌﾟﾘﾝﾀ
4 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ 
_ 設定

2	 データの転送速度を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

4800bps
9600bps
19200bps

	 または

	 で次の項目へ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ 　▼
転送速度 4800bps
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7ﾋﾞｯﾄ
ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ ODD
 設定

3	 データビットを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

7ビット
8ビット

	 または

	 で次の項目へ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ 　▼
転送速度 4800bps
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7ﾋﾞｯﾄ
ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ ODD
 設定

つづく☞



デバイス設定

134

4	 パリティビットを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

なし
ODD
EVEN

	 または

	 で次の項目へ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ 　▼
転送速度 4800bps
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7ﾋﾞｯﾄ
ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ ODD
 設定

5	 ストップビットを設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

1ビット
2ビット

	 または

	 で次の項目へ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ ▲▼
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7ﾋﾞｯﾄ
ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ ODD
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1ﾋﾞｯﾄ
 設定

6	 スキャナの種類を設定します。

項目の選択方法は、「項目の選択方法」
(☞80ページ)を参照してください。

XE-A280
RZ-4BR1C

	 または
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ ▲　
ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ ODD
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1ﾋﾞｯﾄ
ｽｷｬﾅﾀｲﾌﾟ XE-A280
 設定

7	 設定を終了します。 	

 ■ 通信タイムアウトの設定
	 	USB経由でレジスタからパソコンへデータ通信を行う場合、データが送れなくなってから、通信を遮

断するまでの時間を、1～255（秒）の値で設定することができます。
Memo 例の手順1～2のキー操作について

・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	：	 を押します。

1	「デバイス設定」メニュー（☞131
ページ）から「通信」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

デバイス設定 ▲　
3 ﾌﾟﾘﾝﾀ
4 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ 
5 通信
_ 設定

2	 通信タイムアウトの時間を入力し
ます。

初期値は7です。

	
通信
ﾀｲﾑｱｳﾄ　　　　　　　 7_

 設定

3	 設定を終了します。 	
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	 	本レジスタには、管理者でないと操作できないものがあり、操作する前に管理者コードを入力する画
面が表示されます。

	 ここでは、管理者コードの設定をおこないます。
Memo 例の手順5のキー操作について

・数値訂正をするとき	 ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき	 ： を押します。
・設定を途中で中止するとき	：	 を押します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択 ▲　
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_ モード

3	［設定］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 練習ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ
_ 設定

4	［管理者コード］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定 ▲　
6 消費税設定
7 デバイス設定
8 管理者コード
_ 設定

5	 管理者コードを入力します。

表示は管理者コードを「1234」に
設定したときの例です。

	 	 	 	 	
管理者コード
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞ 1234_

 設定

6	 設定を終了します。 	

9. 管理者の設定
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付　録

アフターサービスについて

困ったときは

各種設定をするとき
ここでは、レジスタを使ううえで必
要な設定内容とその設定方法につ
いて説明しています。

知っておいて	
いただきたいこと
ここでは、カスタマサポートツール
やレジスタのメンテナンスについ
て説明しています。

売上の点検と精算を	
するとき
ここでは、売上の点検と精算の種類
やその操作方法、営業記録の印字方
法などを説明しています。

売上登録をするとき
ここでは、売上登録のしかたや登録
の訂正のしかたなど、レジスタの基
本的な操作方法を説明しています。

はじめてお使い	
いただくとき
ここでは、レジスタの設置や日付の
登録など、お使いいただく前の準備
作業について説明しています。

1.	設定をする前に
2.	商品設定
3.	機能設定
4.	責任者設定
5.	各種設定
6.	ロゴとメッセージの設定
7.	消費税の設定
8.	デバイス設定
9.	管理者の設定

1.	JANコードの削除機能について
2.	カスタマサポートツールについて
3.	SDメモリーカードについて
4.	キーボードの取扱いについて
5.	ロール紙の補充と交換
6.	ドロアなどの取扱いについて

1.	営業中の売上の確認
2.	1日の売上の点検・精算
3.	期間集計の点検・精算

1.	基本的な使いかた
2.	お店にあわせた使いかた
3.	訂正のしかた

1.	はじめてお使いになるとき
2.	各部の名前とはたらき
3.	レジスタの1日の流れ



138

知っておいていただきたいこと

本機に登録されているJANコードを削除します。設定された削除期間（最大365日）を超えて使用していな
い（登録も設定操作もおこなわれていない）JANコードの点検および削除ができます。
（初期設定では削除期間が0日に設定されているため、自動削除が「あり」に設定されていてもJANコードを
削除できません。削除期間の設定については「JAN削除期間の設定」（☞101ページ）を参照してください。）

 ■ JAN未使用メニューを表示する
	 JAN未使用メニューを表示します。

1	 登録モードで を押します。 	

2	［日計	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            　▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

3	［JAN未使用］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または
日計 点検／精算       ▲▼
2 売上点検
3 売上精算
4 JAN未使用             
_                   日計

4	 JAN未使用メニューが表示されます。	

1. JANコードの削除機能について
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 ■ 未使用のJANコードを点検する
	 一定期間使用していないJANコードをレポートで確認できます。

1	 JAN未使用メニューから［点検］を
選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または
JAN未使用
1 点検                  
2 削除

_                   日計

2	 レポートを印字します。 	
レシート印字例

一定期間使用	
されていない	
JANコード

 ■ 未使用のJANコードを削除する
	 一定期間使用していないJANコードを削除します。

未使用のJANコードをすべて削除する
	 	一定期間使用していないJANコードをすべて削除します。ただし、自動削除が「非対象」に設定されて

いるJANコードは削除されません。

1	 JAN未使用メニューから［削除］を
選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

JAN未使用
1 点検                  
2 削除

_                   日計

2	［全削除］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または
JAN未使用
1 全削除                
2 指定削除

_                   日計

3	 JANコードを削除します。

レポートが印字されます。

	
レシート印字例

削除された	
JANコード
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未使用のJANコードを指定して削除する
	 一定期間使用していないJANコードを指定して削除します。

1	 JAN未使用メニューから［削除］を
選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

JAN未使用
1 点検                  
2 削除

_                   日計

2	［指定削除］を選択します。

Memo ・	メニュー番号を入力し
て選択することもでき
ます。

・	未使用のJANコード
がないときは、
を押しても何も表示さ
れません。

	 または

	 で次の画面へ

JAN未使用
1 全削除                
2 指定削除

_                   日計

3	［削除］または［削除しない］を選択
します。

Memo ・	［削除］を選択するご
とに、レポートが印字
されます。

・	未使用のJANコード
が複数あるときは、手
順3を繰り返します。

	 または

	 で削除

  4901234567894
 部門０５
 1.削除
 2.削除しない

レシート印字例

削除された	
JANコード

 ■ 部門ごとにJANコードを削除する
	 	部門ごとにJANコードを削除します。削除期間やJAN自動削除の設定にかかわらず、所属している部

門別にすべてのJANコードを削除することができます。

	 例 	部門番号6に所属しているJANコードをすべて削除するとき

1	 登録モードで を押します。 	

2	［日計	点検／精算］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            　▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

3	［JAN部門別一括削除］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

日計 点検／精算       ▲
3 売上精算
4 JAN未使用
5 JAN部門別一括削除
_                   日計
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4	［部門コード］を入力します。

JAN未使用メニューが表示されます。

	
JAN部門別一括削除
部門ｺｰﾄﾞ             6_

                    日計

5	 JANコードを削除します。 	
レシート印字例

削除された	
JANコード
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知っておいていただきたいこと

	 	ここでは、カスタマサポートツールを使ってできること、カスタマサポートツールおよびカスタマサ
ポートツールマニュアルのダウンロード方法を説明しています。カスタマサポートツールの詳しい操
作方法については、「カスタマサポートツールマニュアル」をご覧ください。「カスタマサポートツール」
および「カスタマサポートツールマニュアル」は、WEBからダウンロードできます。

 ■ カスタマサポートツールを使ってできること
	 カスタマサポートツールでは、次のことができます。

各種設定データの編集、およびパソコンでの保存
	 	レジスタまたはSDメモリーカードから、次の設定データをパソコンに取り込み、編集することができ

ます。編集したデータはパソコンで保存できます。
	 ・部門
	 ・PLU/JAN
	 ・消費税
	 ・まとめ値引き
	 ・機能テキスト
	 ・責任者
	 ・メッセージ

店名ロゴおよび領収証ロゴの書き込み
	 	Windowsに付属の「ペイント」などを使ってロゴデータを作成し、ロゴデータをレジスタまたはSD

カードに書き込むことができます。（ロゴデータはお客さまご自身で作成していただく必要があります）

パソコンで編集した設定データの書き込み
	 パソコンに取り込んでデータを編集したのち、レジスタおよびSDカードに書き込むことができます。

レジスタの全RAMデータの読み書き
	 	レジスタの全RAMデータ(設定データや売上データなど、すべてのデータ)を、パソコンに取り込むこ

とができます。また、パソコンに取り込んだ全RAMデータを、レジスタに戻すことができます。

 ■ カスタマサポートツールおよびカスタマサポートツール
マニュアルのダウンロード

	 	カスタマサポートツールおよびカスタマサポートツールマニュアルは、以下のWEBページからダウ
ンロードできます。

	 ダウンロード後のインストール方法についても、以下のWEBページをご参照ください。

	 	 http://www.sharp.co.jp/support/ecr/info_xea270_280.html

2. カスタマサポートツールについて
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知っておいていただきたいこと

Memo 本レジスタでは、SDメモリーカードとSDHCメモリーカードを使用できます。本書では2
種類のカードを総称して「SDメモリーカード」と記載しています。

 ■ SDメモリーカードでできること
	 	カスタマサポートツールを使用して設定データを、また、SDメモリーカード（市販品）で売上データ

や設定データをやり取りし、パソコンで管理することができます。また、SDメモリーカードを使用す
ると、レジスタのデータをバックアップしておくことができます。
動作区分 設定名 データ
カードの
初期化

カードの初期化 SDメモリーカードに保存されているすべてのデータを消去します。

フォルダ フォルダ作成 SDメモリーカードにフォルダを作成します。
フォルダ選択 データの書き込み/読み込みを行うフォルダを選択します。

書込み 売上データ 売上データをSDメモリーカードに書き込みます。
電子ジャーナル 営業記録(電子ジャーナル)の内容をSDメモリーカードに書き込みます。
設定(個別) 設定データの一部を選択してSDメモリーカードに書き込みます。
設定(全て) すべての設定データをSDメモリーカードに書き込みます。
全データ バックアップ用としてすべての売上・設定データをSDメモリーカードに書き込

みます。
読込み 設定(個別) SDメモリーカードに保存された設定データの一部を選択して、レジスタに読み込

みます。
設定(全て) SDメモリーカードに保存されたすべての設定データを、レジスタに読み込みます。
全データ バックアップされたすべての売上・設定データをSDメモリーカードからレジス

タに読み込みます。

Memo 本書ではレジスタ側の操作のみを記載していますので、くわしくは「カスタマサポートツー
ルマニュアル」(☞142ページ)をお読みください。

	 使用できるSDメモリーカード
	 	データのやり取りにはパソコン側にSDカードリーダーが必要です。SDメモリーカードの場合は

1GBまたは2GB、SDHCメモリーカードの場合は4GBの市販品をレジスタで初期化（☞144ページ）
してから使用してください。SDカードについては、当社基準において、パナソニック製、東芝製、サ
ンディスク製のSDカード(1GBおよび2GB)・SDHCカード(4GB)の動作確認をおこなっておりま
す。ただし、動作確認をしたすべてのSDカードについて、動作保証するものではありません。動作確
認状況については、シャープサポートページ(http://www.sharp.co.jp/support/ecr/)をご確認く
ださい。

	 なお、miniSDカード、microSDカードは使えません。

ご注意 ・	1日1回、売上データと電子ジャーナルデータ（8,000行）をSDメモリーカードに書き込むと、
1年（365日）で約0.2GBの容量となります。

・	SDメモリーカードの取扱いについては、SDメモリーカードに付属の説明書をよくお読みください。
・	SDメモリーカードの保存内容は、事故や故障によって消失または変化してしまうことがありま
す。なお、データが消失または変化した場合の損害については、当社では責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承ください。

・	SDメモリーカードにアクセスしている間は、カードにふれたり、カードを抜いたりしないでくだ
さい。データが破損する恐れがあります。

3. SDメモリーカードについて



SDメモリーカードについて

144

 ■ SDメモリーカードの入れかた、出しかた
SDメモリーカードを差し込むためのSDカードスロットは、レジスタ
右側面のカバー内部にあります。

SDメモリーカードを差し込むとき
SDロゴが印刷されている面を上にして、カードをSDカードスロットに差
し込みます。カチッと確実に入るまで押し込み、ゆっくりと指を離します。

SDメモリーカードを取り外すとき
カードを軽く指で押し込み、指を離すとカードが排出されます。

ご注意 ・	SDメモリーカードが確実にSDカードスロットに入っていることを確認してから、カバーを閉め
てください。カードが途中までしか入っていない状態でカバーを閉めると、カードやSDカードス
ロットが損傷する原因となります。

・	SDメモリーカードを入れるとき・取り出すときは、すぐに指を離さないでください。急に指を離
すとカードが飛び出し、けがの原因となることがあります。

・	SDメモリーカードをSDカードスロットに入れている状態で停電になったり、電源プラグを抜いた
場合、SDメモリーカード内のデータが破損する恐れがあります。

 ■ SDメモリーカードの初期化
	 	新しくSDメモリーカードを購入したときや、すでにお持ちのSDカードを初めてレジスタで使用する

とき、SDメモリーカードに記憶されている内容をすべて消去してしまいたいときは、レジスタでSD
メモリーカードを初期化します。
ご注意 ・	SDメモリーカードは購入時に初期化の作業が必要ですが、その後は、何度も初期化する必要はあ

りません。データが保存されているSDメモリーカードを初期化すると、カードに保存されている
フォルダおよびデータはすべて消去されてしまいます。

・2台目以降のレジスタで同じSDメモリーカードを使用する場合、初期化の必要はありません。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「カード
の初期化」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード              ▲ 
2 読込み
3 フォルダ
4 カードの初期化
_               SDカード

5	「実行する」を選択します。 	 または

	

 カードの初期化
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

初期化中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、初期化
は終了です。

 SD初期化中
 SDを抜かないでください

 SDカード
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 ■ フォルダの作成
	 	SDメモリーカードに、フォルダを作成します。複数のフォルダを作成して、フォルダごとに保存する

データを使い分けることができます。フォルダは200個まで作成できます。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「フォル
ダ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	「フォルダ作成」を選択します。 	 または

	 で次の画面へ

フォルダ
1 フォルダ作成
2 フォルダ選択

_               SDカード

6	 フォルダ名を入力します。	
（最大8文字）

Memo 入力できる文字は、次の
とおりです。
・大文字の英字：A-Z
・数字：0-9
・	次の記号：!、#、$、%、
&、(、)、-、@、_

文字の入力方法は、「文字の入力方法」
(☞７5ページ)を参照してください。
表示はフォルダ名を「200901」
に設定したときの例です。

	 (文字入力)

	 で次の画面へ

フォルダ作成
フォルダ名      200901_

                      1 

7	「実行する」を選択します。 	 または

	

 フォルダ作成
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

書き込み中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、書き込
みは終了です。

 SD書き込み中
 SDを抜かないでください

 SDカード
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 ■ フォルダの選択
	 データの書き込み/読み込みをおこなうフォルダを選択します。

Memo フォルダを選択するには、あらかじめSDメモリーカードにフォルダが必要です。
「フォルダの作成」(☞145ページ)でフォルダを作成してください。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「フォル
ダ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	「フォルダ選択」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

フォルダ
1 フォルダ作成
2 フォルダ選択

_               SDカード

6	 フォルダを選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

メニューには、「フォルダの作成」
(☞145ページ)で作成したフォル
ダ、およびパソコンからSDメモ
リーカードに取り込んだフォルダ
が表示されます。

	 または

	

フォルダ選択           ▼
  1 200901
  2 200902
  3 200903
_               SDカード

Memo 作成済みのフォルダを削除したり、フォルダ名を変更したりするときはパソコンからおこ
なってください。レジスタではフォルダの削除およびフォルダ名の変更はできません。

 ■ 売上データの書き込み
	 	パソコン上に売上データを取り込むために、レジスタの売上データをSDメモリーカードへ書き込む

操作です。書き込みをする時点の一日の全売上データと期間集計1および2のデータすべてがSDメモ
リーカードに書き込まれます。1枚のSDメモリーカードには、1フォルダごとに最大400件の売上
データを保存することができます。
Memo ・	データを書き込む前に、「フォルダの選択」(☞前項)で書き込むフォルダを選択してくだ

さい。
・	売上データを書き込むごとにフォルダが自動作成されます。フォルダ名には「年月日」+
「連番」が自動的に付けられます。
・1日に10回以上の売上データの書き込みはできません。



SDメモリーカードについて

147

知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「書込み」
を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	「書込のみ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

書込み
1 書込のみ
2 書込とクリア

_               SDカード

6	「売上データ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

書込のみ               ▼
1 売上データ
2 電子ジャーナル
3 設定（個別）
_               SDカード

7	「実行する」を選択します。 	 または

	

 書込 売上データ
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

書き込み中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、書き込
みは終了です。

 SD書き込み中
 SDを抜かないでください
　 >

 SDカード

 ■ 電子ジャーナルの書き込み
	 	レジスタの電子ジャーナルデータを、SDメモリーカードに書き込みます。SDメモリーカードに書き

込んだ後、レジスタ内の電子ジャーナルデータを保持する方法と、消去する方法があります。
	 	1枚のSDメモリーカードには、1フォルダごとに最大400件の電子ジャーナルデータを保存するこ

とができます。
Memo ・	データを書き込む前に「フォルダの選択」（☞146ページ）で書き込むフォルダを選択し

てください。
・	電子ジャーナルデータを書き込むごとに、フォルダが自動的に作られます。フォルダ名
は、「年月日」+「連番」と自動的に付けられます。

・1日に10回以上の電子ジャーナルの書き込みはできません。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

つづく☞
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2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「書込み」
を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	 書き込みの方法を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

「書込のみ」を選択すると、書き込
み後もレジスタ内の電子ジャーナ
ルデータを保持できます。
「書込とクリア」を選択すると、書き
込み後にレジスタ内の電子ジャー
ナルデータを消去できます。

	 または

	 で次の画面へ

書込み
1 書込のみ
2 書込とクリア

_               SDカード

6	「電子ジャーナル」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

手順5で「書込とクリア」を選択し
た場合は、メニューに「電子ジャー
ナル」のみ表示されます。

	 または

	 で次の画面へ

書込のみ               ▼
1 売上データ
2 電子ジャーナル
3 設定（個別）
_               SDカード

7	「実行する」を選択します。 	 または

	

 書込 電子ジャーナル
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

書き込み中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、書き込
みは終了です。

 SD書き込み中
 SDを抜かないでください
　 >

 SDカード
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 ■ 設定データの書き込み
	 パソコン上で設定を変更するために、レジスタ上の設定をSDメモリーカードへ書き込みます。

Memo データを書き込む前に、「フォルダの選択」(☞146ページ)で書き込むフォルダを選択して
ください。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「書込み」
を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	「書込のみ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

書込み
1 書込のみ
2 書込とクリア

_               SDカード

6	 設定項目を個別に書き込む場合は
「設定(個別)」を選択します。	
設定項目をすべて書き込む場合は
「設定(全て)」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

「設定(全て)」を選択した場合は、手
順8へ進みます。

	 または

	 で次の画面へ

書込のみ              ▲▼
2 電子ジャーナル
3 設定（個別）
4 設定（全て）
_               SDカード

7	 書き込む項目を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定（個別）           ▼
1 部門設定
2 PLU/JAN設定
3 まとめ値引き
_               SDカード

8	「実行する」を選択します。 	 または

	

 書込 部門設定
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

書き込み中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、書き込
みは終了です。

 SD書き込み中
 SDを抜かないでください
　 >

 SDカード



SDメモリーカードについて

150

 ■ 全データの書き込み(バックアップ)
	 	レジスタの設定内容や売上内容のデータをSDメモリーカードに書き込んでバックアップをとること

ができます。バックアップをとっておくと初期状態に戻ってしまったときなどに、バックアップをとっ
た時点の状態まで、設定内容や売上内容のデータを元に戻すことができます。「日計全項目精算」の実
行時に自動的にSDメモリーカードへのバックアップが働くように設定できます。設定方法は「日計全
項目精算の設定」(☞121ページ)を参照してください。
Memo データを書き込む前に、「フォルダの選択」(☞146ページ)で書き込むフォルダを選択して

ください。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「書込み」
を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	「書込のみ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

書込み
1 書込のみ
2 書込とクリア

_               SDカード

6	「全データ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

書込のみ              ▲ 
3 設定（個別）
4 設定（全て）
5 全データ
_               SDカード

7	「実行する」を選択します。 	 または

	

 書込 全データ
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

書き込み中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、書き込
みは終了です。

 SD書き込み中
 SDを抜かないでください
　 >

 SDカード

ご注意 SDメモリーカードにデータをバックアップする場合、同じ種類のデータがSDメモリーカードにある
ときは、以前のデータは消去され、新しいデータが書き込まれます。上書きしたくない場合は、他の
SDメモリーカードにバックアップをしてください。



SDメモリーカードについて

151

知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

 ■ 設定データの読み込み
	 	パソコン上で設定を変更して、SDメモリーカードに書き込んだ設定データを、レジスタに読み込む操

作です。	
パソコンで作成、または作成依頼したグラフィック店名ロゴや領収証ロゴのデータを、レジスタの設
定に読み込むには、この操作をおこないます。
Memo データを読み込む前に、「フォルダの選択」(☞146ページ)で読み込むフォルダを選択して

ください。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「読込み」
を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	 設定項目を個別に読み込む場合は
「設定(個別)」を選択します。	
設定項目をすべて読み込む場合は
「設定(全て)」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

「設定(全て)」を選択した場合は、手
順7へ進みます。

	 または

	 で次の画面へ

読込み
1 設定（個別）
2 設定（全て）
3 全データ
_               SDカード

6	 読み込む項目を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

設定（個別）           ▼
1 部門設定
2 PLU/JAN設定
3 まとめ値引き
_               SDカード

7	「実行する」を選択します。 	 または

	

 読込 部門設定
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

読み込み中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、読み込
みは終了です。

 SD読み込み中
 SDを抜かないでください
　 >

 SDカード
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POINT! 売上データおよび設定データのパソコン管理について

●	SDメモリーカードに書き込みされた「売上データ」と「電子ジャーナルデータ」は、カスタマ
サポートツールを使用しないで、パソコン装備のアプリケーションソフト(EXCEL、メモ帳な
ど)でデータ管理ができます。(カスタマサポートツールでは対応できません。)	
・	「売上データ」は「SALES」フォルダの下に、書き込みごとに作成された	
年(2桁)月(2桁)日(2桁)-N(連番)のフォルダに、次の名前でファイル保存されています。	
DEPTX1.CSV：部門日計　DEPTX2.CSV：部門期間計1　DEPTX3.CSV：部門期間計2	
PLUJANX1.CSV：PLU/JAN日計　PLUJANX2.CSV：PLU/JAN期間計1　	
TRANSX1.CSV：取引日計　TRANSX2.CSV：取引期間計1　	
TRANSX3.CSV：取引期間計2　CLERKX1.CSV：責任者日計　	
CLERKX2.CSV：責任者期間計1　CLERKX3.CSV：責任者期間計2	
HOURLYK1.CSV：時間帯

　・	「電子ジャーナルデータ」は「EJ」フォルダの下に、書き込みごとに作成された	
年(2桁)月(2桁)日(2桁)-N(連番)のフォルダに、ファイル名：EJFILE.TXTでファイル保存
されています。

●	SDカードに書き込みされた「設定データ(個別および全て)」は、カスタマサポートツールを使
用して、データ編集・管理ができます。(カスタマサポートツールなしでは対応できません。)

	
POINT! 店名ロゴ・領収証ロゴデータの読み込み

パソコンで作成、または作成依頼した店名ロゴまたは領収証ロゴのデータは、「設定データの読
み込み」の機能を使ってSDメモリーカードからレジスタに読み込むことができます。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	 読み込みの操作をおこないます。

●店名ロゴデータの読み込み

	 5回、	

	 	 	

	 5回、	 	

設定（個別）          ▲▼
4 機能テキスト
5 責任者設定
6 店名ロゴ
_               SDカード

●領収証ロゴデータの読み込み

	 5回、	

	 	 	

	 6回、	 	

設定（個別）          ▲▼
5 責任者設定
6 店名ロゴ
7 領収証ロゴ
_               SDカード
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 ■ 全データの読み込み(バックアップデータの復元)
	 バックアップしたデータをレジスタのメモリーに戻す(バックアップの復元)ことができます。

ご注意 レジスタへデータを読み込む(バックアップデータの復元)と、すべての設定内容(日付・時刻を除く)や
売上内容がバックアップをとった時点の状態に戻ります。復元の操作は慎重におこなってください。

Memo データを読み込む前に、「フォルダの選択」(☞146ページ)で読み込むフォルダを選択して
ください。

1	 SDメモリーカードをSDカードス
ロットに差し込みます。

2	 登録モードで を押します。 	

3	「SDカード」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

モード選択            ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

4	「SDカード」メニューから「読込み」
を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

SDカード               ▼ 
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

5	「全データ」を選択します。

Memo メニュー番号を入力して
選択することもできます。

	 または

	 で次の画面へ

読込み
1 設定（個別）
2 設定（全て）
3 全データ
_               SDカード

6	「実行する」を選択します。 	 または

	

 読込 全データ
 1.実行する
 2.やめる

 SDカード

読み込み中、右の画面が表示されます。
右の画面が非表示になると、読み込
みは終了です。

 SD読み込み中
 SDを抜かないでください
　 >

 SDカード

ご注意 SDメモリーカードにアクセスしている間は、電源を切らないでください。
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 ■ キーラベルを入れるとき
	 キーキャップを外して、商品名などを書き込んだキーラベルを入れることができます。

	 キーキャップ キーキャップ

新しく書き込んだ 
キーラベル 

キートップ 

キーキャップが外れにくいときは、セロハンテー
プを貼り付け、キーキャップ側面を指で軽く押さ
えて持ち上げてください。 

新しく書き込んだキーラベルを切り取り、キー
キャップの内側に入れてから取り付けます。下
のキーラベルをコピーしてお使いください。 

	 使用例
	

12

6

10

4

11

5

9

3

8

2

7

11

ケーキ

キーラベルはコピーした
ものを切り取ってお使い
ください。

 ■ キートップが外れてしまったとき
	 下図のようにキーボードへ差し込んでください。
	

1×1サイズのキー 1×2サイズのキー

カチッと入るまで差し込みます。

ガイドピンをスペーサーに引っかけてから差し込みます。
ガイドピンがスペーサーにかかってないと、キーが反応しない
ことがあります。

ガイドピン

黄色
スペーサー 白色

スペーサー

ガイド
ピン

ガイド
ピン

4. キーボードの取扱いについて
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知っておいていただきたいこと

 ■ ロール紙について
	 	このレジスタには、次の消耗品が用意されています。お買い上げいただいた販売店でお買い求めくだ

さい。
品　名 品　番 	外　径 備　考

ロール紙
RL140T（5巻/1パック） 70mm

紙質：サーマル紙
紙幅：57.5±0.5mm

RL130T（5巻/1パック） 80mm

ロール紙
（高保存タイプ）

RL141T（5巻/1パック） 70mm
RL131T（5巻/1パック） 80mm

 ■ ご注意
	 ロール紙は必ず当社推奨のものをご使用ください。
	 推奨以外のロール紙をご使用になりますと、紙づまりを起こすなど、故障の原因となります。

Memo 推奨ロール紙
紙質	 ：上質感熱紙
紙幅	 ：57.5±0.5mm
外径最大	：81mm
紙厚	 ：0.06～0.08mm
用紙重量	：52.3～64.0ｇ/m2	(44～55kg/1000枚/788×1091mm)

	 ・ロール紙はご使用時まで、開封しないでください。
	 ・	ロール紙の取り扱いには充分ご注意ください。常温(20℃)、常湿(60％)の冷暗所で箱に入れて保管

することをお勧めします。また、印字されたものをノートなどに貼り付ける際は、余白(印字されて
いない部分)に糊付けをしてください。

	 ・	次のような場所での保管や取り扱いは、お避けください。紙の表面や印字された文字が変色したり
退色することがあります。

	 　・湿気の多い場所(気温40℃、相対湿度80％以上)
	 　・ほこりの多い場所
	 　・直射日光のあたる場所
	 　・	60℃以上の高温になる場所(ストーブ/ヒーター/火のついたタバコなどの熱源のそばや自動車の

車内など)
	 ・次のような行為は避けてください。紙の表面や印字された文字が変色したり退色することがあります。
	 　・	紙の表面を爪、筆記用具、金属などで擦ったり、ロール紙を落したり、ぶつけたりして表面を傷つ

ける行為
	 　・ロール紙を雨や水と接触させたり、汗ばんだ手で触れるなどの行為
	 ・	次のような事務用品や可塑剤・有機溶剤また、皮製品との接触は避けてください。紙の表面や印字

された文字が変色したり退色することがあります。
	 　・	蛍光ペン、マーカーペン、メンディングテープ、セロハンテープなどのテープ類、接着剤、スタン

プ類、朱肉印、ジアゾコピー(青焼き紙)、消しゴム
	 　・	ボンド、シンナー、アルコール、ベンジン、整髪料、油脂、ハンドクリーム、塩化ビニル製ファイ

ル/袋/ラップなど、皮製品

5. ロール紙の補充と交換
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 ■ 交換のしかた
	 	ロール紙の赤い部分が出てきたときは、ロール紙が残り少なくなっています。お早めに新しいロール

紙に交換してください。
	 交換の前に「ご注意」を必ずお読みください。（☞155ページ）

ご注意 プリンタにロール紙が取り付けられていなかったり、紙切れになったときは、表示部に“ロール紙が
ありません　ロール紙をセットして［クリア］を押す”とエラー表示されて使用できなくなります。
そのような場合は、ロール紙を取り付けてから、 を押してエラー解除してください。（プリンタ
エラー記号“=	=	=	=	=	=	=	=	=	=	=	=	”が印字されます。）

取り出しかた

1	 プリンタカバーを取り外します。

2	 記録紙として使っているときは記録紙を取り外します。

・	 を押して記録紙を数行送ってから、ロール紙を切り離
し、巻取軸を軸受けから取り外します。

・	巻取軸からロール紙保持ガイドを取り外し、記録紙を外
します。

この部分を矢印の方
向に押して、巻取軸お
さえを外します。 

ロール紙
保持ガイド

ご注意 を押さずに、ロール紙を無理に引っ張らないでく
ださい。プリンタヘッドが損傷する原因となります。

軸受け

巻取軸

ロール紙保持ガイド

切り離す

3	 レバーを矢印の方向へ押して（①）、プリンタアームを上げ
ます（②）。

レバー

プリンタアーム

①
②4	 残っているロール紙を取り除きます。

取り付けかた
	 ロール紙の取り付けかたは「ロール紙を取り付ける」(☞14ページ)を参照してください。
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 ■ 紙づまりのとき
	 ロール紙が紙づまりを起こし、 を押しても送られなくなったときは、次の方法で取り除いてください。

1	 プリンタカバーを取り外します。

レバー

プリンタアーム

①
②2	 巻取軸にロール紙を巻き取っているときは、先にロール紙

と切り離してから、レバーを矢印の方向へ押して（①）、プ
リンタアームを上げます（②）。

3	 ロール紙を外して、残った紙を取り除きます。切れ端など
が残らないように注意してください。

4	「ロール紙を取り付ける」（☞14ページ）にしたがって、ロー
ル紙を取り付けます。

 ■ レシートの切り方について
	 ロール紙をレシートとして使用する場合、レシートは次のとおり正しく切ってください。
	

ロール紙が引っ張られて、正しく切れません。

　　（正）
レシートをペーパーカッターに当てて、
右斜め前方向へ引いて切る

レシートをペーパーカッターに当てて、
左斜め前方向へ引いて切る

　　（誤）
前方向へレシートを引いて切る 上方向へレシートを引いて切る

ご注意 ロール紙を無理に引っ張ると、きれいに切れないだけではなく、紙詰まりの原因になります。



158

知っておいていただきたいこと

 ■ ドロアの施錠と開錠のしかた
長時間ご使用にならないときは、ドロア錠を施錠するように心
がけてください。
付属のドロア鍵を本体前部の鍵穴に挿入し、時計と反対方向に
90度回すと施錠されます。
開錠するときは時計方向に90度回してください。

ドロア鍵

S
K

1-1

施錠 開錠

 ■ ドロアの開けかた(停電時など)
通常の登録時には、ドロアは自動的に開きますが、停電時や万一
故障したときなどは、本体底面の穴の中にあるレバーを矢印方
向に引いてください。
ただし、ドロア錠を施錠しているときは開きません。

レバー

 ■ 金銭収納箱とドロアの外しかた
ドロアと金銭収納箱は、分離型になっています。
金銭収納箱は、ドロアをいっぱいに引出した状態で、取り外して
ください。

コインケース

金銭収納箱
ドロア

ドロアは、硬貨6、紙幣3金種、およびフリースペースの収納箱
を装備しています。また、コインケースは分離できます。

コインケース
（硬貨用、分離可）
フリースペースあり

紙幣用

ドロアを取り外すときは、金銭収納箱を外した状態で上に持ち
上げながら引き抜いてください。

②
①

6. ドロアなどの取扱いについて
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 ■ レジスタの移動
	 必要に応じ、レジスタを移動することができます。

レジスタを左へ移動
	 	本製品納入時、レジスタはドロアに対して中央に設置されています。レジスタを左側に移動し、右側

にハンドスキャナなどを置くことができます。

1	「金銭収納箱とドロアの外しかた」（☞158ページ）を参照
し、金銭収納箱とドロアを外します。

2	 レジスタとドロアを固定する蝶ネジを取り外します(①)。

②

ねじ穴A

ねじ穴B

①

②

②
②

3	 レジスタを手前にずらして、ドロア天板のフック引っかけ
部Aからレジスタ底面のフックを外します。

フック引っかけ部A

フック
引っかけ部B

フック

4	 レジスタを軽く持ち上げて左に移動し、レジスタ底面の
フックがドロア天板のフック引っかけ部Bに入るようにし
て、レジスタを後ろにずらします。レジスタの底がドロア
天板の4つのくぼみに入るように置きます(②)。
ご注意 このとき、ドロアのケーブルがドロアのへこみ部に収

まっていることを確認してください。
ケーブルがドロアのへこみ部からはみ出している場合、
レジスタとドロアの間でケーブルが挟まりレジスタを
固定することができません。

5	 蝶ねじをねじ穴Bに差し込み、レジスタを固定します。 ※	このイラストは、手順3の「フッ
ク引っかけ部A」「フック」、およ
び手順4の「フック引っかけ部B」
の場所を説明したものです。手順
とは直接関係ありません。ねじ穴B

6	 金銭収納箱をドロアに取り付けます。

Memo 必要に応じ、ドロアの穴を、本製品に付属のドロア天板穴隠しでふさいでください。
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レジスタとドロアを離す
レジスタとドロアを分離し、それぞれ別の場所に置くことができます。
ご注意 作業中、レジスタが倒れないように支えてください。けがや故障の原因となります。

1	「レジスタを左へ移動」（☞159ページ）の手順1～3を参照し、レジスタとドロアを外します。

2	 レジスタを起こしながらテープAおよびテープBを外します（①）。レジスタをドロアに対し直角に置き（②）、
手で支えます。コード止め具からコードを外します(③)。コード固定具を固定するねじを取り外します（④）。

①

④

②

テープA

テープB

コード固定具

コード止め具

コード

③

3	 コードを取り出します(⑤)。コード固定用ホルダーのねじを取り外します(⑥)。コードの端子を、レジ
スタのコネクタから引き抜きます(⑦)。コードの結束バンドを取り、コードを伸ばします。

フック

みぞ

コード固定用
ホルダー

⑥
⑦

⑤

4	 レジスタおよびドロアを任意の場所に移動します。

5	 コード端子をレジスタのコネクタに差し込みます。コード固定用ホルダーでコードをねじ止めします。コー
ド固定具をねじで固定します(2の④で外した固定ねじ)。なお、コードを整理する場合、みぞ(手順3のイ
ラスト参照)を通し、ドロアの足などにはさまらないようにしてください。

6	 金銭収納箱をドロアに取り付けます。
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 ■ プリンタのお手入れのしかた
	 	印字文字がかすれたり、黒ずんだりするときは、ほこりなどがプリンタヘッドに付着している可能性

があります。このようなときは、乾いた柔らかい布でプリンタヘッドを軽く拭いてください。同時に
ローラーとセンサーも軽く拭いてください。付着したほこりが簡単にとれないときなど、必要に応じ
てアルコールを含ませた綿棒や柔らかい布などで軽く拭いてください。
ご注意 ・	作動中または作動終了直後は、プリンタヘッドおよびその周辺とモーター表面は高温になっていま

すので、お手入れはプリンタヘッドが十分に冷えてからおこなってください。
・	プリンタヘッドに直接手で触れたり、工具やその他の固いものなどを近づけないでください。プリ
ンタヘッドが損傷する原因となります。

1	 電源プラグをコンセントから抜きます。

2	 プリンタカバーを取り外します。

3	 巻取軸にロール紙を巻き取っているときは、先にロール紙
と切り離してから、レバーを矢印の方向へ押して（①）、プ
リンタアームを上げます（②）。

レバー

プリンタアーム

①
②

4	 ロール紙を取り外します。

5	 プリンタヘッド、ローラー、センサーを柔らかい布などで
軽く拭きます。

ローラー

センサー

プリンタヘッド

6	 電源プラグをコンセントに差し込みます。

7	「ロール紙を取り付ける」（☞14ページ）にしたがって、ロー
ル紙を取り付けます。

Memo 表示部に“ﾌﾟﾘﾝﾀｱｰﾑが上がっています”のエラーメッセージが表示されているときは、
を押して表示を消してください。
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 ■ 停電のとき
	 	営業時間中停電になったり、コンセントが抜けたりしても、登録した内容は記憶されています。停電

回復後、続けて操作してください。

 ■ 印字中に停電になったとき
	 	その部分の印字は正確でないときがあります。停電回復後に“=	=	=	=	=	=	=	=	=	=	=	=”を印字し

たあと、正しい印字がおこなわれます。

 ■ プログラムリセット
	 	設定データや売上データなど、記憶内容を保持したままでレジスタを初期状態に戻す場合は、このプ

ログラムリセットをおこないます。

1	 電源が入っていることを確認します。

2	 リセットボタンを押します。
プログラムリセットをおこなうと、設定モードに切り替わります。

 ■ ピーという警告音が鳴ったときは(エラー処理)
	 	エラーが発生すると、長い警告音（約2秒間）が鳴り、表示部にエラーメッセージが表示されます。エ

ラー状態を解除し、下記のエラーメッセージ表の処理方法にしたがってください。
	 	また、誤ったキー操作をしたときは、短い警告音が鳴ります。このときキー入力は受け付けていませ

んので、引き続き正しいキー操作をおこなってください。

エラーメッセージ表

エラーメッセージ エラー内容と処理方法
登録エラー
操作をやり直して下さい	 [ｸﾘｱ]

登録が誤っているか、禁止されている登録です。
正しい登録をしなおしてください。

操作ミス
無効なキーです	 [ｸﾘｱ]

誤ったキー操作がおこなわれました。
正しいキー操作をしなおしてください。

番号エラー
無効な番号です	 [ｸﾘｱ] 存在しない番号です。正しいコード番号を打ち込んでください。

小計強制
小計キーを押して下さい	 [ｸﾘｱ] 小計キー操作が強制されています。 を押した後、操作を続けてください。

預かり入力強制
金額を入力して下さい	 [ｸﾘｱ]

預り操作が強制されています。預り金額を打ち込んでください。
預り不足後の丁度締め操作はできません。金額の預り操作をしてください。

制限オーバー
制限内で登録して下さい
	 [ｸﾘｱ]

設定された制限をオーバーしています。
設定された制限内で登録してください。くわしい内容については、「オーバー
フローエラーについて」(☞164ページ)を参照してください。

オープン登録禁止
設定単価で登録できます	 [ｸﾘｱ]

単価の登録方法が"プリセットのみ"になっています。あらかじめ設定されて
いる単価を使って登録してください。

プリセット登録禁止
単価を入力して下さい	
	 [ｸﾘｱ]

単価の登録方法が"オープンのみ"になっています。単価を打ち込んで登録し
てください。

レジバッファ　フル
これ以上登録できません
	 [ｸﾘｱ]

登録件数が80件を超えました。
全項目取消はできません。 	 	 などの取引キーを押していったん
取引を終了してください。エラー前の金額で取引が終了します。

困ったときは
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エラーメッセージ エラー内容と処理方法
電子ジャーナル　フル
電子ｼﾞｬｰﾅﾙ精算ください
	 [ｸﾘｱ]

電子ジャーナルのメモリーに空き容量がありません。先に電子ジャーナルを
精算してください。（☞62ページ）

領収証エラー
発行しなおして下さい
	 [ｸﾘｱ]

ロール紙がなくなったか、紙詰まり、停電等により領収証が正しく印字され
ていません。再度、 を押して発行しなおしてください。

ロール紙がありません
ロール紙をセットして
[ｸﾘｱ]を押す

プリンタのロール紙がなくなったか、プリンタにロール紙が入っていません。
新しいロール紙を入れてください。（☞14ページ）

を押すとエラー前の印字を再開します。

ﾌﾟﾘﾝﾀｱｰﾑが上がっています
ﾌﾟﾘﾝﾀｱｰﾑをしっかり閉じて	
[ｸﾘｱ]を押す

プリンタアームが上がっています。プリンタアームをしっかり押さえて閉め
直してください。（☞14ページ） を押すとエラー前の印字を再開します。

プリンタ異常
電源を切ってﾌﾟﾘﾝﾀを確認
電源を入れて[ｸﾘｱ]を押す

印字中にプリンタが高温になっています。電源コードを抜いて電源を切り、
プリンタが冷えるのを待ってから、電源を入れなおしてください。“[ｸﾘｱ]で
印字再開します”が表示されたら、 を押してください。エラー前の印字を
再開します。

SDカード	エラーメッセージ表

エラーメッセージ エラー内容と処理方法
SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
カードが見つかりません
	 [ｸﾘｱ]

SDメモリーカードが入っていません。
SDカードスロットにSDメモリーカードを入れてください。または正しく挿
入しなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
書き込み禁止です
	 [ｸﾘｱ]

SDメモリーカードのライトプロテクトスイッチが"書き込み不可"になって
います。
ライトプロテクトスイッチを"書き込み可"にしてから再度、操作してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
メモリがいっぱいです
	 [ｸﾘｱ]

SDメモリーカードのメモリーに空き容量がありません。
新しいSDメモリーカードをフォーマットしてご使用になるか、パソコン側
でカード内の不要データを削除してから再度、操作してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
データがありません
	 [ｸﾘｱ]

SDメモリーカードに対象となるファイルデータがありません。
対象となるデータを書き込みしたSDメモリーカードを入れてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
読み込めません
	 [ｸﾘｱ]

SDメモリーカードのファイルデータがまちがっています。
パソコン側で正しい操作をおこなって、SDメモリーカードへ書き込んでく
ださい。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
停電が発生しました
	 [ｸﾘｱ]

SDメモリーカードへのアクセス中に停電しました。
停電復帰後、操作をやりなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
エラーが起こりました
	 [ｸﾘｱ]

その他のSDメモリーカードエラーが発生しました。
最初から操作をやりなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
フォルダがありません
	 [ｸﾘｱ]

ユーザーの指定するフォルダがありません。
「フォルダの選択」（☞146ページ）でフォルダを指定しなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
失敗しました
	 [ｸﾘｱ]

ユーザーの指定するフォルダがないため、データを書き込むことができません。
「フォルダの選択」（☞146ページ）でフォルダを指定しなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
ファイルがありません
	 [ｸﾘｱ]

SDカードにデータが保存されていません。
データの書き込みをおこなったあと、データの読み込みをおこなってください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
回数制限を越えています
	 [ｸﾘｱ]

書き込み回数が400件を超えました。これ以上データを書き込むことはできません。
新しいSDメモリーカードをフォーマットしてご使用になるか、パソコン側
でカード内の不要データを削除してから再度、操作してください。

つづく☞
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エラーメッセージ エラー内容と処理方法
SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
実行を中断しました
	 [ｸﾘｱ]

SDカードへのアクセス中に が押されたため中止しました。
最初から操作をやりなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
無効な名前です
	 [ｸﾘｱ]

フォルダ名を入力せずにフォルダを作成しようとしました。
フォルダ名を入力してください。

オーバーフローエラーについて
	 レジスタの登録範囲を超えたときには、オーバーフローエラーとなり、以後の登録ができなくなります。
	 エラー状態を解除し、次の処理方法にしたがってください。

	 置数入力が32桁を超えたとき
	 エラー解除後、正しく打ち込みなおしてください。

	 1取引内の外税抜きの商品合計額が7桁を超えたとき
	 	エラー解除後、 	 	 などの取引キーを押していったん取引を終了してください。エラー前の

金額で取引が終了します。

	 外税込みの合計、預り、入金、支払い金額が8桁を超えたとき
	 	エラー解除後、分割して登録しなおしてください。制限桁数を設定しているときは、その桁数以下で

登録しなおしてください。

	 乗算登録時、単価と個数の積が7桁を超えたとき
	 エラー解除後、分割して登録しなおしてください。

	 その他、個々に設定された制限値を超えたとき
	 エラー解除後、個々の制限内で登録しなおしてください。

Memo 制限を超える登録が必要なときは、 	 	 	 を押し、管理者モードで操作します。
取引終了後は、自動的に責任者モードに戻ります。
なお、管理者コードを設定している場合は、管理者コードの入力が必要となります。

を押してもエラー状態が解除できないときは
	 	 を押してもエラー状態が解除できないとき、エラーで操作ができないとき、どうしてよいかわから

なくなったときは、次のように操作してください。
	 	この操作によってエラー状態を解除したときは、「･･･解除機能により中止･･･」が営業記録に印字されます。

	 売上登録を中止し、はじめから登録しなおしたいとき
	 	 を2回押します。
	 	 	「登録した内容を取り消す･･･ 全項目取消 」(☞45ページ)をおこなった場合と同じように、登

録途中の内容がすべて取り消されます。
	 	 	 を押して売上登録が終了している場合は、 を2回押しても、売上登録は取り消されま

せん。「レシート発行後に取り消す･･･ 取引後訂正 」(☞45ページ)を参照して、売上登録を取
り消してください。

	 	 	預り途中でエラーが発生して、 を2回押した場合は、「現金丁度締め」として処理されますの
で、ご注意ください。

	 エラーを解除して現金丁度締めとして終了したいとき
	 	 を押したあと、 を押します。
	 	 現金丁度締めとして処理されます。
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 ■ 故障かなと思ったら
	 次のような場合は故障ではないことがあります。修理を依頼される前にもう一度お調べください。

表示部が点灯しない ◦	電源コンセントまで電源が来ていますか？
◦	電源コードの差し込みプラグがコンセントから抜けたりゆるんだ
りしていませんか?

◦スリープモードになっていませんか？(☞132ページ)
レシートが発行されない ◦	レシートの発行が“停止状態”になっていませんか？（☞28ページ）

◦	紙づまりを起こしていませんか？（☞157ページ）
◦	ロール紙の残量は十分ですか？（☞156ページ）
◦	プリンタアームが確実に閉じていますか？（☞14ページ）。

ロール紙を巻き取らない ◦	巻取軸は正しく軸受けに設置されていますか？
◦	紙づまりを起こしていませんか?
　	ロール紙を切り離してから、もう一度ロール紙を入れなおしてく
ださい（☞157ページ）。

◦	印字形式を「レシート」に設定していませんか？
　	「レシート」では巻き取りません。「営業記録（ジャーナル）」に設定
を変えてください（☞114ページ）。

印字が正常でない ◦	ロール紙は正しくセットされていますか？（☞14ページ）
◦	ロール紙は当社推奨のものを使っていますか？（☞155ページ）
◦	プリンタヘッド部にごみ等が付着していませんか？（☞161ページ）
◦	プリンタの印字濃度の設定を薄くしていませんか？（☞132ページ）
◦	プリンタアームが確実に閉じてないと、正常に印字されないこと
があります。そのような場合は、プリンタアームを閉めなおして
ください。（☞14ページ）

部門キーや を押しても登録
できない

◦	登録単価の制限桁数が0に設定されていませんか？
　	設定内容を確認し、0になっている場合は、設定しなおしてください
（☞91ページ）。
◦	打ち込んだ金額が設定している登録単価の制限桁数以上になって
いませんか?

　設定内容を確認してください（☞86ページ）。
“プリンタ異常”が表示されて
警告音が鳴る

◦	印字中、高温になったときエラー表示されます。
　	電源を切って1～2分待ってから、電源を入れなおしてください。
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 ■ 保証について
	 ・	このレジスタには、保証書がついています。保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡しいたし

ますので、内容をよくお読みのうえ大切に保存してください。
	 ・	保証期間はお買い上げの日から１年間です。	

保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。
	 ・	保証期間後の修理は、修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。

 ■ 修理を依頼されるとき
	 ・	「故障かなと思ったら」の項目をよくお読みのうえ、もう一度お調べください。
	 ・	それでも異常があるときは、使用をやめて電源プラグを抜き、お買い上げの販売店またはシャープ

お客様ご相談窓口（☞167ページ）に次のことをご連絡のうえ、修理をお申し付けください。お申し
出により出張修理いたします。

	 		 品名：電子レジスタ
形名：XE-A270/280
故障の状態（できるだけ詳しく）

	 ご自分での修理はしないでください。たいへん危険です。
	 ・	アフターサービスについてわからないことはお買い上げの販売店またはシャープお客様ご相談窓口

（☞167ページ）にお問い合わせください。

 ■ 補修用性能部品について
	 	当社は、この電子レジスタの補修用性能部品を、製品の製造打ち切り後、7年間保有しております。補

修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

 ■ 別売品について
	 	このレジスタには別売品として、キーボードカバーが用意されています。ご購入の際は、お買い上げ

いただいた販売店にお申し付けください。

 ■ グラフィック店名ロゴ作成ご依頼要領
	 	店名ロゴには標準ロゴまたは、ご自身で文字設定したロゴを設定してご使用いただけますが、貴店独

自のグラフィックロゴの作成を依頼される場合は、「グラフィック店名ロゴ作成依頼書」（☞191ペー
ジ）に指定の事項をご記入の上お申し込みください(有償)。

	 納期は、ご依頼後約3週間です。
ご注意 ・	プリンタの故障を防ぐため、印刷密度の制限があり、そのため店名ロゴに黒色部分が多いときは、

店名ロゴを作成できない場合があります。
・	ご依頼いただいたグラフィック店名ロゴはSDメモリーカードに保存してお届けします。設定作業
完了後は、お客様ご自身でSDメモリーカードを保管いただくことになります。

・	システムの変更などによって初期設定が必要となった場合は、このSDメモリーカードからグラ
フィック店名ロゴを設定しなおすことになります。万一、紛失されたり、データが破壊されていた
場合などの作成しなおしは有償となりますので、保管には充分ご注意ください。

アフターサービスについて



ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

アフターサービスについて

167

 ■ お客様ご相談窓口のご案内
修理・使い方・お手入れなどのご相談・ご依頼、及び万一、製品による事故が発生した場合は、
お買いあげの販売店、または下記窓口にお問い合わせください。
電話番号をお確かめのうえ、お間違いのないようにおかけください。
FAX送信される場合は、製品の形名やお問い合わせ内容のご記入をお願いいたします。

	 よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 30）

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～18 : 00

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～17 : 40

	 補足 		※修理ご依頼品を直接お持ち込み頂く場合は、最寄りの拠点へお問い合わせ下さい。

	 シャープビジネスソリューション株式会社
	 受付時間：月曜～土曜	9:00～17:40	（日曜、祝日など弊社休日を除く）

地　区 拠　点　名 電	話	番	号 郵便番号 所　在　地
北 海 道	 札 幌 技 術 セ ン タ ー (011)641-0751 063-0801 札幌市西区二十四軒1条7-3-17
東 北 仙 台 技 術 セ ン タ ー

福 島 技 術 セ ン タ ー
岩 手 技 術 セ ン タ ー

(022)288-9161
(024)959-1421
(019)638-6085

984-0002
963-0547
020-0891

仙台市若林区卸町東3-1-27
郡山市喜久田町卸3-27-2
紫波郡矢巾町流通センター南3-1-1

関 越 新 潟 技 術 セ ン タ ー
宇 都 宮 技 術 セ ン タ ー
前 橋 技 術 セ ン タ ー
水 戸 技 術 セ ン タ ー

(025)284-6023
(028)634-0256
(027)252-7311
(029)243-0909

950-0965
320-0833
371-0855
310-0851

新潟市中央区新光町9番2
宇都宮市不動前4-2-41
前橋市問屋町1-3-7
水戸市千波町1963

首 都 圏 東京フィールドサポートセンター
ビ ジ ネ ス シ ス テ ム 技 術 部 (03)6404-4123 143-0006 東京都大田区平和島4-1-23

中 部 名古屋第1技術センター
三 重 技 術 セ ン タ ー
静 岡 技 術 セ ン タ ー
長 野 技 術 セ ン タ ー
金 沢 技 術 セ ン タ ー

(052)332-2758
(059)231-1573
(054)344-5621
(026)293-6360
(076)249-9033

454-0011
514-0131
424-0067
388-8014
921-8801

名古屋市中川区山王3-5-5
津市あのつ台4-6-4
静岡市清水区鳥坂1170-1
長野市篠ノ井塩崎東田沢6877-1
石川郡野々市町御経塚4-103

近 畿 大 阪 技 術 セ ン タ ー
東 大 阪 技 術 セ ン タ ー
京 都 技 術 セ ン タ ー
神 戸 技 術 セ ン タ ー

(06)6644-1185
(06)6794-6882
(075)681-9551
(078)795-6336

556-0003
547-8510
601-8102
654-0161

大阪市浪速区恵美須西1-2-9
大阪市平野区加美南3-7-19
京都市南区上鳥羽菅田町48
神戸市須磨区弥栄台3-15-2

つづく☞
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地　区 拠　点　名 電 話 番 号 郵便番号 所　在　地
中国・四国 広 島 技 術 セ ン タ ー

岡 山 技 術 セ ン タ ー
松 江 技 術 セ ン タ ー
高 松 技 術 セ ン タ ー
高 知 技 術 セ ン タ ー
松 山 技 術 セ ン タ ー

(082)874-6100
(086)292-5830
(0852)21-6110
(087)823-4980
(088)883-7039
(089)973-0121

731-0113
701-0301
690-0017
760-0065
781-8104
791-8036

広島市安佐南区西原2-13-4
都窪郡早島町大字矢尾828
松江市西津田3-1-10
高松市朝日町6-2-8
高知市高須1-14-43
松山市高岡町178-1

九 州 福 岡 技 術 セ ン タ ー
北 九 州 技 術 セ ン タ ー
熊 本 技 術 セ ン タ ー
鹿 児 島 技 術 セ ン タ ー

(092)572-2617
(093)592-6510
(096)237-5353
(099)259-0628

812-0881
803-0814
861-3107
890-0064

福岡市博多区井相田2-12-1
北九州市小倉北区大手町6-12
上益城郡嘉島町上仲間227-78
鹿児島市鴨池新町12-1

■電話番号・受付時間・担当拠点名などについては、変更になることがあります。
（2013年8月 現在）

	 ●沖縄地区については、沖縄シャープ電機株式会社にお問い合わせください。

	 沖縄シャープ電機株式会社
	 受付時間：月曜～金曜 9:00～17:30 （土曜、日曜、祝日など弊社休日を除く）

沖 縄 沖縄シャ－プ電機株式会社 (098)861-0866 900-0002 那覇市曙2-10-1

■電話番号・受付時間・担当拠点名などについては、変更になることがあります。
（2013年8月 現在）
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 ■ 仕　様
形　　名 XE-A270/280

外形寸法 (幅)330mm×(奥行)365mm×(高さ)225mm

質　　量 9.0kg

電　　源 AC100V　50/60Hz

消費電力 7.8W(待機時)、9.6W(登録時)（積算）、（スリープモード時）7.0W

使用環境 気温：0℃～40℃、相対湿度：20～90％（非結露）

表	示	部 オペレータ側	：	FSTNグラフィックLCD（192×80ドット）：24文字×5行（半角文字表示時）
客側	 ：LED	7桁

プリンタ部 印字方式：1ステーション感熱ラインドット方式
印字速度：約15行/秒、　印字桁数：30桁
付加機能：	店名ロゴ機能、グラフィックロゴ機能、コマーシャルメッセージ機能、レシート発行

/停止切りかえ機能、領収証発行機能、電子ジャーナル機能、印字濃度調節機能、圧縮
文字機能

ロール紙 幅：57.5±0.5mm、　最大外径：81mm、　紙質：上質感熱紙

時計誤差 月差±180秒(25℃において)

内蔵電池 蓄電池：メモリ保持期間約1カ月（内蔵電池完全充電時、常温において）

引出し金種 9種類：紙幣用3金種、硬貨用6金種、フリースペースあり

付属品 ドロア鍵（2個）、巻取軸（1個）、ロール紙（1個）、固定用金具（1個）、
ハンドスキャナ（1個	※XE-A280のみ）、ドロア天板穴隠し(2枚)、保証書（1部）、
最初にお読みください（1部）※、取扱説明書（1部）※
※	当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書はございません。	
This	model	is	designed	exclusively	for	Japan,	with	manuals	in	Japanese	only.

カードスロット SDメモリーカード:1スロット

接続端子 USBポート:1ポート(USB	1.1/2.0準拠、フルスピード(12Mbps))、
RS-232ポート:1ポート（ハンドスキャナ用）

 ■ ハンドスキャナ仕様(XE-A280同梱)
最外形寸法 (幅)76mm×(奥行)158mm×(高さ)64mm(ケーブル含まず)

ケーブル長 200cm

質　量 200g(ケーブル含む)

入力電圧 DC5.0V±0.25V(RS-232ポートより供給)

消費電流 85mA(最大)

最大読取幅 70mm(左右マージン含む)

仕様は改善のため予告なく変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。

付　録
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■■ ECR文字コード表
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 ■ 区点コード表
・	本機で印字できるJIS文字の一覧表です。第1水準漢字は50音順に、第2水準漢字は部首別に並んでいます。
・	文字コードを使った文字入力の方法については、75ページの「文字の入力方法」を参照してください。
・	文字/記号/数字などの形状は、実際に印字されるものと異なる場合があります。
・	設定するときは、各文字の下に記載されているコード（区点コード）を入力してください。

JIS第1水準漢字
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JIS第2水準漢字
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記号・カナなど
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■	 索　引
あ
明るさ･･･････････････････････････････ 132
後レシートキー･････････････････････････20
アフターサービス･････････････････････ 166
一連番号･････････････････････････････ 111
印字形式･････････････････････････････ 114
インストアマーキング･･････････････81、99
内税･･･････････････････････････････････17
売上データの書き込み･････････････････ 146
売上登録･･･････････････････････････････26
売上レポート印字･････････････････････ 119
エラー処理･･･････････････････････････ 162
エラーメッセージ表･･･････････････････ 162
オーバーフローエラー･････････････････ 164
オープン登録･･･････････････････････････38
お買い上げ･････････････････････････････26
置数キー･･･････････････････････････････20
お客様ご相談窓口･････････････････････ 167

か
各種設定･････････････････････････････ 110
カスタマサポートツール･･･････････････ 142
課税方法･･･････････････････････････････91
紙送りキー･････････････････････････････20
管理者･･･････････････････････････････ 135
管理者シークレットコード･･･････････････23
キー操作音･･･････････････････････････ 131
キートップ･･･････････････････････････ 154
キーボード･････････････････ 18、20、154
キーラベル･･･････････････････････････ 154
期間計1 点検/精算モード････････････････22
期間計2 点検/精算モード････････････････22
期間集計･･･････････････････････････････65
機能キー番号表･･･････････････････････ 108
機能設定･････････････････････････････ 102
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形
　
名　XE-A270/280 消耗品の

ご用命は　店名　　　　　　　　TEL

消耗品名 品番 外径 備考

ロール紙
RL140T 70mm

(5巻1パック)
紙質:サーマル紙
紙幅:57.5mm±0.5mm

RL130T 80mm

ロール紙(高保存タイプ)
RL141T 70mm
RL131T 80mm

コ
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 ■ 部門設定用シート
	 部門設定の際にこのシートをコピーしてご使用ください。

部門
番号 部門名	*1 符号プラス/

マイナス 単　価 消費税1/
消費税2

内税/外税/
非課税

単価の
登録方法

登録単価の
桁数制限

現金単品
売り

	 *1：最大16文字（半角文字サイズ）

 ■ PLU設定用シート
	 PLU設定の際にこのシートをコピーしてご使用ください。

PLU
番号 PLU名	*1 所属部門 単　価

単価の登録方法
オープン/プリセット/

オープン&プリセット/登録禁止
備　考

	 *1：最大16文字（半角文字サイズ）
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《グラフィック店名ロゴ作成依頼書》
レシートに印字する店名ロゴは、標準の店名ロゴをお使いいただけますが、作成を依頼される場合は、次ペー
ジの作成依頼書にご記入の上、「きりとりせん」で切り離し、FAXもしくは郵送にてお申し込みください。
（FAX：03-5446-8102）(有償)
納期は、ご依頼後約３週間です。作成したロゴデータはＳＤメモリーカードに入れてお届けします。

<ご参考例> 店名：角ｺﾞｼｯｸ その他：明朝

シャープ医院
東京都港区芝浦00
TEL.123－456－7890

【お願い】
1.	 �店名ロゴ作成依頼書の①から⑥まで漏れのないようにご記入の上、FAXまたは郵送にてご依頼ください。
2.	 �店名ロゴ作成依頼書に関するお問い合わせは、下記連絡先にお願いします。� 	
（TEL：03-5446-8101　[月曜～金曜　午前10時～午後4時30分、土・日、祝日など弊社休日を除く。]）

3. 	�ご発注後の変更やキャンセルは承れませんので、お間違いのないようにご記入の上、ご発注ください。
4.	 �お支払方法は「代金引換」のみとなっております。代金引換業者が店名ロゴデータを入れたＳＤメモリー

カードをお届けした際に、作成料金3,150円（税込）をお支払いください。なお作成料金については変更
となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

5.	 �レジスタへ店名ロゴデータを入れる方法につきましては、お届けするＳＤメモリーカードに添付の「店
名ロゴ設定マニュアル」をお読みください。

6.	 �年末年始やゴールデンウィークなどは混み合ってお届けが遅れることが予想されます。あらかじめ日数
に余裕を持ってお申込みください。

※領収証ロゴについて
1.	 �店名ロゴは、領収証ロゴとしてもご使用いただけます。その際は「領収証の設定」（☞119ページ）で領収

証ロゴを「店名ロゴ」に設定してください。
2.	 �店名ロゴとは別のデザインで領収証ロゴを作成依頼される場合は、別々の作成依頼書が必要となります。

次ページの作成依頼書をもう1枚コピーして、①の「領収証ロゴ」に○を記入し、領収証ロゴの作成依頼
書をご用意ください。� 	
なお、店名ロゴと領収証ロゴの両方を作成依頼される場合は、作成料金が6,300円（税込）となります。

（個人情報の取り扱いについて）
作成依頼書にご記入いただきましたお名前、ご住所などの個人情報は店名ロゴのお申し込みの為のみに使用
するものであり、その他の理由で使用することはございません。



④ご依頼元
（内容に関してお問い合わせする場合があります。）

ご 住 所 〒

貴社名/貴店名

ご担当者

電話番号

受付確認返信用
ＦＡＸ番号 ＜必須＞

⑥レジスタご購入先（おわかりになる範囲内でご記入ください。）

販売店名

住　所

[ご発注日　　　　年　　　月　　日]

通信欄 …指定マーク、指定書体は、この枠内に添付してください。

シャープ電子レジスタ
XE-A270/A280 グラフィック店名ロゴ作成依頼書（SDメモリーカード）

⑤ＳＤメモリーカード送付先
（ご依頼元の住所と異なる場合にご記入ください。）

ご 住 所 〒

貴社名/貴店名

ご担当者

電話番号

電話番号

※店名ロゴに黒色部分が多いときは、印刷密度の制限のため、原稿
どおりに作成できませんので、 デザインの変更をお願いする場合
があります。

③原  稿（実寸は、縦16.3mm、横45mmです。）
[お願い]
●黒のボールペンで大きくご記入ください。
●指定書体･マークはハッキリした正確な見本を添えて
　ください。

原稿

①いずれかに○を記入してください。

※指定の書体を○で囲んでください。
※指定なき場合は写植（角ゴシック体）にて作成いたします。
※文字の大きさ、書体等、各項目に指定のある場合は
　通信欄にご記入ください。

②書  体

店名ロゴ（レシート用）

領収証ロゴ（領収証用）

3,150円（税込）

3,150円（税込）

※指定なき場合は店名ロゴ(レシート用)として作成いたします。

(送信先) 〒105-0023  東京都港区芝浦1-2-3 シーバンスS館
 シャープ株式会社 ビジネスソリューション事業推進本部
 営業統轄　ビジネスソリューション営業部
 電子レジスタ店名ロゴ受付担当 宛

 FAX.03(5446)8102

✂
き
り
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電子レジスタ XE-A270/XE-A280

この製品は、こんなところがエコロジークラス。

ロール紙節約機能

レジスタの操作記録を、ジャーナル用紙の代わりに、レジスタのメモリーに記録することができます。（電子ジャーナル機能）
この機能によりロール紙を節約することができます。

省電力機能

あらかじめ設定した時間の間レジスタ操作をしないとき、省電力機能によりスリープ状態になります。スリープ状態に
なると待機時の無駄な消費電力を抑えることができます。

省エネ

省資源



取扱説明書
電子レジスタ
  XE-A270
  XE-A280
形      

名

X
E

-A
270/280  

電
子
レ
ジ
ス
タ

お客様へ…お買い上げ年月日、お買い上げ店名を記入されますと、修理などの依頼のときに便利です。 

電話番号 

お買い上げ店名 

お買い上げ年月日 年 月 日 

Printed in Korea
13H  T(TINSJ2597BHZZ) ⑤

はじめてご使用になるときは、
この説明書の「消費税の設定」
（☞124ページ）をお読みのうえ、
消費税の税率を設定してください。

本　　　　　　　　　社 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町22番22号
ビジネスソリューション事業推進本部 〒639-1186 奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

お問い合わせ先 お問合わせの前にもう一度｢故障かなと思ったら｣（☞165ページ）をご確認ください。

よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 30）

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～18 : 00

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～17 : 40




